
    
      



    

  
    
      



    

  









    
      ＭＦ文庫Ｊ

グリーングリーン

おとこのこおんなのこ

桑島由一

原作・監修／GROOVER



    

  
    
      口絵・本文イラスト●くろたま商会

編集●児玉拓也



    

  
    
      

contents



学校へ行こう

後ろ姿の素敵な僕たち

君に胸キュン

おとこのこおんなのこ

エピローグ
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　　　　＊



樹いつきへ



　お久しぶりです。元気にしていますか。私はとても元気です。

　先日、病院に行ってきました。体の方に問題はないようです。先生も安心していいよと言っていました。

　もうどれほどあなたに会っていないのでしょう？　暇ひまができたらでいいので、一度ぐらいは顔を見せてくれたらと思います。

　長い手紙を送ると、きっとあなたは嫌がるでしょう。この辺りにしておきます。

　健康にだけは気をつけてください。いつだってあなたのことを考えています。



町まち田だ　桜さくら　



　　　　＊



　季節は初夏。日曜日の午後三時。取引は深く静かに進行していた。

　現場は山奥にある全寮制の男子校、私立鐘かねノの音ね学がく園えん。誰だれもいないはずの休日の校舎で、正体不明の人影が揺れている。

　木造建築の校舎は老朽化が進んでおり、人の気配がしないと廃はい墟きよのようにさえ感じられる。普段は男子生徒が慌あわただしく廊下を行き来しているが、今日のような休みの日には、誰の姿も確認することはできない。生徒たちは寮の部屋で寝ているか、バスに数時間揺られて町まで遊びに行っているかのどちらかだからだ。

　実家が近い生徒たちは土日を使って帰省することもあるが、その数はごく僅わずかである。大半の生徒は全国各地からこの山奥にやってきており、正月や夏休みなどでないと家に帰ることなどできない。

　誰もいないはずの校舎。どこまでも伸びる廊下。

　そこに姿を現せたのは、周囲を気にしながら歩く一人の人物。

　彼は視界に入るあらゆることに注意しながら、一歩一歩を確かめるように歩いていた。

　彼の名前は堀田ほつた健けん一いち。通称、総長である。

　鐘ノ音学園の学生会長をしていることから、「会長って一番偉いんだよな？」「じゃあ総長でいいか。強そうだし」となったのである。学生会長とは、いわゆる生徒会長のようなものである。学生会をしきり、規則を守らせ、年中行事を企画、実行している。

　こんなふうに説明すると、彼のことを優等生かなにかだと想像するかもしれない。しかし、それは大きな間違いである。よく見て欲しい。総長の頭は、今では不良漫画の中でしか見られないような立派なリーゼントであり、その表情は般はん若にやのように鋭するどい。

　無駄に力いっぱい噛かみ締しめられた前歯の隙すき間まには、ひび割れ寸前の禁煙パイポが挟まっている。服装はといえば開かい襟きんシャツの中に赤色の迷彩シャツを着込み、土管と呼ばれる太ももの幅が極端に広いズボンをはいている。

　人を見かけで判断するのはよくないというが、彼の場合は見ためそのままである。

　つまり、とっても頭のユルそうな不良なのだ。

　彼が総長になったキッカケは投票であるとか推薦であるとか、そんな民主的な理由からではない。んじゃ誰が一番かタイマンで決めっかとケンカをした結果、彼が生徒の中で一番強かったのだ。だから学生会長になった。

　鐘かねノの音ねの中で最強の生物が彼だった。たったそれだけの理由で、生徒をしきる学生会長が決められてしまう。それは、この学校の現状を表しているようである。

　力が全すべてである、と。

　いつもは堂々と肩で風を切って歩いている彼が、今日はやけに慎重に行動している。

　もし他ほかの生徒がその様子を見れば、どうしたのだろうと訝いぶかしがるに違いない。

「遅かったな……、堀田」

　二階廊下の一番奥。暗くら闇やみの中から声が響いてくる。しわがれた声は、彼の生きてきた時間の長さを知らしめた。総長は彼の声を聞き、ゴクリと唾つばを飲み込む。

「じいさん、すまねえべ。誰だれにも見つからないように来るのに、少し手こずっちまって」

「言い訳は聞きたくない。ほら、例のブツだ」

　じいさんと呼ばれた老人は、鐘かねノの音ね学がく園えんの用務員、緒お方がたであった。カバのような体を揺らしながら、緒方は羽織っていた作業着のポケットから大きな封筒を取りだす。

「本物だべな？」

　そう言った総長の手元は微かすかに震えていた。

　封筒を受け取ると、ずしりと重い感触が指先に伝わってくる。

「もちろんだ、本物だ。先生には言うなよ」

「へへ、ありがてえ」

　総長が取引の代金をポケットから出そうとすると、緒方は黙って首を振った。

「今回は金はいい。お前らの気持ち、ワシにだってわからんわけではない」

　緒方はそう言ってニヤリと笑った。顔に刻まれた深い皺しわが、よりいっそう強調される。

「それに、今回は無事では済まんようだからな」

「じいさん、どういうことだ？」

　総長の頬ほおに、嫌な汗が一滴だけ流れる。彼はまだ、自分が尾行されていたことに気づいていない。緒方はそれにいち早く気づいたのだ。長年の勘かん、というやつである。

「気配がするだろ。わからんか？　いち……に……さん。三人だ」

　その時、廊下のどこかから床材のきしむ音が小さく聞えた。総長は、自分の詰めの甘さを恨うらんだ。封筒を強く握り締め、校舎内の逃走経路を瞬時に計算する。

「堀田ほつた。つかまるなよ」

　緒方はそういうと、くわえていたパイプの先に火をつけた。煙はゆったりと流れ、彼はうまそうに目を細める。

「オゲオゲ。じいさん、見ててくれ」

　総長は一呼吸置いて、これからの激しい戦いを覚悟する。

「俺おれは、誰にも捕まらねえべや。ドンストップ・青春」

　そして、弾はじけるように廊下を駆け出した。もちろん、懐ふところには例の封筒を抱きかかえたままだ。彼が全力で走り出すと、古びた廊下が悲鳴のような音を上げる。今は校舎の二階廊下、ここから中庭に向い、山道を越え、三年生の寮にある自分の部屋まで辿たどり着けば勝ちだ。まずは廊下を駆け抜け、階段を降りることを目標とする。それからのルートは、そこに辿り着いてから考えることにした。しかし、刺し客かくはすぐに姿を現した。

「総長！　自分だけズルイっしょー！」

　叫さけび声と同時に、体に大きな衝撃が走る。背中に、生暖かいヌルッとした物体が張り付いてきた。巨大ガエルのような感触に振り返ると、そこにはまるまると太った男子生徒がしがみついていた。総長はそれが誰だれかすぐにわかった。威い嚇かくするように吼ほえる。

「バッチグー！　てめぇは子泣きジジイかっ！　どっか行けっ！」

「行かないっしょ！　総長がそれを渡してくれるまで、離れないっしょ！」

　バッチグーと呼ばれた生徒は、黒のタンクトップから汗をにじませ、力強く総長の体に抱きつく。もしかしたら前世はスッポンだったのかしらと感じさせる執念深さだ。

「うるせえ！　これは俺おれのもんだべ！　お前らは関係ねえっ！」

「フフフフ、そんなこと言っていいのかな？　必殺！　耳に吐息！」

　バッチグーは総長の耳に唇を近づけると、ファゥフゥ～と悩ましげな吐息を漏らした。想像して欲しい。高校二年生の汗ばんだ男子生徒が、自分の耳元に熱い息を吹きかける様子を。総長は吐息を受け、全身の力が抜けていくのがわかった。その時、しっかりと握っていた封筒が廊下に落ちるのをバッチグーは見逃さなかった。

「いただきっしょー！」

　彼はそれを拾い上げると、ドスドスとやかましい音を立てながら階段を降りていった。総長は耳元に残る嫌な感触を味わいながらも、必死で体勢を立て直し、奪われた品物を取り返すために走り出す。

「待てバッチグー！　てめぇ、マジ殺すぞコラァ！」

　本気かもしれない。たぶん、捕まえたら本気で殺すかもしれない。

　お腹なか回りの贅ぜい肉にくのせいで思うように走れないバッチグーを、昇降口で総長はおいつめた。奇声を上げながら背後から飛び掛り、背中に馬乗りになって彼を押し倒す。

「しまったっしょ！　うぅ！　天てん神じん、パスっ！」

　総長に飛び掛られたバッチグーは、昇降口にいた別の生徒に封筒を投げた。彼は封筒を受け取ると、振り返りもせずに駆け出す。

「バッチグーの犠ぎ牲せいは無駄にしないでごわすよ！　後はおいどんに任すでごわす！」

　予想していたとはいえ、厄やつ介かいなチームワークである。総長は倒れているバッチグーをしこたま殴なぐると、今度は中庭を走る男子を追いかける。

「コラ天神っ！　それだけは、それだけは絶対に渡せねえべやあああ！」

　総長の咆ほう哮こうを背中に受けながらも、全力で走る天神。

　彼はバッチグーのクラスメイトであり、親友でもある。クマのように大柄な体をしているが、それに反して気は小さい。その証拠に、今も「殺されるでごわす、殺されるでごわす」と叫さけびながら、号泣して逃げている。そこまで泣くなら素直に抱えている包みを返せばいいのだが、どうやら彼にとってもそれは重要な品物のようである。

　二人は中庭にある花か壇だんを抜け、寮へ向かう山道へ入った。デコボコな地面に足を取られ、バランスを崩して倒れこむ天神を、総長は容よう赦しやなく殴りつける。

「コラ！　それは俺おれんだって言ってんだべや！　今すぐ返せやボケェ！」

「うごぉ！　ふぅごぉ！　い、一いち番ばん星ぼし！　パスでごわす！」

　天てん神じんは顔の中心にゴキゲンな一発をもらいながらも、最後の力を振り絞しぼって封筒を空へ投げた。封筒はしばらく宙を舞っていたかと思うと、またしても他ほかの男子生徒の手の中へと飛び込んだ。

「バッチグー、天神、お前らのことは忘れない。成仏じようぶつしてくれ。んじゃ！」

　少しウエーブのかかった長髪をなびかせながら、次の刺し客かくである一番星は走り出した。総長の息は既すでに上がっていたが、あの封筒だけは取り返さなくてはならない。寝ている天神を起き上がらせるとドロップキックをくらわせ、起き上がらせてはくらわせ、起き上がらせてはくらわせ……を五度ほど繰り返すと、今度は一番星を追いかけはじめる。

　森の中の細い道を抜けると、プレハブの男子寮群が見えてくる。一番星は、自分の部屋まで封筒を持ち込む気だ。彼は既に、男子寮の入り口のドアに手をかけている。総長は力を振り絞り、思い切り手を伸ばす。執念のこもった右手は、一番星の髪の毛を掴つかんだ。

「コラ！　それは……はぁはぁ……俺が一番最初に見るんだべや！」

「くぅ、いくら……ふぅ……総長でも、今回だけはぁ……はぁ……俺が先に……」

　二人は全力で走ったせいで、既に会話すらまともにできなくなっている。足も思うように動かず、もつれるように倒れこんでしまった。二人とも片手で封筒を掴んだまま、呼吸困難で動けなくなっている。

「……あの」

　そこに現れた一人の男子生徒。

　少し伸びた髪の毛をいじりながら、二人の様子をまじまじと見ている。

「それは、ホモだからですか？」

　彼、高たか崎さき祐ゆう介すけは、抱きしめあうように倒れている二人を見て、そう呟つぶやいた。総長も一番星も反論したかったが、ハァハァゼェゼェとそれどころではない。

「あれ、その封筒……」

　祐介は二人が奪い合っていた封筒を拾い上げ、あっさりとその封を開けた。

　中を見ると、なんともカラフルな表紙の雑誌、パパイヤ通信が入っている。

「あ。パパ通だ。これ最初に見ていいですか？」

　二人は必死でそれを奪い返そうとしたが、日頃の運動不足がたたり、ろくに言葉を話すこともできなかった。はぁはぁ、それは、だめれすぅ、ひぃひぃ……。

「ま、いいや。先に見せてもらいますね。どもです」

　そう言って祐介はパパイヤ通信を抱え、寮の自室へと歩いて行く。

　その後姿を見ながら、二人は無言で血の涙を流した。こうして総長の秘密の取引は、完全な失敗に終わったのであった。



　パパイヤ通信。発行部数二〇万部。青年向けのグラビア雑誌である。あまりに内容が過激なために、一部のコンビニでは店頭に置くことを自粛じしゆくしたが、その噂うわさが広まったが故ゆえに売上がアップしたという伝説を持っている。

　そんな入手困難な過激雑誌が、なぜ山奥の男子校である鐘かねノの音ねに存在するのだろう。

　鐘ノ音には食堂に併設して購買部があり、そこでは日用品の他ほかに雑誌なども販売している。とは言っても、もちろんそこにパパイヤ通信のような雑誌は売っていない。

　だが、そこは全寮制男子校。山奥に閉じ込められた男子は、刺激を欲しがるものである。その結果、一部の生徒は購買部のおじさんや用務員さんと仲良くなり、秘密の裏ルートで刺激のある本を購入しているのだ。

　今回、総長は緒お方がたと連絡を密に取り、パパイヤ通信を極秘で取り寄せてもらっていた。

　この取引はこれが初めてではない。以前の取引は無事に済ませることができた。だが、今日に限っては話が別である。なぜなら、巻頭特集が悪かった。

　あの清純アイドル、東ひがし山やま真ま琴ことのヌード写真がスクープされていたのである。その噂をかぎつけたバッチグーたちは、どこからか総長がパパ通を仕入れていることを知り、普段なら逆らわない彼に牙きばをむいてまで、我先にとパパイヤ通信に群がったのであった。

「で、智とも。お前はどう思うんだべ。こんなことしたら、電流ビリビリじゃすまねえな」

　もちろん先輩への反逆行為は許されるはずがない。事件に関かかわった二年生たちは、三年生の寮にある総長の部屋へと呼び出されていた。彼と同じ部屋に住んでいる藤ふじ本もと智は、その様子を呆あきれ果てた様子で見ている。

「さあ。俺おれには関係ねえからなぁ。まぁ、どうでもいいって感じか？」

「どうでもいいんじゃねんだべや！　こいつら、俺おれのパパ通を先に読んだんだべ！　あ!?　こんなことして許されると思ってんのか！　うがぁ！」

　畳の上で総長に正座をさせられているのは、あの襲撃に加わったバッチグー、一いち番ばん星ぼし、天てん神じんである。そこになぜか、巻き添えをくうような形で祐介の姿も見える。

「藤本先輩、俺たちは悪くないっしょ！　時代が悪いっしょ！」

　バッチグーは、机に向かっている智に助けを求めた。しかし彼は冷たく言い放つ。

「お前らのことなんて知らねえよ。そもそも、悪いことしたんだろ？　ちゃんと罰を受けるんだな」

「はぁうぅ、藤本先輩は冷たいでごわすぅ……」

　天神は巨体を揺らしながら、オヨヨと泣き崩くずれた。智は哀あわれむ様子もなく、その光景を眺めている。一いち番ばん星ぼしと祐介は、総長と智に聞こえないように耳打ちをした。

「よぉ祐介。藤本先輩って、結構冷たいな……」

「ああ、だってよ、総長のことを堀田ほつたって言える唯一の人物だぜ？　やっぱ、ワルなんじゃねえのか？」

　智ともは金髪の頭を光らせ、鋭するどい目つきをしている。下級生は、彼のことを色々と噂うわさしている。ケンカで誰だれにも負けたことがない、夜中に校舎の窓ガラスを割ったことがある、盗んだバイクで走り出した、捨て猫みたいに丸くなって寝る、などなど。全すべて噂の域を出ないが、彼を見ているとどれもが本当に思えてくる。総長に負けず劣らず威圧感のある表情がそうさせるのかもしれない。

「ワルって？　やっぱ……不良か？」

　内緒話をしていた二人の頭に、総長のゲンコが飛んだ。

「お前ら、全然人の話聞いてねえべや！　いいか、そもそも二年生ってのはよぉ……」

　それから総長の説教は三時間半続き、その間に智は一通の手紙を書き終えた。

　なんども下書きを繰り返し、なんども読み直してはゴミ箱に放り投げを繰り返し。

　その内容は、彼に関する恐ろしい噂の全すべてを覆くつがえす、驚くべき内容であった。



　　　　＊



みのりへ



　こんにちは、元気ですか。元気ですかといっても、昨日も手紙を書いたんだけどね。

　ちゃんと俺おれからの手紙を読んでくれているか不安です。みのりは読書とか苦手だから、もしかしたらこれも読んでいないのではないかと不安な日々を過ごしています。

　そうだ、今度からはテープにでも声を吹き込んでみようかな。一二〇分のテープ、Ａ面とＢ面にビッシリと俺のゴキゲンなトークです。うふふ、ちょっとよくないですか？

　……なんちゃって、冗談ですから安心してください。そんなことしたら、同室の堀田ほつたに笑われてしまうでしょう。

　だって想像してください。俺が背中を丸めて、ラジカセに向かってボソボソとしゃべっているのですよ。しかも二時間。少し気味が悪いじゃないですか。

　まぁ、そんなことで堀田は笑わないだろうけどね。前から手紙に書いてる通り、堀田はとてもいい奴やつです。なんていうか、一言で表すと、真面目まじめが洋服を着て歩いているような感じかな。髪の毛は七三に分けてて、ピッチリとした制服を着こなしています。口調だって「ございます」だなんて言うんだよ。おっかしぃね！

　堀田が学生会長をしているっていうのは前にも書いたと思います。みのりの学校で言うところの生徒会長みたいなものかな。生徒全員をまとめて、年間の行事を決めたりする大事な存在です。

　堀田はみんなからは総長って呼ばれてます。もちろん尊敬の念を込めて、ね。

　この前、堀田は学校の裏で飼っている馬の出産に立会いました。俺も一緒だったんだけど、あいつってば生まれてきた仔こ馬うまを見て泣き出しちゃったんです。

　普段は気が強いふうを装ってるけど、実は涙もろかったんですね。あは、最高でしょ？　おっと、いつものことながら長くなってしまいました。あんまり長いとみのりも読むのが大変だと思うので、今日はこの辺りにしておきます。

　昨日の手紙は大学ノートで一〇ページ分ぐらいあったけど、ちゃんと読んでくれたかな？　俺おれからの愛情を感じてくれたら、嬉うれしい、な。（なんちゃって！）



　えーコホン。ここから真面目まじめに書きます（いつも真面目だけど）。

　鐘かねノの音ねは、本当に素晴らしいところです。自然がいっぱいだし、仲間もいるし、先生たちだって教師の手本のような人ばかりです。男子寮にだって、夏に向けてクーラーが導入されたんですよ。これで快適な日々を過ごせそうです。

　唯一不満なのは、みのりが近くにいないところかな。でもこれは仕方ないよね。みのりは東京の高校に通っているんだものね。俺がいるのは田舎いなかの（しかも全寮制の！）男子校。なかなか会えないのは寂しいけど、毎晩みのりのことを考えているからね。

　夏休みになれば帰る余裕もできるけど、みのりを見たら鐘かねノの音ねに戻りたくなくなってしまうでしょう。だから俺は、卒業までずっとここにいます。

　だから、俺が卒業するまで、ちゃんとイイコで待っててくださいね。



お兄ちゃんより　

　　　　＊



「ゲフーゲフーゲフー」

　智ともは何度も何度も手紙を読み返し、満足そうに頷うなずいた。

　集中が途切れると、今まで気にならなかったことが気になってくる。さきほどから後ろでゲップを繰り返す総長に対して、彼は冷たい視線を投げかける。

「おい、堀田。お前、さっきからゲフゲフうるせえ」

　総長は下級生への説教を終え、気持ちよさそうにコーラを飲んでいた。

「だってよおめ、コーラー飲むとー、ゲップが出んべ。これすげえよ、マジ発見、止まんねえべや！　ゲフーゲフーゲフー」

　総長は薄笑いを浮かべながらゲップを繰り返している。

「いいか堀田ほつた。コーラを飲めばゲップは出る。なぜなら、炭酸だからな」

「おう、おう。オゲオゲ。なんちゅうか、コーラーは、甘いし冷たいしゲップ出るし、万能だよな？　万能な飲み物だよな？　ヤベエ！　コーラーヤベエよ！」

　オゲオゲとはＯＫＯＫのことである。なぜ無駄な濁だく音おんが入っているのかはわからない。手紙の中で書かれていた学生会長の堀田ほつたとは、もちろん彼のことだ。

　堀田健けん一いち、通り名は総長。確かに生徒会長のようなことをしているが、智ともの手紙に書かれていた容姿とはまったく違う。手紙の中の真面目まじめな彼は、パパイヤ通信を必死で追いかけたりしないし、所構わずゲップなどはしないだろう。

　智は妹への手紙に、嘘うそを織り交ぜていた。彼は鐘かねノの音ねを素敵な場所だとは思っていないし、総長は真面目などではなく、夜中にコンビニの前の駐車場で、わけもなくヨダレをダラダラ垂らしながらうんこ座りでニヤニヤ笑っているのがピッタリとハマりそうな風ふう貌ぼうだと感じている。

「なぁ智、お前も飲むか？　コーラー。甘いし冷たいしゲップ出んよ？　あ？」

「いらねえ。つうか、なんで最後も伸ばすんだよ。コーラ、だよ、コーラッ」

　総長はそう言われて、確認するようにゆっくりと繰り返した。

「コォーラァー？」

「だから最後は伸ばすなってば！」

「あんだえー！　細かいこと気にしてんじゃねえぞ！　コーラーだんべや！」

　そう言って総長は怒り出した。なんでそんなことで怒るのだろう、ということで彼は激怒する。しかし、その数秒後には「あぁ～、空って広いべ～」などとまったりとするので、なかなか油断できない。どんな精神構造なのだろうか。

「それよりよぉ、智、お前また手紙書いてんか？　あ？」

　総長は机の上の便びん箋せんを眺めながら、コーラを一口飲んだ。

「そうだよ。悪いかよ」

「悪くねえけどよ。あんだべ、ちょっとよ、書きすぎじゃねえか？」

「そんなことねえよ。毎日一通。多くて三通。普通だろ？」

「あー？　普通かぁ？　それによ、内容は嘘ばっかだしよぉ」

　嘘ばっかり。確かにその通りだ。智は、少しひるんだ。

「なにが馬の出産だよ。馬なんていねえべや。動物っちゃー、この前よ、野犬が迷い込んできて、天てん神じん咬かんで逃げてったぐらいじゃねえかよ」

「……いいんだよ。心配させたくないからさ」

「心配ねぇ……。妹がそんなに大事かよ」

「ああ大事だ。この世で一番大事だね。他ほかにはなにもいんねえ」

「カーッ。熱いねえ。でもよぉ、おかしくねえか？　それよぉ」

「なにがおかしいんだよ？」

　総長は彼と同室になってから、もう何度も繰り返した言葉を発する。

「妹相手にそんな熱烈なラブレター送るのってよ、シスコンだべ？　やっぱ変だべ？」

「変じゃねえ！」

　智ともはバコンと机を叩たたき、大声で演説を始めた。このやりとりも、いつものことと言えばいつものことである。

「愛ってなに？　恋ってなに？　それは相手を好きだと思う気持ち。ただそれだけ。それさえあれば問題ない。例え相手が誰だれであろうと。愛さえあれば、関係ねえっ！」

　堀田ほつたはゲフーとゲップを吐き出し、シャツの袖そでで口をぬぐった。

「愛する相手に嘘うそばっかの手紙書いていいんかえ？」

「……それは……」

「それによぉ、妹に恋したって報むくわれねえべよ。それでもええんかぁ？」

「……う」

　智にとって目下の悩みは、そのふたつであった。



　智が鐘かねノの音ね学がく園えんにやってきのは、高校二年の春だった。彼は都内の高校に入学したが、わけあってこの山奥へと転入してきたのだ。

　そのわけとは、妹からの両親に対する直じき訴そであった。

「正直、お兄ちゃん気持ち悪いの。あたし今年は受験だし、お兄ちゃんいると勉強にも集中できないよ。ねぇ、どうにかなんないかなぁ？」

　みのりが両親を自分の部屋に呼び出し、そんなショッキングな発言をしたことはもちろん智には内緒である。もし最愛の妹にそんなふうに思われていたことが彼の耳に入ったら、屋上から元気に飛び降りたり、大量の睡眠薬を飲んだりしかねない。

　両親は彼を傷つけないように、ごく穏おだやかな調子でこう言った。

「なあ智。鐘かねノの音ねって男子校があるんだが。そこに行ってみないか？」

　当然彼は激しく抵抗する。

「なんで俺がみのりの元を離れて、そんなトコに行かなくちゃいけないんだよ。ふざけんな、みのりと離れるなんて絶対に嫌だ！」

　普段は大人しい智の剣幕に、両親も言葉を詰まらせた。

「でもね智ちゃん。あなた体も弱いし。ほら、こんなに自然に囲まれてる学校だったら、少しは健康的になるんじゃないのかしら？」

「俺が貧弱だってなんだって、オヤジにもオフクロにも関係ないだろ！」

　言えば言うほど反発されてしまう。父親は困惑しながらも説得を続ける。

「だけどなぁ智。男たるもの、野性的じゃないと女の子にモテないぞ？」

「うるせえ。絶対に嫌だ。俺はここから離れない。女にモテる必要なんてない」

「でも、みのりちゃんがね、野性的なお兄ちゃんが好きって言ってたわよ？」

「行く」

　次の瞬間にはバックパックに荷物を詰め、アディダスの靴くつヒモを結んでいた智であった。出発の日、智ともは妹と玄関で別れを惜しんでいた。

「みのり。お兄ちゃんは高校卒業までの二年間を、この鐘かねノの音ねで過ごすことにした。見事、野性的な男になって帰ってくるから、大人しく待っていておくれ」

「はいはい。行ってらっしゃい」

「うう、名残なごり惜しいのはおにいちゃんも一緒だぞ！」

「いいから。ほら、電車なくなっちゃうよ？」

「そうか。最後にほっぺにチュか。いいぞ、みのり、チュ、せよ」

「しないって」

「ほら、見てみろ。私立鐘かねノの音ね学がく園えん。パンフレットに書いてあるぞ。近代的な設備、素敵な環境。優秀な教師陣。ここでお兄ちゃんは男になってくるからな！」

「おかーさーん。晩ゴハンなにー？」

「ううう、みのり、俺おれはお前のことを……俺はお前のことをっ……」

「またカレー？　いいよ、じゃあ外で食べる」

　こうして藤ふじ本もと智は東京を離れ、高校二年の春より、晴れて鐘ノ音学園へと転入することになったのだ。野性的になってみのりに好かれてやるぞ。ヤル気満々の彼が鐘ノ音を訪れ、最初に言った言葉はこうだった。

「……今すぐ帰りたい」

　鐘ノ音学園は、あまりにもパンフレットの記述と違っていた。今にも崩くずれ落ちそうなボロボロの校舎、言うことを聞かない生徒には暴力を振るうことが普通だと思っている教師、そしてちょっとリッチな犬小屋といった感じの男子寮。そのどれもが、普通ではない狂気の世界に見えた。

　男子寮といっても、急ごしらえで造られたようなプレハブだった。顔色の悪い教師に案内され廊下を歩くと、白い靴くつ下したが一瞬で真っ黒になった。

「あー、ごめんな。言ってなかったっけか。脱げ、靴下」

　そう言って教師は笑った。その後、毎日掃除の時間に濡ぬれ雑ぞう巾きんで拭ふき掃除をしているのにも関かかわらず、どうあっても靴下をはいていると汚れてしまうことを知った。風が強い日は外の土ぼこりが寮内に吹き込んでくるので、掃除しても無意味なのである。

　六畳ほどの部屋の畳は、歩くとジュワッと液体が染み出てくるほど湿っていた。

　それが高い湿度のせいなのか、生徒の汗を吸い込んでいるせいなのかはいまだに解明されていない。

　しかし、ここで尻尾しつぽを巻いて帰っては、野性的なお兄ちゃんとはほど遠い。彼は愛する妹のため（その妹に厄やつ介かい払いされたとは知らず）に、この廃はい墟きよのような学園で二年間を過ごすことを決めたのだった。

　智は部屋に案内されると、まず最初に妹への手紙を書くことにした。

　しかし、いざ書こうと机に向かっても筆は一向に進まない。こんな現状をもし妹が知ったら、お兄ちゃんかわいそう、お兄ちゃんかわいそう、早くあの魔ま窟くつからお兄ちゃんを助け出して！　と両親に訴えるだろう。そう、みのりはお兄ちゃん想おもいの素敵な妹なのだ（彼の中では）。

　智ともは彼女に心配をかけまいと、心苦しいながらも嘘うその手紙を書くことにした。

「ここはとても素敵な場所です。寮は快適だし、校舎は味があって素敵だし、なにしろ涼しげな風がいつも吹いています。できることならみのりも連れてきたかったです」

　彼はそんな手紙を、鐘かねノの音ねに来てから毎日書き綴つづった。

　みのりからの返事といえば、一ヶ月に一度だけ「楽しそうでなによりです。みのり」などと、あきらかに、

「あんた、お兄ちゃんから手紙きてるんだから返事書きなさい」

「えー、やだよー、めんどい」

「そんなこと言うとお小こ遣づかい抜きですよ」

「うはー。わかったよー、かくよー」などと、両親とのダルダルなやり取りの末であることが手に取るようにわかる内容だった。しかし智は返事が届くとそれを何度も読み返し、封筒に貼はってある切手をはがしてペロペロ舐なめようと思ったけどさすがにそれはやりすぎだななどと反省しながら、狂喜乱舞するのであった。



「でもよお前、それだっていつまでも続かねえべや」

　総長は禁煙パイポを歯で噛かみながら、智の書いた手紙を勝手に読み上げる。智はそれを必死の形相ぎようそうで奪うと、フーフーと便びん箋せんに息を吹きかけた。たぶん、菌が移るとかなんとか考えているのだろう。

「うるせえ。いいんだよ、俺おれはあいつの理想の兄でいたいんだ。それに、心配かけたくない。どうせあいつが鐘ノ音にくることなんてないんだから、全然問題ない」

「嘘ついても心が痛まねえっつのか？　あ？」

「痛まない。これは、きれいな嘘。神様が俺のために用意した、ついてもいい嘘」

　はぁ、とため息をついて総長は寮の部屋から出ていこうとする。

「オゲオゲ。んじゃ俺は今から集会があるかんよ」

　集会？　彼の頭の中で、改造されたバイクに乗った総長の姿が浮かんだ。パラリラパラリラ。しかし、智の表情を見て、総長はすぐに訂正する。

「ちげーよ。学生会の集まりだんべや。なんだか、先生から大事な話があんだってよ」

「あ、そっか。わかった、行ってこい」

「ったく。あんま妹に現うつつを抜かしてんじゃねえぞ？」

「いいから行ってこい」

　総長は片手を上げて、立て付けの悪い引き戸を開けると部屋から出て行った。彼が部屋から去ると、不意に世界が静まり返る。

　確かにここは自然に溢あふれた素晴らしい場所だ。だが、逆に言うと自然しかないのである。三年の寮と言っても、二年や一年と造りが変わるわけではない。他ほかの学年との違いは、入り口に書いてある「三年生」という文字だけだ。

　どうせならクーラーをつけるとか、一部屋に一台テレビを置くとかして差別化して欲しいものである。だが、現実はクーラーはもちろん扇風機すら設置されておらず、テレビは娯楽室と呼ばれる大きな部屋に一台ポツンとあるだけだ。しかも山奥のせいなのか、ろくにチャンネルが映らない。生徒の凶暴化を防ぐために教育テレビしか電波が入らないようになっているという噂うわさを聞いたこともあるが、まったくの嘘うそだと断言できないところが怖い。

　智ともはみのりのことを考えながら、少し伸びかけた髪の毛を手グシでとかした。ここにいると異性の目がないために、髪の毛を切ることも面倒になってしまうようだ。

「そうだ……毒どくガスにでも切ってもらうか」

　そう言って智は立ち上がると、自分たちの住む三年生用の男子寮から、二年生用の男子寮へと向かった。



「毒ガス、ちょっといいか？」

　智はノックもせずに二年生の住んでいる部屋の引き戸を開けた。中では長髪の小柄な男子が一人、妙なカメラをいじっていた。

「ああぅ、藤ふじ本もと先輩っ。こ、小林こばやしくんなら、今はいないのです」

　男子は彼の姿を見ただけで、小動物のように怯おびえる。無理もない、上級生が自分の部屋にやってきたのだ。それも、目つきの鋭するどい、金髪の先輩である。

「小林？　誰だれだそれ。知らねえ」

「僕のルームメイトじゃないですか。知らないんですか？」

「そんな影の薄いやつ知らねぇな。俺おれはお前に用があんだ」

　顔のほとんどを隠すほどの長髪の隙すき間まから、様子を窺うかがうように片目だけが覗のぞいている。彼の名前は毒ガス。もちろん本名ではない。しかし、もしかしたら本名なのではないかと思うほど、顔と名前が一致している。やせ細った体、脂あぶらでぎとった髪の毛、常にニヤニヤと無意味に笑っている口。

「あ、あのですね、こ、これはね、赤外線カメラでね。いろいろ見えるんです」

「いろいろね……」

　智は、話半分で彼の言葉を聞いた。余り興味がないようだ。

「で、久しぶりに髪切ってくんねえ？　お前、キモいんだけど、散髪だけはマトモにできるからね」

「カメラのメンテが終わったらでいいですか？」

「わかった、じゃあここで待たせてもらう」

「え!?　こ、ここで!?　は、はい……」

　智ともは部屋の中に上がりこむと、あぐらをかいて座った。毒どくガスはビクビクしながら、レンズのホコリを取ったり、ネジを緩ゆるめたりしている。

「藤ふじ本もと先輩も、ずいぶんたくましくなりましたよね……」

　沈黙に耐えられなかったのか、毒ガスはポツリと呟つぶやいた。智は真っ黒に日焼けした自分の腕を見ながら、それに答える。

「ここにきた時は真っ白だったもんな。俺おれも野性的になったってことかな。ふふん」

「う、嬉うれしそうですね」

「うん？　まあな。なにせ俺おれは……」

　そこまで言って、智は慌あわてて口を閉じる。

　同室の総長は知っているが、それ以外の生徒は彼に妹がいることを知らない。ましてや、その妹に心底惚ほれているとは、誰だれも思っていない。

　彼に対してのイメージは、少し悪いクールな先輩なのである。まさか、あのような恥ずかしい手紙をしたためているとは、思いもよらないであろう。



    

  
    
      



    

  
    
      「藤ふじ本もと先輩だけですよね。総長のこと堀田ほつたって呼んでるの……」

「そうだな。そういえばみんな、あいつのこと総長って言うよな。なんで？」

「なんでって……怖いし……」

「ふーん。あいつ、結構いいやつだよ」

　智ともが鐘かねノの音ねに来た時、総長は既すでに総長だった。二年生にして学校の番長的な存在の立場におり、彼に歯向かうものは誰だれもいなかった。

　本来は二人で一部屋のはずの学生寮に、総長は一人で暮らしていた。後から聞いた話では、同室の生徒が生意気だったのでボコボコにして追い出したという。

　一人で悠ゆう々ゆう自じ適てきに暮らしていた総長の元に、転入生として智がやってきた。当然、広く使えていたはずの部屋が狭くなってしまう。彼は元の生活を取り戻すために、智にケンカを売ってきた。

「おめぇよ、都会もんかなんか知らねえけどよ、鐘ノ音には鐘ノ音のルールがあんだ。わかってんのか？　あ？」

　智はその時、両手の指にたくさんのシルバーリングをしていた。

　総長は、そのことも気に入らなかったようだ。

「まずはその生意気な指輪、外せや。あ？　わかってんのか？」

　ただでさえ細い目を、針金のようにして智を睨にらみつける。

「嫌だね。外さない」

　総長は、自分に歯向かう人間がいることに驚いた。完全なリーゼントに、毎朝カミソリで入れている剃そり込み。睨にらみを利きかせれば、大抵の相手は恐れおののいてしまう。

　それなのに、彼は真っ向から総長に反発したのだ。

　もちろんそれは、智が反抗的だったからではない。もし他ほかのことで因縁をつけられていたら、総長の言う通りにしていただろう。だが、彼の指にはめられた指輪は、愛いとしのみのりからのプレゼントだったのだ。妹から貰もらった指輪を外すわけにはいかない。

　智はみのりからのプレゼントを守るために、目の前の凶悪そうなルームメイトに口答えしたのである。

　ちなみにプレゼントと言っても、彼女を無理やりアクセサリーショップに連れていき、

「ねぇねぇみのり、どれが俺おれに似合う？　選んで？」と選ばせただけもので、実際にお金を出したのは彼自身である。しかし、彼にとっては一応それでもプレゼントであり、妹との大事な絆きずななのだ。

「俺おれに逆らうとはいい度胸だべ……。あ？　指輪取るか、死ぬかだ……」

　転校当時の智は、色白く貧相だった。もともと色素が薄いため、髪の毛も金髪に近かった。総長はそんな彼を見て、東京からやってきた不良少年だと思い込んだのだ（実際はそうではないのだが）。だからこそ、反発された以上は、きっちりと自分が上だということを教え込まなくてはならなかった。

「うるせえな。指輪は取らねって言ってんだろ」

　智ともは総長の手を払いのけ、真まっ直すぐに目を見て言った。

　次の瞬間、彼の顔に総長の拳こぶしがめり込んだ。熱湯をかけられたような痛みが顔に広がり、思わず智は畳の上にうずくまる。しかし総長はそんなことは気にせず、今度は腹を大きく蹴けり上げた。骨が折れたのではないだろうか、智はそう思った。胃の中の物が逆流しそうになるのを必死で堪こらえる。

「オラ！　取れ！　そのリング、取れっつってんだべや！」

　総長は睨にらみを利きかし、智に歩み寄った。しかし彼は、指をきつく折り曲げ、どんな衝撃を受けてもリングが外れないようにする。

「取らねえ！　これは俺おれの……俺のっ！」

「取れって言ってんだよ！　あー!?」

　総長は拳を大きく振り上げ、こめかみにむかって振り下ろした。

　しかし、総長が何度殴なぐっても、どれだけ蹴っても、智はリングを絶対に外そうとはしなかった。

　毛羽立った畳には血が滲にじみ、総長は背中に汗をかきながら肩で息をした。智は意識が消えそうになるのに耐え、なんとかリングだけは守る。

　果てしない暴行の後、総長は虫の息となった智を見下ろしながら満足そうに頷うなずいた。

「はぁはぁ……。よっしゃ。おいお前、ちょっと外出ろや」

　外？　智は、さらに酷ひどい暴力を加えられるのだと覚悟をした。足元のおぼつかない彼を、総長は抱きかかえるようにして寮の外へと向う。

　男子寮の裏手の獣けもの道みちをしばらく歩くと、小川が流れている場所に出た。

　総長は智を川原に寝かせると、自分も同じように仰あお向むけになる。

　そして一呼吸置いてから、青空に向かってこう叫さけんだのだ。

「お前って、ガンコだべなー」

　智には、それがなにを意味するのかわからなかった。わざわざ山奥の川辺に引きずるようにしてまで自分を連れ出し、なにをするのかと思えば、寝そべって大声を出している。これはなんなのだろうか。一体この行為に、どんな意味があるのだろうか。

「だけど俺……ガンコなやつ、結構好きだぜ……」

　総長は優しげな声で続ける。笑顔で親指をピンと立てると、寝転がっている智に向かって突き出したのだ。その時、智は気がついた。

　ケンカ……そして川原……もしかして……。

「俺、堀田ほつた健けん一いち。みんなからは総長って呼ばれてる。よろしくな」

　……友情だ。

　総長は意思の固い智を気に入り、彼のことを受け入れたのである。それにしても、友達になるためにわざわざ川原まで連れていき、寝そべらないといけないとは面倒な男だ。

　たぶん、昔に読んだ少年漫画の影響であろう。総長の頭の中では、友情イコール殴なぐりあった後に川原で熱く語るというのが王道なのだ。むしろ、それをしないと親友になれないとさえ思っている節がある。

「……お前こそ、変なやつだな」

　智ともは思わず笑ってしまった。総長は待っていましたとばかりに、笑顔でそれに答えた。

「なに言ってんだ。お前こそ変だべ……あっはっはっは」

　大声で、しかも爽さわやかに笑う総長。智は、たぶんこれに付き合えば彼は満足なのだろうと考え、同じように笑った。

「あっはっはっはっは。俺おれ、藤ふじ本もと智。よろしくな」

　そして二人は熱い友情で結ばれた。

　まったく、ネジの飛んだ話である。しかし、川原での事件をキッカケに、二人は本当に親友になってしまったのだからわからない。この事件があったからこそ、智は彼のことを唯一「総長」ではなく「堀田ほつた」と呼び捨てにできるのである。

　この話には後日談がある。智がそれほどまでに頑張って守り抜いたリングであったが、校則により外さなくてはならなくなってしまった。もちろん彼はそれを拒こばんだが、ふとこんなふうに考えた。

　退学にでもなって東京に帰ってしまっては野性的な男にはなれない。ということは、みのりに嫌われてしまう。嫌われるぐらいだったら、リング外します。

　こうして彼は泣く泣くリングを外し、大事な物入れ（クッキーの缶）に保存しているのであった。

「はい、終わりました」

　物思いにふけっていた智に毒どくガスが呟つぶやいた。どうやらカメラのメンテナンスが終わったようである。毒ガスはカメラをケースにしまい、部屋の中にある棚からハサミを取り出した。

「お前ぐらいしかいないんだよな、手先が器用なやつ。他ほかのやつって、適当すぎんだもんよ。バッチグーとか天てん神じんになんか切らせたくもねえし。一いち番ばん星ぼしは勝手に雑誌の最新流行カットとか試そうとするし」

「確かにそうですね。んふ」

　部屋を出る時、一瞬だけ男子生徒の影が廊下を横切った。毒ガスは目ざとくそれを見つけ、智に告げ口をするように言った。

「あ、小林こばやしくんですよ。ほら、あそこ」

　そう彼に言われたが、智ともはまったく興味のない素振りで外へ出る。

「あっそ」

「藤ふじ本もと先輩、小林こばやしくんのこと興味ないんですか？　夜中に一人でお風ふ呂ろ入ったり、結構謎なぞな人なんですよ。んふふふ。顔もきれいだしね」

「うるせえな、興味ねえって言ってんだろ」

「は、はひぃっ！」

　男子寮の裏手は、すぐに雑木林のようになっている。妙に高い湿度のせいで、プレハブの外壁は腐ったような色になっていた。転校してきた頃ころは、この辺りから発する妙なにおいに耐えられなかったが、今となってはなんてことはない。

　彼はＴシャツを脱ぐと、そのまま地面に直接座った。

　毒どくガスは智の背後にまわると、ゴミ袋の底に穴をあけたものを頭からかぶせ、器用な手つきで髪の毛を切り始める。本来なら霧吹きかなにかで濡ぬらしてからの方がいいのだろうが、ここにそんなことを気にするような男子は一人もいない。

「いつもと同じでいいかな？　適当に、って感じで」

「ああ、いいよ。どうせ男しかいないんだから、気取ってもしょうがないしな」

　毒ガスは小声でなにかをブツブツと繰り返しながら、シャキシャキとハサミを動かした。あっという間にカットは始まり、二人の周囲は髪の毛だらけになる。

「藤本先輩って、髪の毛切る時だけ僕を呼ぶよね」

「そういやそうだな。だってお前、無口だし面白くねえし。あんま用ないからな」

「んふふふ、その通り」

　なぜか毒ガスは嬉うれしそうに笑い、カットを続けた。

「さっきの小林くんね。夜中にお風呂入るんですよ。丑うし三みつ時どきってやつですかねぇ」

「またその話かよ。もういいよ」

「ふみゅぅ。残念。はい、終わりっ」

　頭を手で触ると、適度に髪の毛が短くなっているのがわかる。智はポケットから千円札を取り出し、毒ガスに渡した。

「はい、おだちん。購買部でなんか買ってくれや」

「わーい、ありがとうございます。貯金」

　毒ガスは受け取ったお金をポケットに入れると、シャツについた毛を手で払った。

　その日一日、彼は背中をチクチクと刺激する髪の毛に苛いら立だつことになる。カットした髪が、シャツの中に入り込んだ。夜になり、押入れの中に敷かれた布ふ団とんの中に寝転がっている時も、そのことが気になってしかたなかった。

　そんな中、乱暴に寮の引き戸が開き、総長が転がるように部屋へと入ってきた。

「大変だべや！　智、事件だべ！！」

「どうしたんだよ、うるせえな」

「女だ！　女がくる！」

　総長は興奮した様子で繰り返した。

　男子校の鐘かねノの音ねに、女子がやってくる。

　それは学生会長である彼と、学生会の一部の生徒しか知らされていないトップシークレットであった。彼の話によると、今まで全寮制の男子校を続けてきた鐘かねノの音ね学がく園えんであったが、入学者の激減を理由に共学校へと体制を一新するらしい。

　そのためにまず、少数の女子生徒を一ヶ月間だけ試験的に編入させるという。

「メ、メスが……メスがくんべや……はぁはぁ、たまんねえなぁ……」

　総長は鼻息を荒くしているが、智ともはまったく無関心のまま背中を掻かいている。

「あっそ。面倒だな、色々とさ」

「おめ！　なに気取ってんだべ！　男ばっかのここに、女がくんだぞ！」

「お前、硬派じゃなかったのかよ？」

「硬派だけんどもよ！　女はやっぱ、こう、なんちゅうか、いいべや？」

「ふーん。まあ、頑張ってね」

　智は、女子が試験編入してくるというニュースにまったく興味を示さなかった。そう、彼には愛する女性がいるのだ。だから、今さら誰だれが編入してこようと関係ない。

「あれか？　みのりちゃんがいるから関係ねえってか？」

「そうだ。俺おれにはみのりがいる」

「だけどよ、いつまでもそれじゃいけねえべや？」

　総長は少しだけ真面目まじめな調子で言った。

「妹と付き合えるわけでもねんだし、どうこうなるわけもねえし。早く彼女でも作って、みのりちゃんから離れろや。あ？」

「……うるせえ」

　智は総長に背中を向けると、壁に向かってわざとらしい寝息を立て始めた。

　妹ばっかりじゃなくて、他ほかの女の子に興味を……か。

　実のところ、彼だってそんなことはわかっているのだ。いつまでも妹をかわいがってばかりではいけないことを。しかし、小さい頃ころから一緒に育ってきた彼女には、普通ではない愛情を感じている。そんなみのりから離れることなどできるのだろうか。

「いいんだよ、俺はみのりが好きなんだから……」

　彼は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。頭の中では、もう一年以上会っていない最愛の妹がぎこちない笑顔を作っていた。



　鐘ノ音学園は俄にわかに慌あわただしくなり始めた。

　生徒数が減ったために封鎖されていた寮の修繕工事が始まり、一部の男子トイレが使用禁止になった。教師は全生徒に校舎の大掃除を命令し、女子を迎え入れるための準備を始める。

　事情を知らされていない一般生徒たちは、なぜ六月に大掃除をさせられるのかと不満を漏らしていた。事情を知る者たちの緊張感は高まり、知らぬ者たちの不満が爆発しそうになる頃ころ……。

　ついに、鐘かねノの音ね学がく園えんに女子生徒が編入してくる日がやってきた。

　昼過ぎには大型バスが校庭に乗り付けられ、その中から女子生徒が隠れるようにして体育館へと移動する。

　修繕工事をした寮は瑞みず穂ほ寮と名づけられ、女子専用の寮として蘇よみがえった。

　封鎖されていたトイレには「女子トイレ」と書かれた紙が貼はられ、男子はそれを見て大声を上げて驚いた。智は退屈そうにその様子を眺めていたが、その騒動に鐘かねノの音ねの生徒たちは狂喜乱舞する。

　モノクロだった世界がフルカラーになったと言うと、陳腐な表現だと思うかも知れない。しかし、実際の風景はまさにそのようだったと、当時の学生会長は語る。

「いや、マジやばいっすよ。だって、女っすよ、女。髪とか長いの。あいつらが、廊下を普通に歩いてんすよ。スカートとかはいてるし。風とか吹いたらどうすんのよ、って感じっすよね？　あとほら、声、高いの。知らなかったっすよ、男子に比べて女子の声？　あれ、バリ高っすよ。ほんとに。てか、木造校舎の廊下を女がキャーキャー言いながら歩いてんすよ。マジで。女流しソーメンて感じ。え？　水？　流れてねえよ、ブッ殺すぞ。なんで廊下に水が流れてんだよ！　あ!?　いやでもマジで、女がいっぱい並んだりして。女遊園地の、女コースターって感じで。あ？　シートベルト？　ねえよ！　学校だろがよ！　ナメんな！　で、その中に、俺おれのマブで。あ、マブダチって意味なんすけどぉ、智ってのがいて、そいつが、妹の姿を発見したんすよ。マジで。あれヤバかったわー。ほんと、ギリだわ。」

　智は昇降口で靴くつを履き替えながら、中庭で話し込んでいる女子を眺めていた。彼女らは一様に集団を作り、単独行動をしないように心がけているようだ。

　彼女たちは、本能的に鐘ノ音の男子がヤバいということに勘付いているのだろう。怯おびえたような表情で周囲を観察している。

　編入生は一年と二年の女子だけだった。三年生は就職やら進学の問題で、今回は見送りになったらしい。智は、自分の妹も彼女たちと同じような年齢なんだなと考えていた。

　中庭の女の子たちは、今回の編入のために用意された女子用の制服を着ていた。白いシャツに、緑のスカート。袖そでの部分には、男子と同じ校章のワッペンが貼はられている。

　きっとみのりが着たら似合うだろうな。そうそう、あの子たちの中で言うと、真ん中にいる女子に似ているだろうか。限りなく金髪に近い明るい茶髪で、子供のようにほっそりとした体をしている。大きな目をパチパチと動かしながら、自分に向かって呼びかけるのだ。

「お兄ちゃん！」

　そうそう、そんな感じの声だ。どこか甘えたようで、だけど芯しんの通った……。

「お兄ちゃんてば！」

「……みのり？」

　最初はなにかの間違いかと思った。次に、暑さで頭がやられてしまったのかと考えた。最後に、大掛かりなドッキリカメラとか、そんなんかとも思った。

　しかし、何度目をこすってみても、何度赤ヘル探してみても、それは現実以外のなにものでもなかった。

「みのり！　なんでここにいんだよ！」

「やっぱり！」

　智ともの声に弾はじけるように反応した小さな女の子は、友達に「ちょっとゴメン」と一言告げると、全力疾走で彼の場所までやってきた。

　智と同じ、色素の薄い髪の毛。その髪の毛は天然パーマにより軽くウエーブがかかっている。細い手足はまるで人形のようで、これガチャガチャで売ってるフィギュアだったら、すぐ手足とか外れますよ、というぐらいに華きや奢しやな体をしている。

　みのりは胸いっぱいに不満を溜ため込んだような顔で、智の手を強く引いた。

「お兄ちゃん、なにこれ？　手紙と全然違うじゃない！　もう、こんなことなら来るんじゃなかった！」

　いきなり兄を怒鳴りつける妹。しかし、智は一向に驚く様子はない。どうやらいつものことらしい。むしろ、久しぶりのこの力関係を存分に味わっているようにさえ思える。ちょっとＭ気質である（Ｓ＝責める方、Ｍ＝守る方）。

「ご、ごめんよ？　でも、どうしてここに？」

「お父さんとお母さんが、行きなさいって言ったのよ」

「なんで？　なんで？」

「高校に入ってから、あたし結構色々な男子に告白されちゃって」

　その言葉を聞いた瞬間、智は卒倒しそうになった。確かに中学二年生の時に見た彼女よりも、ずっとかわいくなっている。これなら男子に告白されても不思議ではない。

「こ、告白ってあれか！　好きですとか、付き合ってくださいとか、ファーストキスは海の見える公園でとか、そういうやつか！」

「そう。海の見える公園でとか、そういうやつ。そしたら妙に心配しちゃってさ。ほら、受験が終わって気が抜けてるから不安だとか言い出して。そんなことないのにさ。そんな時に、鐘かねノの音ねの編入の話を聞いたみたいで。お兄ちゃんの手紙を見る限りでは、鐘ノ音はいいところだし、変な男子はいないし、先生も優秀だし、だから行きなさいって。なにしろお兄ちゃんがいるから、守ってくれるから安心でしょ、ってさ」

　智ともは後悔した。心配させまいとついた嘘うそが、裏目に出てしまったのだ。

「あたし、帰るからね。こんなところ、いられない」

　みのりは頬ほおを膨らまし、腕を胸の前で組んだ。

「そうだ、帰れ。今すぐ帰れ。あああ！　でも帰ったら、色々な男からの告白が待ってるのか！　海の見える公園が待ってるのか！」

　頭を抱えて苦悩する智。都会に帰したとしても鐘ノ音に残しても、危ないことには変わりはない。だったら自分も一緒にここをやめるか。そして、東京で男を追い払えばいいのか。そうか、一番妥当な線はそれなのであろうか。

　奥歯を噛かみ締しめながら悩む彼に、みのりは冷たい視線を投げかける。

「お兄ちゃんが本当のこと書いてくれれば、こんなとこなんて来なかったのになぁ……」

　痛いところを突かれ、智はウググと呻うめいた。

「それに、変な髪形しちゃってさ……。なにその頭。おかしいよ？」

　毒どくガスに適当に切ってもらった髪を否定され、智はさらにダメージを受ける。みのりがくると知っていれば、バスに乗って山を降り、町の美容室まで行ったというのに。



    

  
    
      



    

  
    
      「で、どう責任取ってくれるの？　こんな変な学校にあたしを放り込んだの、お兄ちゃんのせいなんだかんね！」

　ビシッと人差し指を突きつけられ、智ともは身動きすら取れなくなってしまった。確かにそうだ、自分のせいでみのりの身に危険が……。嫌な汗が一筋、背中を伝うのがわかった。

「俺おれが責任を取るっしょー！」

　その時、花か壇だんの中から造花のチューリップをくわえた人影が飛び出してきた。

「な、なにっ!?」

　みのりは驚き、智に抱きついた。あ、幸せ、と智は思ったが、そんなことを考えている場合ではない。狼おおかみそのいちの登場だ。

「あ、俺は伊いじ集ゆう院いん忠ただ知とも。みんなからはバッチグーって呼ばれてるっしょ。え？　惚ほれた？　じゃあちょっと、海の見える公園でもいく？　んふ。んふふふ」

　バッチグーは鼻息を荒くしてそう言った。黒いタンクトップには白抜きでエックスというロゴが描かれている。中途半端な長髪に、黒ブチのメガネ。そして、子供だったら「将来はお相撲すもうさんになるの？」といわれそうな体格。あれって、子供心に傷つくから、大人のみなさんは止やめて欲しいと思います。

「きゃー！　森の動物が出てきたー！」

　みのりは智の後ろに回りこむようにして身を隠す。

　人間としての防衛本能が働いたのだ。

「藤ふじ本もと先輩！　いや、お兄さん！　今日からはそう呼ばせてもらうっしょ！」

「うるせえ！　てめぇ、どっか消えろ！」

　智は足をブンブカと振り回し、バッチグーを威い嚇かくする。しかし、彼はそんなことなど気にせず、すり足で二人へと近づいた。

「やだなぁお兄さん、こんなかわいらしい妹さんがいたのを秘密にしてるなんて……。みのりさんは僕が幸せにします。だから、ほら、これ」

　妙にこんもりとした股こ間かんを突き出しながら、さらに近づいてくるバッチグー。智はみのりの手を引き、ダッシュでその場から逃げ出す。

「ああ、待ってくださいお兄さまぁ～」

　バッチグーも必死で追いかけるが、日ごろの運動不足がたたってか、すぐに息を切らせてしまった。二人は彼の姿が見えなくなったのを確認してから、その場に立ち止まる。

「はぁはぁ……すまん、みのり」

「うう……すまんじゃないでしょ。なにあれ。天然記念物じゃなかったら殺してるよ」

「いや、天然記念物じゃねんだけどさ……」

「あんなに珍しいのに!?　もしかして人間？　あれ」

「大きく括くくると人間だ。でも、細かく分けるとそうじゃないかも知れない……って、おああああ!?」

　不意に地面が大きく揺れた。最初は地震かと思ったが、そうではない。それはドスンドスンという巨大な音と共に激しくなる。

「な、なに!?　お兄ちゃん!?　恐竜!?　映画で見たことあるよ！」

　智ともはそれがなにかわかっていた。狼おおかみそのに、である。

「おいどん……みのりちゃん色に染めて欲しいでごわす者でごわすけど、受付はどこでごわすか？」

「ねえ。そんな受付は存在しねえ」

　どこからか響いてくる声に、智はキッパリと答える。みのりは相変わらず彼の後ろで、小さく体を震わせていた。大きな足音が止やむと、今度はガサガサと葉の揺れる音がする。まるで怪奇現象のようだ。

「おいどん、気は優しくて力持ちでごわすよ？　だから……だから……」

　そして空気がねじれるように揺れた。異世界から何者かが飛び出してきたように感じられた。ちなみに異世界とは、異常な九州男児の世界であることは説明するまでもない。

　視界が一瞬で薄暗くなる。音もなく夜が訪れた。

「上かっ！」

　智は咄とつ嗟さにみのりを抱きしめ、その場から飛びのいた。すると、さっきまで二人がいた場所に、クマのような生き物が降ってきた。どうやら、どこかの木の上から飛び掛ってきたようだ。

「おいどん……天てん神じん泰たい三ぞうでごわす……。趣味は賞金つきのクロスワードパズル……」

　聞いてもいないプロフィールを呟つぶやきながら、クマは起き上がった。

「お兄ちゃん。万が一のことなんだけど。もしかして、あれも……人間？」

「……おそらく」

　クマだと思われた生物は、バッチグーと同じ二年生の天神泰三だった。二メートルはあろうかという巨体を揺らしながら、フラフラと歩いてくる。

「九州では、力尽ちからずくでオナゴを抱いても合法でごわす」

「嘘うそつけっ！　どこの九州だ！　そんなアグレッシブな九州は日本にねえぞ！」

　智は怯おびえているみのりを、強く抱きしめた。

「お兄ちゃん、怖いよ、あの人（？）怖いよ」

「大丈夫だ、いいか、見てろよ……」

　ジリジリと近づいてくる天神に、智は大声で叫さけんだ。

「あ！　アメリカのセクシー女優が半裸で空飛んでる！」

「ええええっ!?　本当でごわすか！　どこでごわす！　どこでごわす！」

　天神は後ろを振り返り、必死で空を見上げた。なんの疑いを持つこともなく、真まっ直すぐに騙だまされている。

「今だ、逃げるぞ！」

　またしてもみのりの手を引き、智ともはその場から逃げ出した。こんな幼稚な手段が通用するとは、恐ろしき頭脳の持ち主である。もちろん、悪い意味で。

　しばらく走り、森の奥へと逃げ込む二人。

　ここまでくれば安全だと、智はみのりの手を離した。

「な、なんなのここ。ビックリテーマパーク？」

「いや……そうじゃないんだけど」

　しかし、二人に安息の地はなかった。

「デュ・ダ・シャ・モアレ……美しい人よ」

　今度は背後から、ねっとりとした声が響いてきたのだ。

「エローム・ペペロム・ジュプレ……僕の方を見てごらん」

　自分で考えたオリジナルのフランス語を口にしながら、長髪の男子が森の奥からゆっくりと歩いてくる。

「お兄ちゃん。あの人、適当なフランス語でなんか言ってるよ……。病気？」

　バラの花を指先でつまみ、うっとりとした顔でみのりを見つめる男。バッチグー、天てん神じんと並んで鐘かねノの音ねの厄やつ介かいな人物、一いち番ばん星ぼしだ。

　女の子のように長く伸ばした茶色の髪には、軽くウエーブがかかっている。本人は二枚目を気取っているが、他人から見ればいやらしい三枚目の男にしか見えない。

「トムーン・モンペン・アレミナール……口づけを交わそう」

　愛の言葉が囁ささやきたいのか、それとも自分に酔っていたいだけなのか。

　陶酔した視線を泳がせながら、一番星はみのりを見つめた。

「月の浮かばない夜はない。なぜかって？　それは、君の存在しない僕がいないのと同じこと。密接に絡み合ったふたつのマテリアルは、同じ軌道上を回りながら愛を深めあっていくロジック……。えーと……で、なんだっけ」

　彼はそう言いながら後ろを振り向くと、恋愛必勝マニュアル２００１と書かれた本を確認しだした。微妙に古い本を参照しているところが、非常にダメな感じである。

「みのり、あいつアホだから、逃げるぞ」

「う、うん」

　二人がこっそりとその場を離れているのにも気づかず、赤ペンでラインの引いてある箇所、『年下の女性を大人の魅力で口説く方法』を読み返す。

「えーと。フランス語で口説いて、んで、後はワインとキッスだな。よしよし……さあ、みのりさん！　僕と一緒に！」

　両手を広げて愛を表現しながら振り返るが、既すでにそこには二人の姿はない。

　一いち番ばん星ぼしは少しの間、呆気あつけに取られていたが、やれやれとため息をついて呟つぶやいた。

「恥ずかしがることないのになぁ……」

　いや、違うから。

　しばらく走ると、森の奥から水の流れる音が聞こえてきた。智はみのりの手を引きながら、音の方へと進む。すると、今まで二人を覆おおっていた木々がなくなり、視界が一気に開けた。そこは総長と智ともの（嫌な）思い出の場所である、小川だった。

「川……流れてるんだ」

　みのりは川に近づくと、手で水をすくってひとくち飲んだ。冷たくて新鮮な水分が、小さな体の中を砂時計のように落ちていく。

「おいしい……」

　振り返り、笑顔で智に呼びかける。

「お兄ちゃん、すごくおいしい。お兄ちゃんも飲んでみれば？」

「俺おれは普段から飲んでるから。ここ、井戸水だからね。水道から飲んでもうまいんだよ。もちろん、この川の水だってね。手紙にも書いただろ？」

「それは本当だったんだね」

　意地悪そうにみのりが笑った。智は、苦笑いをしながら川へ近づく。

「みのりぃ、やっと笑ってくれたなぁ。ここに来てから怒ってばっかりだったから」

「そりゃそうだよ、怒るよ。だって嘘うそばっかりじゃん。でも、お水のことは本当だったから、許してあげる」

　智は小さく頭を下げた。少し機嫌を直してくれたみたいだ。

　しかし、問題は解決していない。早くここから彼女を帰さなくてはならない。

「このお水が飲めなくなるのは残念だけど、あたし帰るからね。だって、怖い人ばっかりなんだもん」

「そうした方がいいよ。ここの連中は、あんなんばっかりだから」

　カサッ、と二人の後ろで音がした。また妙な男子生徒かと、みのりは表情を硬くする。しかし、木の陰から現れたのは、今までの男子とは違う、優しそうな顔をした人物だった。

「あ、こんにちは」

　そこにいたのは見慣れない男子生徒だった。智は、どこかで彼を見たような気がした。

「もしかして、お前、小林こばやしか？」

　彼は名前を呼ばれて驚いたが、すぐに表情を戻すと、そのまま二人に近づいてきた。

「はい。二年の小林樹いつきです。あの、あなたは？」

「俺は藤ふじ本もと智。ちょっとね、この辺りで狼おおかみと追いかけっこを……」

「狼？　ああ、あいつらですか。女子が来たって、大騒ぎしてますからね」

　そう言って小林樹はみのりの方を見て笑った。

　少女漫画だったら、彼の瞳ひとみからキラキラと星が飛び出ているような状況だ。

「お前は一緒に騒がないのか？」

「俺おれは……女子には興味ないですから。つうか、やたら声かけられちゃって、面倒なんで逃げてきたんですよ」

　樹いつきは川辺に座ると、森の奥から吹いてくる涼しげな風に髪をなびかせた。智ともは、一緒にみのりがいたことを思い出し、彼のことを紹介しようと思う。

「こいつ、俺の後輩で二年の小林こばやし樹だってさ。みのりは一年だから、一応先輩だな」

「一応ってなんですか。ちゃんと先輩ですよ。よろしくね、みのりちゃん」

　樹は二人の方を見ずに、空に向かって苦笑した。

「小林先輩……」

　みのりは、ポツリと小さく呟つぶやいた。その響きに、智は嫌なニュアンスを感じ取る。ゆっくりと振り返ると、彼女は両手を胸の前で組み、瞳を乙おと女めチックにウルウルと潤うるませていた。なんなら背中にバラとかユリの花を背負わせてもいいぐらいだ。

「……もしかしてみのり……お前……」

　智の声をまったく無視し、みのりは樹を見つめ続けている。桃色熱視線ＤＡＺＥ。

「か……かっこいい……」

　やっぱり。智の嫌な予感は的中した。

　みのりは智のシャツを引っ張り、樹から少し離れた場所に行くと、熱っぽい声で囁ささやく。

「お兄ちゃん、あの先輩、超かっこいい」

「超とか言うな。乱れた日本語使うな」

「あたし、帰らないから」

「えええっ!?」

　智の悲鳴に、樹は二人の方を向く。

「どうかしたんすか？」

「いえいえ、どうもしないんすよ」

　そう答えると、智はみのりを引っ張って、さらに離れた場所へと移動する。

「なんで帰らないの！　ダメでしょ、帰らないと！」

「だって、あの人かっこいいんだもん！　あぅ、一ひと目め惚ぼれかも知れない」

「ひっひっ、一目惚れ!?　なんだよそれ、俺のことは!?」

「俺のことって？　お兄ちゃんはお兄ちゃんじゃない」

　そ、そりゃそうだけど……。智は弱々しく呟つぶやく。

「お兄ちゃん、あの先輩と仲良くなりたいです、あたし」

「ダメだ」

　智は今までにないぐらいキッパリと答えた。

「お前はまだ子供だ。恋愛禁止」

「なんで！　あたし、もう大人だもん！　禁止じゃないもん！」

「いいや禁止だ。禁止です。ふざけんな。お前は俺おれのもんだ」

「なによそれ！　あたしはお兄ちゃんのもんじゃないです」

　智ともは唇を噛かんだ。

　しまった……まさかこんな展開になるとは……。

「お兄ちゃん、お願い。一生のお願い。あの先輩と、上う手まくいくようにして？　ねっ？」

　みのりはわざとらしく首を傾かしげ、ウインクをした。智は、まんまとその動きにハートをつかまれてしまい、ううっとうろたえる。

「でもな、その、お兄ちゃん的にはだな、お前が一人前になるまでは恋愛などというものはだな」

「わかった、わかりました。じゃあ、先輩とあたしが仲良しさんになれたら、お兄ちゃんのほっぺにチューしてあげる」

「やる」

　智は即答した。果たしてそれは自分にとってプラスなのかマイナスなのかという葛かつ藤とうは頭の中にあった。しかし、チューという言葉に、思わず即答してしまったのだ。

「ま、任せておけ！　お兄ちゃん、お前と樹いつきが上う手まくいくようにセッティングして、チューしてもらう」

「やった！　さすがお兄ちゃん！　大好き！」

　いや、上手くいくようにしたらダメだろ！　理性ではそうわかっている。しかし、智の本能がチューを強く欲しているのだ。

「じゃあお兄ちゃん、後はよろしくね！」

　みのりはそう言うと、寮の方へと走っていった。智はいつの間にか寝転がっている樹の元へといくと、大きくため息をついた。

「どうしたんですか。かわいい妹さんじゃないですか？　それとも、妹ってのは嘘うそで、本当は彼女かなにかですか？」

　樹はからかい半分で言った。しかし、智は真顔で怒鳴る。

「恋人じゃねえよちくしょう！　でもチューはしてえよ、この野郎！」

　わけのわからない罵ば倒とうに、樹は怯おびえたが、なんとなく面倒くさそうなので反論はしないことにした。

「はぁ……大変なことになっちまったぁ……」

　智はフラフラと川へ向かうと、そのままザバーンと飛び込んだ。

「うわあああああ！　先輩が川に！！」

　彼は川の底で、これからどうすればいいのだろうかと苦悩に溺おぼれていた。



    

  
    
      


後ろ姿の素敵な僕たち





　女子生徒が編入してきた翌日。ベッド代わりにしている押入れの中で総長が目を覚ますと、智ともは既すでに起きているようだった。

　あるいは昨晩から同じ姿勢のままでいるところを見ると、一睡もできなかったようでもある。

　彼は机に顔を伏せ、生まれたての仔こ馬うまのようにプルプルと震えていた。その様子を見ながら、総長はぬるくなったコーラを一口飲み、おはようのゲフーをする。

「おはゲフー。オゲオゲ」

　それを聞いた途端、貝のように黙っていた智が大声で叫さけんだ。

「堀田ほつた、うるせえ！　もう飲むな！　炭酸禁止！」

　ビシッとした姿勢で総長を指差すが、彼はまったく懲こりた様子もなくコーラをチビリチビリと飲み続ける。

「あんだべ。昨日からゴキゲンナナメだなゲフー。でもよう、俺おれも見たけどよぉ、あれがみのりちゃんねぇ。確かにカワイイべやゲフー」

「うるせえ！　俺おれのみのりを見るな！　一緒の空気を吸うな！　ああぅ、みのり！　どうして鐘かねノの音ねになんか!!」

　智は両手で髪の毛をかきむしり、ガッコンガッコンと机に頭突きを繰り返した。その姿はものすごく凶暴な水飲み人形のようにも見える。下級生から、藤ふじ本もと先輩って、金髪のちょっと不良っぽくて怖い人ですよねー、と言われている人物とは到底思えない。

　周囲が抱いているイメージよりも、ずっとヘナチョコな感じである。

　さらに総長は、放っておけばいいものを彼の傷口をえぐるような発言を繰り返した。

「しかもあれだべ？　樹にラブっちまったんだべ？」

　ビクンと電気ショックを受けたように体を震わせると、今度は泣きそうな顔になる。事実とは言え、彼にとっては信じたくもない悪夢のようなできごとなのだ。

「言うな！　言ってくれるな！　それ以上は言ってくれるなぁ……」

　智は力なく机からずり落ち、湿った畳の上に倒れこんだ。長距離ランナーがゴールする時だって、もう少しは元気だろう。苦しそうに体をよじらせ、ジタバタと手足を動かしている。

「でもよ、みのりちゃんと約束したんだべ？　樹いつきと仲良くさせるってよ」

「した。でもさせたくない。仲良くなんてさせたくない」

「そもそもお前、樹と仲良かったか？」

「いや、全然知らねえ。ああ、どこの馬の骨ともわからない奴やつに、俺の大事なみのりを取られるなんて……。ちくしょう、なんであんな他人に……」

　智ともは悔しそうに畳に爪つめを立ると、ギリギリと引っかいた。

　さらにゴミ箱から丸まったティッシュを取り出すと、躊ちゆう躇ちよなくモグモグと口に頬ほお張ばった。だいぶ混乱なされてるようです。

　見ていて気の毒になったのか、総長は彼なりのフォローを入れることにする。

「樹いつきのやつ、いっつも一人だから、捉とらえどころのない感じするべな。いまいち掴つかみきれねんだよなぁ。ま、そんなに悪いやつじゃねえと思うから、大丈夫だと思うけどよ」

「……ふ。ふふふふふ」

　智は畳に顔を埋めたまま、不気味に笑い出した。総長は彼が気の毒な感じになってしまったのかと、ほんの少し顔を曇らせる。

「そうだよ、そうじゃねえか。あいつのこと俺おれは知らない。もしかしたら、悪いやつかもしれないじゃねえかなぁ。いっひっひっひ」

　彼の不気味な笑いに怯おびえ、総長は座っている場所を移動して距離を取る。

「そうだよ堀田ほつた。樹はもしかしたらスゲエ嫌なやつかも知れないじゃねえか！」

　今度は勢いよく立ち上がると、大声で笑い出した。わっはっは。

「樹が悪いやつなら、兄として二人が仲良くなるのを止めることができるじゃねえか！　あっはっは、そうだよ、その手があったか！」

　総長は彼を心底気味悪がり、さらに距離を取った。既すでに壁際ギリギリである。

「なあ堀田。樹のことが知りたい。どうすればいい？」

　今まで畳を見つめていた智は、ブンッと勢いよく総長の方を向いた。

「ど、どうすればいいって言われてもなぁ。普通に仲良くすればいいんじゃねえか？」

「おかしいだろ！　今までそんな仲良くなかったのに、急にフランクフルトなんか持ってって、よぉ樹、これ食うか？　うまいぞ？　フランクフルトだからなぁ、あっはっは、なんて言ったらおかしいだろ！」

「別にフランクフルト持ってかなくてもよ……」

　智は甘い声を出しながら、壁際の総長ににじり寄った。

「ねーねー堀田くん。なんかいい手ない？　自然に樹のこと徹底的に、洗いざらい、隅から隅まで調べる方法ない？　極悪な過去を見極める方法なーい？」

「ねえよ、そんなもん！」

　しかし智は引き下がらない。さらに気味の悪い声を出しながら総長に近寄る。

「ねーってばぁー。樹の本性暴きたいんですけどー、ねぇーってばー。むしろ、捏ねつ造ぞうしてもいいんですけどー、あいつ陥おとしいれてもいいんですけどぉー」

　妹を想おもうあまり、わけのわからないことになっている智に総長は呆あきれてしまった。しかし、これでも一応親友である。殴なぐりあった後に川原で笑いあった仲だ。どうにか上う手まい手はないかと考えた。

「お、そうだべそうだべ。あのな、こういうのはどうだ？」

「なになになになになに？」

「近づきすぎだ」

　総長はキス寸前の距離にある智ともの顔を遠くへ押しやると、コホンと咳せき払ばらいをしてから話し始めた。

「女子と男子が仲良くなるために肝試し大会を企画してんだけどよ。お前と樹いつきが肝試しの実行委員になればいいんじゃねえか？　俺おれは総長だから、そのへんは独断と偏見で決められるべや」

「あ？　肝試しなんて興味ねえよ。それがなんだって言うんだよ」

　話を途中で中断しようとする智に、総長は落ち着けと手を差し出す。

「だからよぉ。実行委員になってな、打ち合わせと称してあいつの部屋に行ったりすればいいんだべ？　そうすれば無理なく近づけるじゃねえか。あ？」

　智は総長の手を握り締めると、ありがとう！　と大声で叫さけんだ。

「なるほど！　そいつは名案だ！　よ～し、樹の薄汚い過去を暴いてやるぞ……ひひひ」

　もはや犯罪者なみに目つきの悪くなった智を見ながら、兄妹きようだい愛も行き過ぎるとホラーだな、と総長は思うのであった。



　その日の放課後、二年男子寮。溜たまり場となっている祐介ゆうすけの部屋に、バッチグー、一いち番ばん星ぼし、天てん神じん、そして樹が招集された。

　智と総長もいるので、狭い和室の中は男の臭においで溢あふれている。運動部の部室の香りというか、剣道の小こ手ての香りというか、牛乳を拭ふいた後の雑ぞう巾きんの香りというか、ともかく、その手の香ばしさが部屋中に漂っていた。

　そんな混こん沌とんとした部屋の中心で総長は仁王立ちになり、鋭するどい視線を使って威圧しながらの演説を始めた。

「いいか、よく聞けや。鐘かねノの音ね学がく園えん学生会長として、俺から提案があんだべ」

　なにか不吉なことを言われるのではないかと、二年生の男子は落ち着かない様子で互いの顔を見合わせている。

　そんな中で、樹だけは興味なさげにアクビをひとつした。

　まったく、これから話があるというのに、あの態度はないだろう。智は彼を睨にらみつける。しかし、性別を超越した顔というのだろうか？　よく見ると男の智でも見とれてしまうほど整った顔をしていた。まつ毛が長く、透き通るように白い肌。それが不健康に見えないこともない。こんなナヨナヨした男に、大事な妹を渡せるわけがない。

　一人でムフムフと鼻息の荒い智を見て、樹は不思議そうな顔をした。

「男だらけの学校、鐘かねノの音ねに女子が試験編入してきたのはお前らも知っての通りだべ。そこで、だ！　女子と男子との交流を図はかるために、肝試し大会を開催したいと思うっ！」

　総長が言い終わると、バッチグーは目を見開き立ち上がった。

「肝試し!?　それってエロいっしょ！」

「エロくねえだろ！」

　二年の良心とも言える祐介ゆうすけがすぐに否定する。彼は率先してなにか悪いことをするタイプではないが、バッチグーや一いち番ばん星ぼし、ついでに天てん神じんにそそのかされてついついオイタをしてしまう性格なのである。そんな彼の正論に対して、一番星が言い放った。

「いや、エロいだろ」

　エロくない。決して肝試しそのものはエロいものではない。しかし彼らの頭の中では、全すべての事柄がエロティックなハプニングに結びついてしまうのである。

「いやーん、こわいー、真っ暗でごわすよぉ～」

　不意に天神が女言葉で話し出した。どうやら、肝試しに参加している女子を演じているらしい。ここにいる中で一番身長の大きな天神が、クネクネと身をよじるのだから見ていて不快この上ない。しかし、智ともも総長もいつものことだとあきらめているようだ。

「ハニー、怖いかい？　怖いかい？」

　天神の肩にバッチグーがそっと手を回す。どうやら、同じく肝試しに参加した男子のつもりであるらしい。彼の手が触れた瞬間、天神は顔を赤くして、小さく身をすくませた。女子の気持ちをシミュレートした細かい動きだが、そんな動きはいらん。

「あぅぅ、伊集院いじゆういんくん、天てん神じん子こ、暗いとこ苦手なのん」

　天神だから天神子。そのまんまなネーミングだ。バッチグーは力を入れて彼（彼女？）の肩を抱き寄せた。

「大丈夫っしょ。俺おれは暗いの好き。そして君のことはもっと好き」

「えっ……そ、そんな急に言われても……」

　クネンクネンと腰を振る天神に、智は吐き気を催もよおしていた。ふと樹いつきの方を見ると、彼はさっきと同じ調子でアクビをしている。よほど肝試しに興味がないらしい。

「そして彼の唇が、彼女の唇と重なるのであった……」

　気の利きいたナレーションを入れたのは、一番星だ。その言葉通りに、二人の唇が次第に近づいていく。

「やめろー！　気持ち悪りぃべや！　殺すぞ！」

　総長が飛び蹴げりで二人の間に割って入った。もし彼がいかなかったら、智が代わりにやっていただろう。

　二人は総長の蹴けりの直撃を受け壁に叩たたきつけられたが、唇はチューの形のまま尖とがっていた。よほど演技に気持ちが入り込んでいたのだろう。そんな役者魂いらん。

「ええいっ、気持ち悪いべや！　ええから俺おれの話を聞け！」

「ですが総長！　肝試しってことは真っ暗っしょ！」

　話を進めようとする総長に、バッチグーが無理やり食いついてくる。

「真っ暗な道で女子と二人、こ、これはバカンスの予感っしょ……」

　バカンスの意味をわかっているのだろうか。そう思いつつ、智ともは助け船を出す。

「まあ、ちょっとでも女子と仲良くなれればいいなってことだな。学生会の主導で肝試し大会。お前らも参加するだろ？」

　智の言葉を聞いて、バッチグーと天てん神じん、一いち番ばん星ぼしが我先にと彼に詰め寄る。

「するっしょするっしょ！　俺一番！　俺一番！」

「じゃあおいどんも一番でごわす！　おいどんも一番！」

「そんなら俺はマイナス一番！　うはは、早い！　早い！」

「うるせえ！　順番は後だんべや！」

　なぜか智の人差し指を握ろうと集まった三人を一いつ喝かつする総長。指を握れば一番というよくわからないルールが、瞬時に彼らの中に生まれたようだ。

「だがな、ここでひとつ注意だ。子供騙だましだと思ったら、痛い目を見るべ……」

　総長は不意にトーンを変えてつぶやく。その様子に、智も彼の方を注目した。

「ええか。鐘かねノの音ねには色々な恐怖伝説があるんだや。その中でも……ひとつ……恐ろしい伝説が……」

　さも恐ろしげに総長は言った。

　今まで盛り上がっていた男子は、不安そうに顔を見合わせる。

「今までお前らにも黙っていた話だが、よ～く聞くんだぞ？　あ？　これは俺が先輩から聞いた話だ」

　勿もつ体たいつけるように、途切れ途切れに話す総長。智は、こんなの打ち合わせになかったぞと視線を送る。

「ええから智、お前もよく聞いとけや。数年前の話だ。ある日、夜中に肝試しをしようってことになって、先輩のうちの一人が校舎の中を歩くことになったんだべや。暗い廊下を歩いていると、どうも様子がおかしい。先輩は教室の中を覗のぞいた……。するとそこには」

　部屋の中の全員が総長に注目する。さっきまでアクビを繰り返していた樹も、今度は彼の話に耳を傾けている。

「髪の……長い女が……いたんだ……」

　静まり返る部屋。風が窓枠を激しく揺らし、神経質そうにカタカタと音を立てた。

「先輩の話によると、その女を見た生徒は……あまりの恐怖でなにも話せなくなってしまうという……そんな……話だべ……」

　総長は自分を見つめている男子の顔を見回した。彼らは一様に口を開け、そんなことがあるのかと怯おびえているように見えた。

「ふふ……ビビんなや？」

　バッチグーの肩に手を置き、総長はそう言った。催眠術が解けたようにバッチグーはハッとし、興奮した様子で大声を上げた。

「羨うらやましいっしょおおお！」

　智ともと総長は彼がなにを言っているのかわからなかった。それは祐介ゆうすけと樹いつきも同じようだ。しかし一いち番ばん星ぼしと天てん神じんは、バッチグーの意見に賛成だとばかりに立ち上がる。

「そうでごわす、夜中にオナゴと二人きりだなんて、羨ましいでごわす！」

「絶対エロいことしてる！　間違いない！」

「俺おれも夜中の校舎でエロいことしたいっしょ！」

　それっきり三人はワイワイと盛り上がり、総長の話を聞かなくなってしまった。祐介はすまなそうに、先輩二人に頭を下げた。

「す、すみません。こいつら、ちょっとアレなんで……」

　智はうんうん、と頷うなずく。そうだよな、こいつらアレだもんな。初めから怖い話なんてしても無駄だったんだな……。

「とりあえず今までの話はわかってもらったと思うけどよ。んで、だ。本題ってのがあんだべ。それはよ、肝試しに向けて、肝試し大会実行委員を決めようって話だべや」

　総長は三バカを無視し、祐介と樹に向かって話す。

「はぁ、実行委員ですか……」

　祐介は面倒くさそうに答えた。もし自分が指名されても、総長の命令ならば逆らえないだろうなという、観念した感じである。

　しかし総長は、樹に真まっ直すぐ向かうと、とてもシンプルに言った。

「ってことで、樹。それと智。お前らだ。よろしく」

「なんで俺なんすか！」

　まさか自分に矛ほこ先さきが向かってくるとは思っていなかった樹は、あぐらの格好のままで飛び上がった。

「俺、肝試しなんて興味ないですよ！　そんなのやりたいやつがやればいいでしょ！」

「お前の参加は強制だ。わかったか？　あ？　実行委員もな。オゲ？」

「全然オッケーじゃないです。俺はやりません」

　樹は総長に背を向けると、不満そうに腕を組んだ。子供のような態度に、智は笑いそうになる。しかし総長は、容よう赦しやなく決定事項として話を続けた。

「ってことで、智と樹は綿密に連絡を取りつつ、肝試しの会場などを探してくださいっ。文句あるなら殺しますっ。えー、質問は？」

　樹は黙ったまま窓の外を睨にらんでいる。総長はその沈黙をＯＫだと勝手に解釈した。

「そんじゃ俺おれらは帰るかんよ、よろしくな」

　総長と智ともは、二年寮から出て行く。三バカが騒ぐ中、樹いつきはいつまでも不服そうに腕を組んだままだった。



「ちょっと強引だったんじゃねえか？」

　三年の寮に戻る途中、智は不安そうに総長に言った。しかし彼は、そんなことまったく気にしない様子でパイポをガリガリと歯で噛かんでいる。

「あ？　あんでだべ？　いつもと同じだべや。あんなもんあんなもん」

　確かに総長は、いつもあんな調子だったような気がする。問答無用、常に自分の言うことは絶対。恐ろしい男である。

「でもよ、鐘かねノの音ねにあんな噂うわさあるなんて知らなかったぜ」

　智は二年の寮で聞いた、総長の怪談話を思い出した。夜中の校舎、髪の長い女が出たというやつだ。

「あ？　あんなもん嘘うそに決まってんべや」

　総長はまったく悪びれる様子もなく言ってのけた。呆気あつけに取られる智に向かって、ゲヘヘと笑う。

「ただ肝試しするんじゃなくて、こういう時はちょっとした刺激をくわえるんだべや」

「ってことは、さっきのはまるで嘘か？」

「まるで嘘だべ。まったくの嘘。作り話。しかし、怖がると思ったら喜びやがって……あいつら、本当にわかんねえべ。相手が女なら、幽霊でもあんでもええんだな……」

　総長はそう言った後に、しばらく考え込んだ。そして、ハッとして智に向かう。

「でもよお！　考えてみれば確かにエロいべよ！　エロいべ、この話！」

　智は、こんな男に頼ってしまったことを後悔する。しかし、こんな男しか頼れる人物がいないのだ。まったく、なんて学校なのだろう。

　部屋に帰ると、みのりがチョコンと机の前に座っているのを見つけた。智は驚きで声さえ出なかったが、彼女はそれが当たり前のようにしている。

　なぜそこまで何食わぬ顔で、三年の男子寮に居座ることができるのであろうか。

　卒倒しそうになるのを耐えながら、智はみのりに優しく話しかける。

「ちょ、ちょっとみのりちゃん？　ここ男子寮なんだけど、なんでいるのかな？」

　みのりは不満そうに頬ほおを膨らませ、制服のスカートの中で足をバタバタと動かした。

「だってお兄ちゃん、小林こばやし先輩のことどうなったの？　報告なしじゃん」

　高圧的な視線で智を睨にらみつけると、今度は机の上にあった手紙を読み出す。

「えーみのりへ。まさかみのりが鐘ノ音にくるなんて思ってなかったので、俺おれはビックリしました」

「読まないで！　読まないで！」

　智ともは必死で手紙を取り返そうとするが、みのりは軽やかな身のこなしですり抜ける。

「いいじゃん、あたしに送ろうと思ってたんでしょ？　だったらどうせ見るんだしさ。えー、『みのりはカワイイから、身に危険がないか心配です……』か」

「そうだけどさ！　目の前で読まれると恥ずかしいじゃん！　わかってよ、男心！」

　総長は智を見ていて思った。……笑顔だ。完全な笑顔だ。

　あんなに嫌がりながらも、彼の顔は満面の笑みを浮かべているのである。こうして妹と触れ合えることが、楽しくて楽しくて仕方ないのだ。正直、不気味である。

「みのり、早く男子寮から出ていかないと、先生に見つかったら怒られるからさ！」

「大丈夫だよ、だって兄妹きようだいだよ？　心配すんなって！」

「あぅ、パンツ見えるから！　パンツ見えるから！」

　手紙を片手に飛び回っているみのりを追いながらも、智は総長を目で威い嚇かくしている。どうやら、パンツ見るなよ、ということらしい。

「えへへ。んじゃ、そろそろ帰るね。あんまりお兄ちゃんイジめてもかわいそうだし」

　しばらく跳はね回った後に、みのりは小さな舌を出してそう言った。智はハァハァと肩で息をしているが、相変わらず全力の笑顔である。

「はぁはぁ……わかってくれればいいんだけどさ……」



    

  
    
      



    

  
    
      「でも、小林こばやし先輩のことはちゃんとよろしくだからね。忘れないでね、お兄ちゃん？」

「うん、お兄ちゃんは忘れない……」

　みのりはスキップで引き戸まで近づくと、クルッと回って笑顔を作った。

「ちゃんと調べてくれたら、大好きって耳元で言ってあげるからね！」

　回転したことにより、彼女のスカートは大きく膨らみ、真っ白い下着が一瞬だけ見えた。みのりはそんなことなど気にせず部屋から出て行ってしまったが、智ともは鬼のような顔で総長を睨にらみつける。

「おい堀田ほつた。今の見たろ？　見たろ？」

「み、見てねえべや。言いがかりつけんなっつの。白いのなんて見てねえべ」

「いや、見た。一瞬顔がニヤッってなった。見逃してねえぞ」

「なにを見たって？」

　智と総長の顔が一瞬で曇る。その声が、引き戸の向こうから聞こえてきたからだ。

「ここは男子寮なんだよね。ダメだよね、女の子連れ込んじゃさ」

　ゆっくりと引き戸が開き、教師の草くさ薙なぎが入ってきた。

　青白い顔に、痩やせすぎの体。目の下には大きなクマができている。三年生の間では、彼はゾンビという呼び名で通っていた。

「藤ふじ本もと。かわいい妹が編入してきて嬉うれしいのはわかるけどさ、規則は守ってもらわねえと困るんだけど」

　智は唇を噛かみ、俯うつむいた。草薙は陰険なやり方で生徒を責めるのが得意だ。同じ教師でも轟とどろきは問答無用で暴力を振るう。轟の方がわかりやすいぶんだけ、まだマシである。

　二人とも同じくらい生徒に嫌われていることには違いないが。

「今度ここで見かけたら、みのりちゃんのこと叩たたいちゃうかもよ？」

　智の顔色が変わるのを総長は見逃さなかった。彼が振り上げた拳こぶしを、素早く掴つかむ。

「智、まあ落ち着けや。な？」

　黙ったまま草薙を睨みつける智。

「教師殴なぐったらどうなるかわかってるよね？　そんじゃね、お二人さん」

　草薙は引き戸を開けっ放しにして去って行った。智は行き場を失った拳を、壁に叩き付ける。薄い壁にヒビが入り、隣の部屋の同級生が悲鳴を上げた。



「亜あ理り紗さダヨー！　亜理紗ダヨー！」

　翌朝、食堂で二年生の女子が話しかけてきた。女子の編入生は一年と二年だけだから、三年生の智にとって女子生徒と触れ合う機会は皆無だ。校舎の廊下ですれ違う時以外は顔すら合わせもしない。

　こうして全生徒が集う朝食の時間も、女子は女子でかたまっているために、男子との接点はない。が、この女子は三年男子でかたまっているテーブル席に、遠慮なくズカズカと割り込んできたのだ。

「ちょっと悪でクールな藤ふじ本もと先輩って、どこにいますかー！　亜あ理り紗さ、きちゃったよ！」

　食堂の中の男子が、一斉に智ともの方を見る。あれか、それはお前のペットか、それなら放し飼いは止やめておけ。ワクチンは打ってんのか。そんな目だ。

　胸にトレイを抱きしめ、キョロキョロと智を探しているのは、春はる乃の亜理紗だった。彼女は分厚いレンズのメガネに三つ編みという、とても品の良い格好をしていたが、顔だけが著しく品性を失っていた。自分ではかわいいと思っているが、他人は十中八九そう思っていないパターンの、勘違いさんということが一目でわかる。

　そんな女子が、なぜ彼の名前を連呼しているのだろうか。

「あ、藤本は俺おれだけど……」

　智が立ち上がると、亜理紗は持っていたトレイで顔を隠し、上の方から目だけを出して笑顔を作った。

「きゃはっ！　やっと見つけたよ！　本当だ、噂うわさ通りジャン？」

「なに？　噂？」

「そうダヨ！　いいから、ちょっとこっちおいでヨ！」

　智は亜理紗に手を引かれ、二年の女子が座っているテーブルへと連れていかれた。

　このまま山奥に拉ら致ちされ、妙なことでもされるのではないかと思ったが、それは考え過ぎだったらしい。

「双ふた葉ばちゃーん、ほら、藤本先輩連れてきたよ！　アハ、途中で山にでも拉致っちゃおうかと思ってしまいました！」

　考え過ぎではなかったらしい。

「藤本？　ああ、カッコイイって噂の先輩ね」

　双葉と呼ばれた女子は、耳からヘッドフォンを取ると、面倒くさそうに答えた。制服を着き崩くずし、腕を胸の前で偉そうに組んでいる。先輩を前にしているというのに、ぶっきらぼうな態度である。

　もしこれが男子生徒だったら、教育がなってないと殴なぐっているところだ。

「うーん、他ほかの男子に比べたらマシなんじゃないの？　そこそこだけどさ」

　智のことを頭からつま先まで見た後に、彼女は不機嫌そうに言った。亜理紗はそれに反応して、スキップで双葉の元まで走る。

「ダメダメ双葉ちゃん！　藤本先輩は、亜理紗が先に目をつけたんダカンネ！　横取りしたら、泥棒猫扱いにしちゃうぞ？　にゃ～ん、わふわふ」

「わ、わかったわよ。別に興味ないから、そんなに。言っただけ、言っただけ」

　いきなり連れてこられた上に品評会まで始められてしまっては、智も黙っているわけにはいかない。

「で、なんなんだよ。なんか俺おれに用なのかよ」

　亜あ理り紗さは不機嫌そうな智ともとは裏腹に、フルスイングの笑顔で話し出した。

「あたしは、二年の春はる乃の亜あ理り紗さです！　趣味はガンプラ作り！」

「聞いてねえよ、そんなこと」

　冷たい視線で答えるが、彼女は手ごたえを感じたのか小さくガッツポーズを作る。

「よっしゃ！　掴つかみはバッチリ！」

「いや全然」

　呆あきれていると、同じテーブルに座っていた女子が口を開いた。ショートカットの彼女は、なにが嬉うれしいのか終始ニコニコとしている。

「あのね、クラスの女の子が、三年生にカッコイイ先輩がいるって噂うわさしてたの。でも、ちょっと怖そうだから近寄りがたいよねーって。だけど春はる乃のさんてば、勇気を出して声かけてきちゃおうかな～って」

「もぉ、千ち歳とせさん、やめてよー！　恥ずかピー！」

　亜理紗はそう言ってクネクネと身を捩よじらせる。のりピー語だ。平成のこの世の中で。

「わたしは千歳みどりです。よろしくお願いします」

　ショートカットの女子はそう言って頭を下げた。なにがよろしくなんだか全然わからないが、智も思わず頭を下げる。

「でね、藤本先輩。亜理紗ってば先輩とお付き合いしてあげてもいいヨ！　ほら、亜理紗ちゃんは人気者だから、早くしないと五年待ちとかになっちゃうゾ！　まるでデパ地下の美お味いしいチーズケーキのような人気商品っぷり！　アハ、試食してみっか？」

　浮かれた調子の亜理紗を見ていると、胸の中で妙な感覚が芽生えるのがわかった。トキメキ？　ドキドキ？　いや、ムカムカだ。智は真まっ直すぐに目を見つめて言い放つ。

「うるせえブス」

「ひぃいいぃいいぃい！」

「あ、ごめん。直球過ぎた？」

　亜理紗はどこからかハンケチを取り出すと、悔しそうにそれを噛かんだ。

「双葉ちゃん、コイツ殺しちゃおうよ！　礼儀、なってないよね！」

「さあ？」

　双葉に突き放された亜理紗は、今度はみどりの方にヨヨヨともたれかかる。

「千歳さんもそう思うでしょ？　亜理紗の悲しみわかってよう」

「だってねぇ……」

　みどりは苦笑いすると、パクパクと大口で朝食を食べだす。どうやら彼女に味方はいないようだ。

「なによ、みんな酷ひどいっ！　いいもんいいもん、亜あ理り紗さの本命は小林こばやしくんだもん！　あんたなんかね、キープくんなんだからね！　帰ってよ！」

　小林？　智はハッとして、席に座る。

「なあブス。今、小林くんて言ったか？　小林樹いつきか？　同じクラスなのか？」

「なんだよう、なんだよう、ブスとか言ってる人には秘密だもんに」

「ごめんごめん。えーと、かわいいかわいい亜理紗さん」

「になにな？　なんちて。なになに？」

　亜理紗は急に機嫌をよくすると、頬ほお杖づえをついて智に向き直った。あんまり近くで直視すると精神的ダメージを受けそうなので、彼は視線を少し逸そらす。

「亜理紗さんは、樹と同じクラスなんだよね？」

「うん、ソダヨ。やん、藤本っち、ヤキモチやいたらダメダカンネ！」

　やかねえよ、と彼は拳こぶしを握り締めたが、情報収集のためだと我慢する。

「樹について教えてくれよ。なんかさ、変な噂うわさとかない？」

　亜理紗は指で自分の頬ほおをプニプニと突きながら、智の言葉を繰り返す。

「変な噂？　とくにぃ……ないけどぉ……なんでかにゃ？」

「ないんならいいよブス。山に帰れ」

　態度を豹ひよう変へんさせた智に、亜理紗は大泣きをしながらみどりに寄りかかる。

「うにゃー！　しどい！　この人、性格がんじがらめ！」

「だって……ねぇ」

　またしてもみどりは苦笑するだけで、共感する気配はまるでない。千ち歳とせみどり、なかなかさばけた女子である。少しは友達をかばうことも必要だろう。

「あんたさ、なんでそんなこと聞くの？」

　意外にも口を挟んだのは双ふた葉ばだった。肩よりも長い髪の毛を手で払うと、真まっ直すぐに智を見つめる。気の強そうな瞳ひとみが、挑発的な光で揺れていた。

「同じ学校の男子同士じゃない。なんでわざわざそんなこと聞くの？」

「……ちょっと事情があんだよ」

　双葉からの視線を受け、智は少しうろたえて答えた。彼女はそれを見逃さなかったようだ。

「おかしいでしょ？　女子のこと聞くならまだわかるよ。でも、なんで男子のこと聞くのよ。答えなさいよ」

　遂にはイスから立ち上がってまで追及する双葉に、智は黙り込む。

「ちょっと朽くつ木きさん、やめなよ。困ってるじゃない、先輩ってば。ねぇ？」

　みどりが助け船を出すが、双葉はそれを手で制して質問を続けた。

「なんで？　ね、なんで？　おかしくない、それって」

　智ともはあきらめて、事情を少し話すことにする。もちろん妹が云々うんぬんということは内緒だ。

「あのな、お前だって元の学校にいた女子のこと全員知ってるわけじゃねえだろ？　それと同じだよ。同じ学校にいても、俺おれは樹いつきのことあんま知らないの」

「で、どうして今になって調べようとしてんの？　なんか事情あんじゃないの？」

「そ、それは……」

　このままでは話がややこしくなってしまう。智は話を切り上げ、元のテーブルに戻ろうとした。

「あ！　もしかして！」

　その時、みどりが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「惚ほれちゃったんだ！」

　みのりが樹に惚れてしまった。そんな事実をみどりはあっさりと見破るように言った。亜あ理り紗さは驚いた顔をして、彼女に聞き返す。

「なに？　惚れた？　ラブまったってこと？　誰だれが誰に？」

　みどりは口に出すのを少し躊ちゆう躇ちよしたが、覚悟を決めてゆっくりと言った。

「たぶん……藤ふじ本もと先輩が……小林こばやしくんに……惚れたんだよ！」

　双ふた葉ばと亜理紗の顔が一瞬で凍りついた。その横で、同じように智もナウ氷点下。

　まさか、そんな張り切った勘違いのしかたをされるなんて……。

「そっか、今までずっと彼のことを好きだったけど言えずにいた……。女子がきて、取られてしまうかもという危機感が、彼のことを知りたいって欲求になったんダネ」

　亜理紗は名探偵気取りでフンフンと推理をした。もちろんヒャクパー間違っている。

「あんた……ホモ？」

　双葉が汚いものを見るような目で彼を見た。

　智は、自分が樹と一緒に手をつないで歩いているところを想像した。

　全身に鳥肌が立ち、嫌な汗が出る……はずだったが、意外にもすんなりとその光景を受け入れている自分がいた。他ほかの男子で想像したら気持ち悪いだけだが、樹だったら大丈夫なんじゃないだろうか、そう考えてしまったのだ。

　しかし、自分にはみのりがいる。いなくても男となんてゴメンである。

　違う、そうじゃないんだ、智が否定しようとすると、またもやみどりが大声を出した。

「間違ってる！　それは間違ってるよ！」

　そうだ、俺はホモなんかじゃないんだ。いいぞ、みどりとかいう二年！

「愛には色々なかたちがあっていいのよ、例え男の子が男の子を好きでもいいの！　だから朽くつ木きさん、そんな言い方しないで！」

　違うぞ！　それも違うぞ！　智は否定したかったが、この話がどうすれば元に戻るのか予想もつかなかった。しかも双葉は双葉で、妙に納得した顔で頷うなずいている。

「そうね……。確かにそうだわ。あたし、ちょっと偏見を持ってたかも知れない。こんな山奥の学校だもんね。そりゃ、どんなことがあってもおかしくないわよね。ごめんね、先輩。ここってば退屈なとこだって思ってたのよね。でも、その話ってばなんか面白そうじゃん？　よし、あたし、あんたの恋、応援するわ」

　そしてグッと右手を差し出す。これは、握手なのだろうか。だとしたら、握り返した方がいいのだろうか。

「亜あ理り紗さも応援する！　障害のある恋って、胸キュンだかんね！」

　さらに亜理紗がそこに手を差し出した。最後にはみどりまで笑顔で手を重ねる。握手というよりは……。

「ほら、手、出してよ。あたし、朽くつ木き双ふた葉ば。あんたの恋のキューピッドになるから」

　智ともは観念して、三人の手の上に自分の手を重ねた。

「ファイッオー！」

　女子は嬉うれしそうに叫さけんだ。やっぱりこうなってしまうのか。

　なんで朝の食堂で、男子に対する恋愛の応援を女子から受けなくてはならないのだろうか。しかし、時既すでに遅し。三人は笑顔のままで「うんうん、恋愛っていいよね」かなんか言いながら朝食の続きを取り始める。

　智はこれ以上なにを言っても無駄と、肩を落としつつ三年男子のテーブルへ戻っていくのだった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　こうして智ともは、樹いつきの身辺調査にあたり、彼と同じクラスの女子という強い味方を得た。しかし、それには自分はホモであるという間違った認識を受け入れなくてはならない。

「諸もろ刃はの剣か……」

　別にホモに偏見があるわけではない。同性愛は悪くないし、外国では結婚だって認められているという。一年間鐘かねノの音ねにいた中で、そういう話を聞かなかったわけでもない（総長が寮の部屋のドアを開けたら、全裸の男子が正座で向かい合っていたこともあるという。総長は無言でドアを閉めたらしいが、その後、二人はなにをしたのだろうか……）。

　だがしかし。そうじゃねんだよ。俺おれはそうじゃねえのに、そうだって断定されんのはちょっと違うんじゃないの。……彼は苦悩するのであった。

「どうした、元気ねえべや」

　朝食の時間が終わり、教室で授業の開始を待っている彼に総長が話しかけてきた。智はなにか返事をしなくてはと思ったが、重苦しいため息しか出てこない。

「タイマンはったらダチ公だろがよ。言ってみ」

　彼は気が進まなかったが、朝の一件をそのまま総長に話した。瞬間に爆笑された。

「いっひっひっひ。あんだべやそれ！　お前、ホモ扱いか！」

「……そうだよ。だけど話がややこしくなるといけないと思ってよ」

「そうかそうか。そりゃよかったな」

「よくねえよ！」

　総長は笑いを必死にこらえながら、なんとか真面目まじめなふうを装う。

「でもよ、よかったべや。これで強力な情報網ができたろ」

「そうだな。バッチグーたちに頼んだら、樹のことは放っておかれて、みのりのことばっか詮せん索さくされそうだからな」

「そうそう……お前も……覚悟決めて……ぷぷぷぷぷぷ」

　限界がきたのか、総長はそのまま顔を真っ赤にして笑い転げた。ええい、笑うがいい。妹のためなら、自分があらぬ誤解を受けたとしても、それはそれでいいのである。

「ゲフーゲフーゲフー」

「だからゲップすんな！」

　しかしゲップには厳しい智なのであった。



　授業中、彼はずっとみのりのことを考えていた。やはり、一刻も早く東京に帰した方がよいのではないか。今、こうして授業を受けている間にも、一年生の教室では野獣のような男子たちが彼女のことを見ているのだ。いや、むしろバッチグーや一いち番ばん星ぼし、そして天てん神じんたちも一年に成りすまし、コッソリと同じ教室で授業を受けているかもしれない。しかも、おすまし顔で（ムカつく）。

　智ともの頭の中では、その後もよからぬ想像があふれ出し、とてもじゃないが勉強どころではなかった。振り返ると後ろの席では、総長が心配そうな顔で彼のことを見ていた。しかし「……男好き」とつぶやくと、嬉うれしそうにププッと笑い出したので殴なぐっていいですか。

　みのりと智は小さい頃ころからいつも一緒だった。一緒に遊び、一緒にお風ふ呂ろに入り、一緒に眠った。だが、いつからか彼女は兄と距離を取るようになった。当たり前だ、男女が仲良く遊んでいられるのは、子供の頃のごくわずかな時期だけである。

　それを通り過ぎると男女は次第に離れ離れになり、思春期を経て再度くっつくようにできているのだ。

　智は、いつだってみのりのことを第一に考えていた。しかし、彼女も同じ気持ちであるとは言えなかった。みのりは、中学校の帰りに校門で待っている兄がうとましかった。

　日曜日の午後にエビピラフを作ってくれるのがわずらわしかった。一緒に寝ようと枕まくらを持って、部屋のドアをノックする兄が気持ち悪かった（しかもカワイイパジャマで）。

　もちろん智だって、このままではいけないと感じていた。いつまでも妹と仲良くすることは悪くはないが、それが度を越してしまってはいけない。

　しかし、彼の心の中を占めているのは、愛くるしい妹の姿なのだ。

　現に今だって、彼はみのりのことばかり考えている。黒板の文字が、彼女の言葉に思える。教科書のペリーが、彼女の顔に見える。いや、それは見えない。

　ともかく、少しも集中できないまま授業は終り、あっという間に昼休みになった。

　校舎に取り付けられた鐘かねノの音ね名物の巨大な鐘が鳴り出す頃、亜あ理り紗さが笑顔で教室にやってくる。

「亜理紗ダヨ！　亜理紗ダヨ！」

「うるせえよ、わかってるって！」

　恋人がお弁当を届けにきたようなシチュエーションに、クラスメイトは一瞬だけ羨うらやんだ。しかし、彼女の顔を見た途端に気の毒そうな表情になる。なぜだろう。

「ンモウ、男が好きなくせに強気なんだから」

「だからそれは……まぁいいや。で、樹いつきのことなんかわかったか？」

「それがね、ントネ、小林こばやしくんてば謎なぞが多いのよね」

　謎？　亜理紗の言った言葉に、智は興味を示す。

「仲良しっぽい男子にも聞いたんだけど、いつも一人でいるんですって。お風呂も一人だけでコッソリ入ってるらしいの」

　中学校の時のクラスメイトが、修学旅行の風呂の時に海水パンツをはいて入浴していたのを智は思い出した。なんというか、男である以上その気持ちがわからなくもなかった。

「でっかい」とか「小さい」とか「てる」とか「てない」とか、男子は大変なのだ。

「なるほどな。確かにおかしいな。妙だな。あいつ、なにか隠してるな」

「だっけどさー。そのミステリアスなところがいいのねー。亜あ理り紗さ、惚ほれちゃうかも」

　勝手に惚れてくれ、そう思ったが口には出さなかった。彼女は大事な情報源である、いま失うのは惜しい。

「でもさ、藤ふじ本もとっちも、亜理紗に惚れてるから迷っちゃうよね、どっちかでサ！」

「惚れてねえよブス」

　大事な情報源なのだが、言う時は言わないと気がすまない彼であった。

「ムキー！　だからブスとか言わないで欲しいんですけど！　確かに亜理紗がかわいくて妬ねたむ気持ちもわかるけどさ。ＢＵＴ、そゆのってないでしょ？」

「はいはい。だけどそれだけじゃなぁ……。もっと情報が欲しいな」

「んもう、いつまで純情ぶっこいてんダヨ！　思い切ってアタックするのも手でしょ？　振られても大丈夫、亜理紗がい・る・か・ら★」

　最後の星印がどうしても許せなかったが、確かに彼女の言うことには一理あった。回りくどく調べてないで、自分から樹いつきの元に向かっていくのも手だ。最初はそんなことできないと考えていたが、みのりのことを考えるとゆっくりとしてもいられない。

　今、この時にも「一緒に購買部で午後ティー買おうぜー午後ティー」と男子にナンパされているかも知れないのだ。ちなみに午後ティーは、鐘かねノの音ねでは最高にオシャレな飲み物である。

　智ともは昼休みを利用して、樹のいる二年生の教室に向かうことにした。

　三年の教室と二年の教室は、同じ校舎の二階にある。

　校舎の中心には階段があり、それを境に二年と三年の教室が分かれているのだ。

　去年は毎日歩いていた廊下を懐かしみながら、彼は樹のいる教室に向かった。

　廊下から中を覗のぞくと、そこでは男子と女子がはっきりと分かれて昼食を取っていた。年とし頃ごろの男女が急に同じクラスで生活するのである。そんなに早くは打ち解けられないであろう。グループを作って昼食を取っていた双ふた葉ばと目が合うと、彼女はニンマリと笑って持っているハシで窓の方を指す。するとそこでは、樹が一人で外の風景を眺めているところだった。ただ、それだけなのに、どこか絵になるようなところがある。

　外国映画のポスターを切り抜いたようにさえ見えなくもない。憎にくい。

「（頑張ってね！　弱気じゃダメよ！）」

　双葉は声に出さずに、応援の言葉を智だけに向かって発した。なんかムカつく。彼女に悪気がないのはわかっている。しかし、どうにもこうにもムカつく。

　だがムカついてばかりでは仕方ないと、智は教室の中に入り樹に向かって声をかけた。

「よぉ、もうメシ食ったのか？」

　彼は二年の教室に三年の智ともが入ってきたことに驚いたが、すぐに平静を取り戻して窓の外に視線を戻した。

「俺おれ、やりませんから。肝試し実行委員なんてガキじゃあるまいし」

　窓の外からの風が、少し長い樹いつきの髪をなびかせる。繊せん細さいで、とても柔らかそうな髪の毛だ。風が吹くたびに、なにか甘い香りがした。

　きっと双ふた葉ばは、この様子を横目で見ているに違いない。視線を意識してしまうと、妙に口調がぎこちなくなってしまう。まるで初めてのデートをするように、智は胸を高鳴らせていた。高鳴らした直後に、相手は男なんだから高鳴らせることないだろと思いつつ。

「ほら、堀田ほつたが言ってただろ、決まりだって。あんま文句言うな」

「あんなのめちゃくちゃじゃないですか。……いつものことですけど」

　薄い唇を尖とがらし、反抗的なポーズを取る。智は、彼をジッと見ていると奇妙な違和感にとらわれることに気づいた。

　二年の女子に誤解を受けてから、自分は本当にストレートなのだろうかと不安になってしまう。確かに樹を好きになる男がいてもおかしくないなと思ってしまうからだ。どこかの少女漫画に出てきそうな王子様チックな顔立ちに、全すべてに無関心なクールな態度。自分の恋こい敵がたきだとわかっているが、なるほどモテそうである。

「とにかくだ、決まったもんはしょうがねえだろ。俺とお前は実行委員。だから、仲良くするのだ」

「なんすかそれ。いいっすよ、先輩が適当にやってくれれば」

　どこからか、とても甘い果実のような香りがした。女子の誰だれかが香水でもつけているんだろうか。

「どうしたんですか？」

　気がつくと、樹がまっすぐに智のことを見ていた。そこでようやく彼は察した。

「シャンプーだな」

　しかし、樹は興味なさそうに返事をした。

「昨日、風ふ呂ろ入ってないです」

　やはり、女子生徒の香水の香りだったのだ。慣れない匂においに、鼻が敏感になっているのだろう。

「ねぇねぇ、肝試しってなーに？」

　振り返ると、いつの間にかみどりが二人の背後に立っていた。彼女は大きな目をクルクルと動かしながら、興味深そうに近づいてくる。さっきから漂っていたのは、彼女の香水の香りだったのかもしれない。智はそんなことを考えながら、みどりに説明をした。

「ああ、まだ内緒なんだけど、女子と男子の親しん睦ぼくを深めようってんで、肝試しするんだ」

「親睦？　肝試し？」

「それで、俺おれと樹いつきが実行委員になってさ。二人して計画を進めようっていう」

「あー！　なるほどー！」

　みどりは妙に納得がいったふうに頷うなずいた。もしかして、またしても変な勘違いをしてなければいいのだが。

「藤ふじ本もと先輩と、小林こばやしくんがねー。そー。なるほどねー。へー。一緒にねー」

　コクンコクンと首を振りながら、何度もその言葉を繰り返す。しかも笑顔。

　やはり、勘違いしているようだ。

「俺おれは嫌だよ、面倒だし。勝手に押し付けられただけだから」

　樹は窓から離れると、廊下に向かって歩き出す。しかし、意外にもみどりは彼の腕を掴つかんで、キツい調子で言った。

「ダメだよ、決まったんだから守らなくちゃ。ルール違反は禁止。ね？」

「は？　なんだよお前、離せよ」

　樹は彼女に掴まれた腕を振り払おうとするが、みどりは全身の力を込めて引っ張る。

「ううん、ちゃんとするって約束するまで離さないもん」

「だから、離せってば、こらっ」

「なんでー、きーもーだめーしぃー」

　これでは子供の綱引きだ。智ともは面倒くさそうに間に割って入った。

「はいはい。大丈夫、樹はちゃんとやってくれっかんよ」

「本当にぃ？　小林くん、本当？」

「……さあ」

　彼はみどりに掴まれた腕をパッパッと手で払うと、そのまま教室から出て行ってしまった。その様子を見て、彼女はしょんぼりと肩を落とす。

「ごめんなさい、先輩。力になれなくて。純愛なのに」

「え？　あ、いいよ別に。俺がなんとかするから」

「わたしね、好きな人と一緒になりたいって気持ちわかるの。だから、先輩にもちゃんと小林くんとラブラブになって欲しくて……うぅ」

　みどりの瞳ひとみに不意に浮かんだ涙は、そのままボロボロと頬ほおをこぼれた。

「うわあああ、泣くなよ！　なんで泣くの！」

「だってぇ、報むくわれない恋って切ないぃ～」

　これでは智がみどりを泣かせているみたいである。彼は「ありがとっ」と小声で言うと、逃げるようにして教室から出て行った。もちろん廊下に樹の姿はなかったが、彼はポケットからメモ用紙を取り出し、背中を丸めて文字を書き殴なぐった。

「小林樹……。詳細不明。鐘かねノの音ね学がく園えんの二年生。無口。実行委員に協力しないばかりか、先輩に向かって反抗的な態度。これではみのりと付き合わせることなんてできません」

　書き終える頃ころには、智ともは笑顔になっていた。もちろん彼にとっても実行委員なんてどうだっていいのだ。ただ、樹いつきのことがわかればそれでいい。できれば、悪いイメージがあればあるほどいい。

　午後の授業を終えた智は、メモを持って一年の教室に向かった。

「みのりちゃーん！　みのりちゃーん！」

　彼女の教室は、まだホームルームの途中だったらしい。それでも構わず、ドアから半分だけ身を乗り出して叫さけぶ兄に、みのりはため息をついた。

「ねぇ、あれってみのりちゃんのお兄さん？」

　彼女の後ろの席に座っていた女子が、小さな声で聞いた。黒く長い髪に、大人しそうな顔。年齢よりずっと幼い顔をしているみのりより、もっと年下に見える。

「うん、ごめんね早さ苗なえちゃん。お兄ちゃんうるさくて」

「ううん、いいの。羨うらやましいなって思って」

　そう言って早苗は笑った。

　つられてみのりも笑顔を作ったが、心の中はマグマであった。



「はいお兄ちゃん、そこ正座」

「はい」

　言われた通りに智は地面に正座する。ここは校舎の裏、人気のない場所である。

「なんでくるの。まだやってたでしょ、ホームルーム」

「だって……みのりに、早く報告したくて……」

「だってじゃないでしょ。だって禁止。わかった？」

「でも……」

「でも、も禁止。んじゃお兄ちゃん、報告せよ」

　智は身を小さくしながら、ポケットからビッシリと書き込みのしてあるメモ帳を出した。そして樹には謎なぞが多いこと、実行委員をサボろうとすることなどを、悪意をたっぷりと込めて発表する。

「……なるほどね。でも、夜になると首が伸びるって嘘うそでしょ」

「だ、だって！」

　そう言った瞬間、みのりはビシッと人差し指で彼をさす。

「禁止っ！」

　彼女のそれは、ヒーローの決めポーズのように完かん璧ぺきだった。きっと、同居していた頃ころは毎日ビシッとやっていたのだろう。

「う……。ほ、本当だって！　ゆってた！　樹のクラスメイトがゆってた！」

「嘘つきなさい！　お兄ちゃんてば、平気で嘘つくんだから」

　完全に妹に見透かされている。どこまでもダメな兄である。

「わ、わかった。それは嘘うそ。認める。でも、あいつ全然わかんないんだよ。なにか隠してるんじゃないのかな」

「隠してる？　いいじゃない、人は誰だれだって隠し事ぐらいあるものよ？」

「そうじゃなくてさ……。もっと胡う散さん臭くさい感じなんだよね」

「そんな！　小林こばやし先輩のこと悪く言わないの！」

　両手をバタバタと振り、智ともに必死の抗議をするみのり。この様子を見ると、樹いつきへの気持ちは変わっていないどころか強くなっているみたいだ。

「わ、わかったよ。じゃあもっと調べてみるから。でもあれだぞ」

　不満そうに智が言うと、さらに不満そうにみのりは睨にらみ返した。

　その視線を受けると、彼は出そうと思っていた声の半分も出せなくなってしまう。

「あ、あの……。もし樹が悪いやつだったら、仲良くすんの禁止だからな」

「イイヒトだったら、ちゃんと紹介するんだよ？」

　ズイッと彼女は顔を突き出し、智を上から睨みつける。彼は、力なく返事をしながらも、樹の悪いところを必死で探すのであった。

　みのりは弱り切っている智を放って、すぐに歩き出した。背中越しに彼がなにか言っているのが聞こえたが、あえて無視して進み続ける。木々の生おい茂しげる校舎裏から抜けると、そこは花か壇だんになっている。日の光が眩まぶしすぎて、彼女は一瞬目を細めた。

「あの、もういいんですか？」

　みのりを待っていたのは、不ぶ恰かつ好こうなグローブを両手にはめ、鉢植えに入ったサボテンを抱えている少女だった。

「うん、もう大丈夫。見張りありがとうね、若わか葉ばちゃん」

　若葉と呼ばれた少女は、サボテンを抱えたまま「いえいえ」と何度も首を振った。

「お役に立てただけで光栄ですから。そんな、お礼れいだなんて」

「でもさ若葉ちゃん、なんでサボテンずっと持ってんの？　変だよ？」

　そう言われた若葉は、胸の前に抱かれているサボテンとみのりを何度か見比べた後に、幸せそうに呟つぶやいた。

「……好きなんです。サボテンが」

「そっか。若葉ちゃんて、ちょっと頭があれなんだね」

「はい、ちょっと頭があれなんですっ！」

　意味もわからずに笑顔で返事をする若葉と、兄が激しすぎてちょっとやそっとのことじゃ驚かなくなったみのり。二人とも近年のコンピュータ世代の犠牲者ともいえるが、全然そうじゃないといえばそうじゃない。ただの変わり者の女の子二人だ。

「でも、よかったんですか？」

　花か壇だんから校庭へ抜けようとしているみのりに、若わか葉ばは声をかけた。

「だって、お兄さまでしょう？　もっと大切にしてあげないと……」

「いいのいいの、だってお兄ちゃんだもん。お兄ちゃんは妹の奴ど隷れいでしょ？」

　彼女はあっけらかんと言ってのけた。兄を足あし蹴げにするのが、さも当然のように。

「はぁ～。そういう考え方もあるんですね。わたしなんて、お姉さまの言うことは絶対ですから。どこで呼ばれても、マッハで飛んで行かなくてはなりませんから、マッハで」

　若葉の姉は、二年生の朽くつ木き双ふた葉ばである。いつもぼんやりと窓の外を見つめ、色々なことに絶望しているような、ちょっとアンニュイだけど怒ると怖いあの女子だ。人に頼まれたらどんなことでも断れない若葉と比べると、似ても似つかない。

「若葉ちゃんのお姉さんて、どんな人？」

「そうですねぇ……。一言で表すと、足りてない人ですかね」

「足りてないって？　あ、はいはい」

　みのりがそう言いながら指を頭に向けると、若葉は慌あわてて否定した。

「あわ、そういう意味じゃなくてですね。その、ほら、お姉さまってば気が短かったりとか、乱暴だったりとか、胸がなかったりとか、えーと、そういうんで、足りてないんですよね。人間として」

　若葉自身はフォローのつもりらしいが、みのりにとっては気持ちいいくらいの笑顔で姉を批判をしているように感じる。

「若葉ちゃんて、ずいぶんハッキリ言うのね……」

「悪口じゃないですよ、良い口です、いいくち。それで、わたしはお姉さまの足りてない部分を補おぎなってあげたいなって思うんです」

　みのりは花壇の縁になっている、膝ひざほどの高さに積み上げられたレンガの上に座った。若葉も同じように彼女の横に腰掛ける。もちろん座る時でもサボテンは膝の上だ。

「補い合うのが姉妹じゃないですか？　そんな気がしますけどね。みのりちゃんは？」

「えー？　だってあたしのお兄ちゃん、変なんだもん。補いきれないよ」

「そうですか？　わたしには、ちゃーんと支えてあげてるように見えますけどね」

　若葉はそう言って、花壇の中から土をすくった。東京では知ることのない、お日様をたくさん吸い取った地球の香りがした。

「お兄さま、みのりちゃんのことが大好きなんですよ。その愛に応こたえてあげてるじゃないですか」

「でも、いつまでも応えてばっかりもいられないじゃない……」

　みのりも彼女と同じように土をすくう。冷たくかたまった土をほぐすと、中からだんご虫が出てきた。だんご虫なんて見るのは何年ぶりだろう、と彼女は考える。小さい頃ころ、智ともが家の裏の大きな石をどかしたら大量に出てきて、それを見て泣いてしまったのが最後の記憶だ。

「だんご虫。怖くて泣いちゃったんだよね」

「なんです？　だんご虫？」

「お兄ちゃんが見せてくれたんだけど。あたし、泣いちゃって。お兄ちゃん慌あわてて石でフタしてたなぁ……」

「仲良しさんだったんですね」

　みのりの手に乗った小さな虫を、若わか葉ばはツンツンと突きながら言った。

「昔はね。でも今じゃ、ちょっとね。なんだか、わたし相手に恋愛してるみたいで」

「それは困りますね。お姉さまがわたしに恋したら、まいっちゃいますものね」

「それとこれとはちょっと違うような気もするけど……」

　あはは、と若葉は笑った。本当に変な子だな、とみのりは思う。東京で通っていた学校の女子とは、全く違うタイプだ。都会では、誰だれもが自分をよく見せようとばかり考えていた。こうして無防備に土をほじくり返したりなんてしないし、あるいは花か壇だんにさえ気がつかないで暮らしている子ばかりだ。

「小林こばやし先輩って、どなたなんですか？」

　いきなり本筋を指摘され、みのりはゴホゴホとむせ返った。あらあら、大丈夫ですか？　とかなんとか言いながら、若葉は彼女の背中をさする。

「若葉ちゃんてば、いきなりだね。いきなり」

「そうですか？　そんなことないですよぉ～」

　若葉は赤いカチューシャで、サイドの跳はねた髪の毛をまとめている。もし東京で見たら、とても田舎くさい髪型だなと感じるだろう。しかし、みのりはこういうのも悪くないなと考えた。彼女の純真さをあらわしているように思えたからだ。

「小林先輩は、あたしの好きな人。ここに来て、一ひと目め惚ぼれですよ」

「あらあら。お兄さま、困ってるでしょうね。実際困ってましたしね、さっき」

「そうそう……困ってるみたい」

　みのりは必死で謝っている智とものことを思い出した。

　あんなに謝らなくてもいいのになぁ。もっと強気に出て欲しいのに。

「ま、いいや。ねぇねぇ、今日は早さ苗なえちゃんの部屋にお泊りしちゃおうよ」

「あ、いいですねー、それ。賛成です！」

　みのりは立ち上がると、土で汚れたスカートを何度か払った。若葉はサボテンをしっかりと持ち直すと、笑顔でそれに同意する。

「ところでみのりちゃん、校舎に出る幽霊の話って知ってますか？」

「なにそれ？　知らない。怖い話、嫌いだし」

「聞いてくださいよぉ、お姉さまが言ってたんですけどね……」

　二人はそのまま女子寮に向かって駆け出した。

　校舎裏で、智ともが重大な決意をしているとも知らずに……。



「今こ宵よい、樹いつきの部屋に潜入します」

　入浴の時間が終わり、崩れたリーゼントを必死でディップで固めている総長に智ともは言った。しかし、彼は自分の髪型の方がよほど大切なようで、てんで相手にしていない。

「では聞かせてあげましょう。智の密室大作戦」

　智は得意げに樹調査用ノートを広げ、その作戦について語りだした。

「いいですかな、樹はみんなと一緒に風ふ呂ろに入らないらしい。そこで、風呂の時間を狙ねらってあいつの部屋に行けば、密室で二人ってことになる」

「はいはい」

「二年の入浴時間は、三年の俺おれらの後だ。ってことは、今まさにその時ってことだ！」

「はいはい」

「それでは出発！」

「いってらっしゃい」

　智は総長になにかを求めることをあきらめたようで、さっさと一人で部屋を出て行った。三年の寮を出ると、すぐ目の前には森が広がっており、既すでに辺りは真っ暗になっている。サンダルをつっかけながら、山道を歩いて二年の寮へと向かう。山奥を一人で歩いていると、キャンプ場にあるバンガローを目指しているような気分になってくる。

　しかし二年の寮が視界に入ってくると、ここがキャンプ場ではなく全寮制の学校だということを思い出す。

　入浴の時間になると、寮の中は物音一つしない。ギシギシと音を立てる廊下を通り、樹の部屋の前に立った。

　やっぱりここはノックをした方がいいのだろうか、それとも急に入って脅おどかした方がいいのだろうか、てか脅かす必要はどこにあるのだろうか。

　そんなことを考えながら、智は引き戸を力強く引いた。

「ええい、ままよ！　こんばんはー！」

「だああああああああ！」

　引き戸を開けた瞬間、顔になにかが飛んでくるのがわかった。それがもう何ヶ月も洗っていない汚いマクラだと気づくのに、彼には一定の時間が必要だった。

「くせえええ！　くせえよ、くせえよこれ！　黄ばんでるし！」

　ペッペッと口から長い髪の毛を吐き出しながら（どうやら同室の毒どくガスのマクラだったらしい）、智は部屋の中を見渡す。しばらくすると、押入れから顔だけを出してこちらの様子を窺うかがっている樹を発見した。

「なんすか。急になんすか！」

　彼らしくない、珍しく取り乱している様子だった。智ともはすぐに、樹いつきがなにかいけないことをしているのではないかと期待に胸を膨らます。

「お前こそなんだ、隠れたりして。あれだろ、女子でも連れ込んでんだろ！」

「連れ込んでませんよ！　ただ、ちょっと、着替えてたんです……」

　樹はそう言って黙り込んだ。なんで男同士なのに着替えぐらいで騒ぐのだろう。智はフルスピードで頭を回転させ、結論を導き出す。……もしや風ふ呂ろも一緒に入らないってことは。そうだ、わかった！　ビシッと樹を指差しながら、彼は大声で叫さけんだ。

「キサマ、ボウボウだな！」

「なにがっすか！」

「胸毛とかワキとか、ボウボウだからみんなと一緒に風呂も入らないんだな！　キレイな顔して毛が濃い、それがお前の秘密だ！」

「放っといてくださいっ！」

　ふ。否定をしなかったところを見ると、ドンピシャだな。智は自分の推理が当たったと確信し、得意げに部屋に上がりこむ。ごめんよー、邪魔するでー。

「勝手に上がってこないでください！」

　押入れからようやく出てきた樹の姿は、半そでのＴシャツにハーフパンツだった。しかし、そこから伸びた手や足に毛の気配はない。毛の気配て。

「あれ？　おっかしぃなぁ……。絶対に剛毛キャプテンだと思ったのに……」

「そんな称号いりませんからね」

　やや不機嫌な顔で、樹は畳の上にあぐらをかいた。そして智をジッと見つめる。

「で、なんなんすか？」

「打ち合わせだ。肝試しの会場を見つけなくちゃなんないだろ？」

　そう言いながら、智は血走った目で部屋の中を観察する。どこかに彼の秘密が隠されているのではないかと。

「打ち合わせはいいんですけど、なんで部屋の中を見てすんか」

「気にすんな。ガサゴソ」

「なんでゴミ箱を漁あさるんすか！」

「漁ってねえよ！　ガサゴソガサゴソ！」

　樹を足で牽制けんせいしながらゴミ箱の中身を漁ると、中から大量の手紙を発見した。それらは大概ピンク色の封筒で、ハートのシールで封がしてあった。

「見つけた！　これがお前の秘密だ！」

「ゴミです！　ただのゴミ！」

　智は封の開けられた手紙を勝手に読み出す。するとそこには「好きです」だの「付き合ってください」などの愛の言葉が書かれていた。

「……なんだこれ。ラブレターじゃねえか。こういうのって捨てていいもんか？」

「女子から貰もらうんですけど、いらないんですもん。迷惑です」

　樹いつきはもうあきらめたのか、窓を少し開けて部屋の中に風を入れて涼む。去年からずっと吊つり下げられている風鈴が、チリンと小さく鳴った。

「一応、一回ぐらい読みますけどね。こんなの貰ってもね……」

「くっ……なんてやつだ。絶対ろくな死に方しないからな。乙おと女め心を弄もてあそぶプレイボーイ、と。あくとくざんまい、と」

　またしても背中を丸めつつ、智ともはメモに細かい文字で彼の悪態を連ねる。

「変なことメモしないでくださいよ！」

「だってそうじゃん！　ダメじゃん！」

「そもそもなんですか、秘密って。俺おれはなんも隠してないですよ」

　夜風で落ち着いたのか、樹は冷静に告げた。

「じゃあ、お前のことを色々聞かせろ。兄弟はいるのか？」

「姉がいますけど……それがなんですか？」

　シリアスに問い詰めていた智だが、それを聞いた途端に顔がほころぶ。

「……そうか、うちと逆だな。うちには妹がいるんですよぉ～」

「なんで笑ってんすか！　気持ち悪いっすよ！　それだけなら帰ってください！　打ち合わせじゃないんですか、打ち合わせじゃ！」

「そうだ、打ち合わせだった。で、肝試しの場所、どーするー？　うふふ」

　全然気を取り直していない智に、樹は脱力した。なんなんだこの先輩は。さっきからなにが目的なんだ。ただの言いがかりじゃないか……。

「場所は校舎にしましょうよ。だってほら、幽霊が出るんでしょ？　見たら口もきけなくなるような、怖いやつがさ。ちょうどいいじゃないですか」

「バカ、あれは……」

　バカ、あれは堀田ほつたの作り話だ……。そう言おうとして、智は口をつぐんだ。うっかり秘密をばらしそうになったからではない。ゴミ箱の中に、一通だけ他ほかの手紙と様子の違う封筒を見つけたからである。他の手紙はピンクの便びん箋せんだったり、ハートのシールが貼はってあったりしたが、それだけは真っ白い封筒だった。その上、封が開けられた様子すらない。

　一度も読まずに捨てられた手紙。

　智は、そのフレーズが気に入った。いかにも樹の秘密が隠されていそうな感じだ。

「あ、俺おれ、塾の時間あるから、これで」

　智は見え透いた嘘うそをつきながら、ラブレターをゴミ箱に戻す振りをして、その怪しい手紙を拾った。

「ちゃんとドア、閉めておいてくださいね」

　樹いつきはため息をつき、窓の外を見ている。どうやら彼の悪事には気がついていないようだ。ふふ、これで年ねん貢ぐの納め時だよ小林こばやしくん。智ともはニヤニヤと笑いながら三年の寮に戻る。

　自室では、まだ総長が丹念にディップを塗りこんでいる最中だった。

「どうだった？　収穫あったべか？」

「ふふふ。当たり前だよ、俺おれを誰だれだと思ってんのよ。名探偵藤ふじ本もとくんよ？」

「ずいぶん自信ありそうだな」

　智は得意げに封筒を取り出す。差出人の名前は町まち田だ桜さくらとある。やっぱり、女だ。

「なんだよそれ、俺にも見せろやコラ！」

　総長が勝手に見ようとするのを阻止し、智はその封筒を開けた。

　彼が手紙を読んでいる最中も、総長は必死でそれを奪い取ろうとする。おかげで、途切れ途切れにしか内容が読めない。智は自分にだけ聞こえる小さな声で文面を追った。

「（樹へ。お久しぶりです。やっぱりお返事をくれないのですね。わかっているけれど、少し寂しい気持ちになります）」

「おらおら、俺にも読ませろよ！　あ!?」

「（そうそう、お腹なかの子は元気に育っているみたいです）」

　智は、なにかの間違いではないかと思った。だがそこには確かに、お腹の子は元気に育っているみたいです、と書かれていた。

「なんだ？　どした？　智、なにが書いてあんだべ？　あ？」

「（もうすぐ生まれると思いますよ。あの時に言ったこと覚えてる？　ちゃんと責任を取ってくださいね。いつだってあなたのことを考えています。町田　桜）」

「どれ、見せてみれ！」

「ダメだっ！」

　手紙を読みながら、これはただごとではないと思った。まさか、樹が誰かを妊娠させているだなんて。さすがにこれを総長に見せるわけにはいかない。智は迷ったあげく、その便びん箋せんを自分の口の中に押し込んだ。

「あ！　食いやがった！　あんだえ、なにが書いてあったんだべ！」

　そりゃ食うよ、こんな手紙さすがに見せられない……。

　ど、どうしよう。なんだか、本当にマズいもん見つけちゃったかも知れない……。

　便箋を口に頬ほお張ばりながら、智は畳の上に倒れこんだ。

　きっと、口から便箋を撒まき散ちらしている彼の後姿は、とても素敵だったに違いない。



　しかし、智への衝撃はこれだけでは終わらなかった。

　その夜、消灯時間をずっと過ぎた頃ころ。校舎の方で男子の叫さけび声が聞こえたのだ。

　総長は学生会長である責任感から、咄とつ嗟さに跳はね起きて校舎へと向かった。智ともは寝ぼけながらも、その後を追う。

　真っ暗な闇やみに浮かび上がる木造の校舎は、無言であるがゆえの存在感があった。

　総長は一階の廊下で倒れている男子を見つけ、声をかける。

「おい！　どうしたよ！　どうしたんだべよ！」

　倒れていたのは、廊下で何度か見たことのある男子だった。スポーツマンタイプの、ハキハキとした一年生だ。彼は総長が抱きかかえているのにも関かかわらず、どこか遠く一点を見つめていた。全身は激しく震え、妙な汗をグッショリとかいている。

「おい！　答えろ！　答えろ！」

　頬ほおを叩たたくと、彼は一瞬だけ総長の方を見た。そして、怯おびえきった声でこう言ったのだ。

「……髪の長い……女が…………」

　それっきり、総長がなにを言っても答えなかった。

　翌日、彼は著しいショック状態に陥おちいり、病院に運ばれてしまったのだ。



    

  
    
      


君に胸キュン





　目が覚めると、人の温ぬくもりを感じた。何年も誰だれかと一緒に寝たことのなかったみのりは、はっとして起き上がる。

「もう、お兄ちゃん！　勝手にベッドに入ってこないでって……」

　目の前には見慣れぬ景色が広がっていた。畳の敷いてある、小さな部屋。

　窓が閉め切られていたせいで、室内の空気は澱よどんでいる。手を伸ばすと、智のものとは違う、柔らかく繊せん細さいな肌にぶつかった。

「ん……」

　みのりの手が当たった途端、小さな寝息がした。クラスメイトの美み南なみ早さ苗なえだ。

　彼女は小さな布ふ団とんの中で、体を丸めるようにして眠っていた。

「もう、起床の時間ですか……？」

　早苗は目をこすりながら、体を半分だけ起こした。

「ううん、違う。まだ時間はあると思うから」

「はい……。ありがとうございます……」

　小さく答えると、太陽の下にさらされた小動物のように、布団の中に潜っていく。

　その隣では、枕まくら元にサボテンを置いた若わか葉ばが寝息すら立てずに眠っていた。みのりは立ち上がり、サッシに手をかけ窓を開ける。

　すぐ目の前には深いグリーンの森が広がっている。夏の朝特有の、ごちそうのような涼風が部屋の奥まで届いてきた。

　みのりは自然に対して深呼吸で挨あい拶さつをし、あらためて部屋の中を見渡す。

　鐘かねノの音ねに来た女の子たちは、ここが理想と違うことに落胆しているのだろうか。

　それとも、それなりにこの現実を受け入れているのだろうか。

　六畳ほどの汚い和室には、いつ干したのかさえわからない布ふ団とんが一組あるだけだ。クーラーも扇風機もなく、蛍光灯の笠かさにはホコリが積もっている。潔癖症の女子だったら、卒倒してしまうに違いない。

　男子は、この狭い部屋に二人で寝ているという。

　お兄ちゃんは、一年間もここでずっと自分のことを思い続けてきたんだ。そう考えると、みのりは少し寂しい気持ちになった。

　昨晩、早さ苗なえの部屋でお泊り会をすると決め、先生たちに内緒でここに集まった。

　三人には窮屈な部屋だったけれど、今日一日だけだと思うからこそ楽しめたのだろう。もしここで数年間、たまたま一緒になった誰だれかと過ごすことを考えると嫌になる。智ともは、そんな環境の中で自分のために寮生活を続けていたのだ。

「帰りたくなっただろうな……」

　だけど、一度帰ったら二度と鐘ノ音には戻ってこられない。それを知っているからこそ、智は一度も実家に戻ってこなかった。

　去年の夏休みも、忙しくて戻れないと電話で言っていた。忙しいだなんて、こんな山奥でなにをするというのだろう。

　さすがに毎日のように届く手紙には呆あきれてしまったけれど、こうして自分がやってくると、いかにここが人里から隔離されている特殊な環境かということがわかる。

　ゆっくりと朝日の光が伸び始め、次第に空を紫色に染めていった。

　みのりはぼんやりとその風景を眺める。

　体が少し冷えてきたが、それも気にならなかった。

　あの太陽が昇りきれば、また肌を焦こがす騒がしい暑さがやってくる。その前に、思う存分この静けさを味わっておきたかった。

「そろそろ部屋に戻らないと、先生が点呼しにきちゃうかも」

　みのりは若葉の体をゆっくりと揺らし、自分の部屋に戻ることを告げた。彼女はまぶたを半分だけ開きながら、パジャマ姿でみのりの後に続く。

　みのりは早苗を起こそうかどうかしばらく迷った。彼女はこの部屋の主なので眠り続けても問題はない。ただ、目が覚めた時に一人ぼっちというのは意外に寂しいものだ。特に、誰だれかと一緒に眠りに就ついた時。手を握り締めようと伸ばした手がシーツを掴つかむと、涙がこぼれてしまう。

　みのりは、朝もやの仕業みたいに小さく早さ苗なえに耳打ちした。

「早苗ちゃん、先に帰るね」

　早苗は目を深く閉じ、やだ、と囁ささやいた。若わか葉ばは困ったようにみのりを見つめる。

「あたしだって一人は嫌だよ。でも、ルールだからね」

　みのりは夢の中を歩いている早苗の頬ほおにキスをしてから、若葉と一緒に部屋を出た。

「あらま……キスしちゃいましたね」

　若葉はサボテンで顔を隠し、照れながら言った。からかう調子ではないところが、いかにも彼女らしい。

「小さい頃ころね、お兄ちゃんにしてもらったのが嬉うれしくて、安心するんだよね」

　みのりは背伸びをしながら薄暗い廊下を歩く。若葉はそれを追いながら、こう言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「好きなんですね、お兄さまのことが」

「うん」

　あまりに自然に答えたせいで、若葉は思わず立ち止まってしまった。不審に思ったみのりは、振り返って問いただす。

「なに？　どうしたの？」

「い、いえ。なんでもっ」

「でも、そろそろね……」

　廊下の先で、寮のドアが軋きしむような音を立てた。誰だれかが見回りにきたのだ。咄とつ嗟さに二人は物陰に隠れようとしたが、すぐに見つかってしまった。するどい声が二人を射抜く。

「こら、待ちなさい！」

　消灯時間以降に部屋から無断で出ることは、トイレ以外は禁止されている。きっと怒鳴られるだろう。みのりがそう考えていると、目の前に現れた女教師は予想通り厳しい調子で言った。

「あなたたち、どこにいってたの！」

「えと……早さ苗なえちゃんの部屋でお泊りを……」

　若わか葉ばが几きち帳よう面めんに答える。みのりはもうちょっと言い方があるんじゃないかなと思ったが、言い逃れをしても仕方ないと覚悟を決めた。

「二人とも、ちょっときなさい」

　言われた通り、彼女の前に並んだ。すると、教師は二人を大きく抱きかかえ込むと、涙声とも取れる声で呟つぶやく。

「よかった……心配したのよ」

　みのりと若葉は、抱きしめられながら目を見合わせた。叱しかられると思っていたのに、これはどういうことなのだろう？　彼女はさらに強く二人を抱きしめた。

　みのりは、この人はお母さんみたいだなと漠ばく然ぜんと思った。彼女が飯いい野の千種ちぐさという名前だと編入時の集会で聞いたのを思い出したのは、その時だった。

　夜中の校舎で何者かに男子が一人襲われたということを二人が知ったのは、もう少し後のことになる。



　置いていかれる。そう樹いつきは思った。誰だれが誰を置いていくのか。先に行くのは自分以外の誰か。置いていかれるのは自分たった一人。

　一人の女性が彼の元から離れていく。それは、遠く遠く光の中へと消えていく。

「待って！」

　そこで樹は目を覚ました。最近よく見る夢だ。悪夢といってもいいかもしれない。

　パジャマ代わりにしているシャツが、汗でひどく濡ぬれているのがわかった。

　窓の向こうは薄緑に光っており、既すでに朝が訪れていることを彼に知らせる。

「また、うなされたの？」

　押入れの隙すき間まから、大きな目がひとつだけギョロリとこちらを見ていた。毒どくガスだ。

　樹は畳の上に布ふ団とんを敷いて寝ている。毒ガスはいつも押し入れの中で眠る。寝ている時だけではない、部屋にいる時のほとんどを押入れの中で彼は過ごす。

　樹いつきが横暴なわけではなく、最初に相部屋が決まった時に彼の方から言ったのだ。

「じゃあ、畳が小林こばやしくんで、押入れが僕の陣地ね」

　ずいぶんと偏かたよった振り分けだったけれど、毒どくガスはそれで満足しているようだった。たまに押入れの中から化学薬品のような臭においがする以外は、これといった不満もない。

　きっと押入れの中を暗室にでもして、写真の現像かなにかをしているのだろう。

「小林くんは、ここんとこずっとうなされてるね」

　暗くら闇やみの奥から声がする。クラスメイトには根暗で嫌なやつだと思われている毒ガスだが、長い間一緒に暮らしていると、それほど悪い人間でもないということがわかる。

　彼は彼なりに心配をしてくれているのだ。

「ああ、悪いな、起こしちまって」

「ううん、大丈夫。一晩中、ずっと小林くんの寝顔見てたから……。いひひひひ」

　いや、やっぱり根暗だ。たぶん嫌なやつでもある。

　樹は押入れのふすまを思い切り閉めると、苛いら立だちながら布ふ団とんの上に座り込んだ。

　何度か躊ちゆう躇ちよした後に、ハーフパンツのポケットから未開封の手紙を取り出す。また今日も開けることができなかった。彼は封筒を握り締めると、乱暴にゴミ箱に放り込む。

　以前、毒ガスがゴミ箱を漁あさっているのを見つけてボコボコにしたことがあった。それから彼は、部屋の中の物に手をつけなくなったから、こんなふうに手紙を捨てても盗み見られる心配はない。

「ちくしょう、なんなんだよ……」

　樹は声にならない声を漏らした。

「ひぃ、ごめんなさい……」

　押入れの中で、さらに布団をかぶっているだろう毒ガスの声が聞こえた。お前のことじゃないって。



　同日、生徒たちが起き出す前。智ともと総長は保健室にいた。目の前には白衣を着た女教師、飯いい野の千種ちぐさが座っている。マルボロライトメンソールを何度か浅くふかすと、銀色の灰皿に押し付けて火種を消した。

「ごめんなさいね、普段は吸わないんだけど」

　千種は女子生徒のメンタルケアのために派遣された教師だ。他ほかの編入生と一緒に、数日前のバスに乗ってやってきた。しかし、赴ふ任にん早々こんな厄やつ介かいな事件に巻き込まれるとは思ってもいなかったのだろう。何度もボールペンの芯しんをノックしていることからも、彼女が目に見えて苛立っているのがわかる。

　総長はずっと黙っていたが、ようやく言葉を探し当てたようでゆっくりと口を開いた。

「それで、大丈夫なんですか？」

「そうね。今朝、病院に運ばれたんだけど……」

「そのおっぱいは」

「は？」

　千種ちぐさは短く切った髪の毛をかきあげて耳を出した。彼の言ったことが、自分の聞き違いだと思ったのだろう。視線を不安定に動かしながら言う。

「ごめんなさい、堀田ほつたくん。今、なんて言ったの？」

　智ともはわかっていた。総長がどんな時であろうと、言う時は言う男だということを。

「ですから先生。そのおっぱい、常識外れにデカいんですけど、大丈夫なんですか？」

　知ってますか。灰皿で思い切り殴なぐられると、ガインて音がするんです。総長はガインという音が頭の中で反響するのを聞きながら、保健室の床に倒れこんだ。

「ちょっと、こんな時になにを言ってるの！　一大事なのよ？」

　智は慌あわてて、自分は隣にいる生物より知能があるところをアピールする。

「そうですよね、男子が一人、夜中の校舎で襲われたんですからね」

「その通り。あなたは正常ね。まだ犯人が隠れてるかも知れないんだから、授業は中止にします。堀田くん、あなた学生会長でしょう？　一緒に職員室にきてちょうだい。学園長にかけあってみるから」

　しかし正常と言われた智も、しっかりと千種の胸を盗み見していた。彼女は二年生の間では「Ｅの乳房」と呼ばれるほどの胸の持ち主であるらしい。確かにたわわと、あららと、重力に反するようにして無理やり揺れている。

「ちょっと藤本くん。あなたまで？」

「いえいえ！　ちょっと見てただけですから！」

　必死になって弁解するが、それが弁解になっていないことに気づくのは、この夜のことである。

「飯野先生、大丈夫ですよ。まぁ、落ち着いて」

　その時、保健室のドアが開き、草くさ薙なぎが入ってきた。

　口に短くなったホープをくわえている。

「ありゃね、生徒の狂言ですよ、狂言」

　千種はノックを繰り返していたことを自覚し、ボールペンを白衣の胸ポケットに差し込んだ。総長と智は、それに大注目。

「いいですか、ここはちょっと厳しいですからね。逃げ出すやつだって大勢いるわけですよ。まあやつらも色々な理屈をこねましてね。その中の一人が、昨日の一件だったってわけですよ」

　草薙はフィルターの近くまで煙を吸い込み、窓の外に向かって吐き出した。

「狂言？　あの子が嘘うそをついたって言うんですか？　あんなに震えていたじゃないですか。草くさ薙なぎ先生だって見たでしょう？　それに、今朝になって病院に運ばれたんですよ？」

　彼は千種ちぐさの背後に回ると、肩をマッサージするように触った。総長と智とも、軽く嫉しつ妬と。

「いいですか先生。あんたはこの鐘かねノの音ねに来てから日が浅いから知らないだろうけどね、ここじゃどんなことだってありえるんですよ。おうちに帰りたいために、山をスケボーで降りて森に突っ込んだやつだっている。しかもそいつ、何キロだっけかね。まあいい、だいぶ離れた漁村で見つかったっていうじゃないですか。漁村ですよ、漁村。しかもその時の持ち金が四〇円だ。そういうとこなんですよ、ここは」

「離してください」

　千種はキッパリとした口調で草薙を払いのける。総長と智、こっそりガッツポーズ。

「だからね、髪の長い女だなんだ見たなんて、狂言に決まってますからね。授業は続けさせてもらいます。あとお前ら、この件は内密にな。女の子たちが怖がっちゃいけないからよ」

　総長はフンッと鼻を鳴らし、そっぽを向いた。草薙はそれを見て、やれやれと笑う。

「藤ふじ本もと、お前もだからな。平和な編入期間、なにかあったら共学中止。もしも無事ならそのまま共学。そっちの方が嬉うれしいだろ？」

「……失礼します」

　智はそう言うと、さっさと保健室から出ていってしまった。総長も無言でそれに続く。千種は二人を止めようとしたが、草薙は彼女にタバコの煙を吹きかけて邪魔をした。

「ね、問題はどこにもなかった。問題あるのは、その生徒だった。納得しましたか？」

「納得できませんね」

　千種はポケットからタバコを取り出し、口にくわえる。しかし草薙は、それを素早く奪うと丸めてゴミ箱に捨ててしまった。

「納得できなくても、この件はおしまいです。あとね、女はタバコなんて吸うもんじゃないですよ、赤ちゃん産むときに悪いですからね」

「男女差別ですか？」

　皮肉っぽく千種は言った。草薙は口の端だけで笑うと、捨てゼリフのように呟つぶやく。

「僕はね、女の子には優しいんですよ。ね、お嬢さん」

　草薙が保健室から出ていくと、千種はポケットの中のタバコを握り締め、全すべてゴミ箱の中に放り込んだ。



　朝食の時間、三年のテーブルで朝食を取っていると、みのりが慌あわててやってきた。

「ねえお兄ちゃん、クラスメイトの男の子が入院したって聞いたんだけど、知ってる？」智は総長と顔を見合わせたが、なにも言わないことにした。本当のことを言っても、逆に彼女たちを不安にさせるだけだ。

「なんもねえ。お前は小林こばやしくんのことだけ考えておけ」

　言ってから彼はうろたえた。昨日の樹いつきの部屋にあった手紙のことを思い出したからだ。

　赤ちゃんが生まれると書いてあった。きっとそれは、彼の子供のことであろう。

　悪事を探してはいたが、まさかこんな大物を掘り当てるとは思いもしなかった。

　みのりにあの手紙のことをどう伝えればいいのであろうか。正直に言ったら傷ついてしまうだろう。しかし、それが事実なのだ。

「うん、考えてる。あ～、こばやし～せんぱい～キュンキュン」

「やっぱ考えるな！」

「なによ、どっちなのよ！　まったくもう！」

　みのりは床をガシンと踏みつけると、一年のテーブルへと戻っていった。

「みのりちゃん、やっぱりなにかあったの？」

　若わか葉ばが不安そうに声をかける。その横でなにも知らない早さ苗なえが、小さなパンを少しずつかじり、二人の話を聞いていた。

「教えてくんない。やっぱあれじゃないの？」

「あれって？　あれ？」

「ほら、若葉ちゃんが言ってたじゃない。夜中の校舎に女の幽霊が出るって！　それを見た生徒は、なにも喋しやべれなくなっちゃうって！」

　若葉はそれを聞いて、思わず噴き出してしまった。

「あはは。あれはお姉さまが言った冗談ですよ」

　しかし、みのりは真顔で聞き返す。

「じゃあお姉さんは、誰だれから聞いたって？」

「クラスメイトの男子……からですけど。高崎たかさき先輩っていう……」

「やっぱり。嘘うそじゃないんだわ。だって、鐘かねノの音ねにずっといる男子が言ってるんだもの」

　早苗は相変わらず不思議そうな顔をして二人のやり取りを見ている。もぐもぐ。

「あたし、絶対に謎なぞを突き止めてやるんだから……」

　みのりは早苗が八分かけて半分食べたパンを、一口で頬ほお張ばった。

「もがもごもごごごごおー！　げふん！」

　いや、全然わかりません。

「なんだか一年、騒がしいーネー」

　その様子を少し離れたテーブルで見ていたのは、二年の女子だ。亜あ理り紗さはムシャムシャと朝食を食べながら、若葉を睨にらみつけた。

「ああ、ごめんね。うちの若葉が。うるさかったら言ってくるけど」

　双葉が席を立って若葉になにか言おうとしたが、亜理紗はそれを慌あわてて引き止める。

「アー！　いいのいいの、ほら、亜理紗がなんか言ったって思われたら感じわるいじゃん？　双ふた葉ばちゃんがうるさいって思って、双葉ちゃんの責任でとがめに行くなら亜あ理り紗さは問題ないけどね。えへ！」

　双葉はなにかひとこと言おうと思ったが、亜理紗の言葉にそんな気も失せてしまったようだ。イスに座り直すと、隣で必死になって朝食を食べているみどりの方を眺める。

「あんた、こんなマズイもんよく食べられるわね」

「え？　美お味いしいよ、パン！　牛乳！」

「本当、変わってるわ……」

「でもさ、昨日なにかあったのかな？　なんだか変だよね？」

　亜理紗は口の中いっぱいにパンを詰め込みながら答える。

「サーネー。亜理紗ってば、グッスリプースカだったから、全然知らにゃ～い」

　みどりは彼女の様子をしばらく見ていたが、閃ひらめいたとばかりに手を叩たたいた。

「わかった！　ゴミを詰め込みすぎのポリバケツ！」

「別にモノマネなんてしてないでス！」

　亜理紗は必死になって反論するが、確かにその様子はバケツにも見えなくもなかった。



　授業中、智ともはずっと幽霊事件のことを考えていた。そのせいかどうかはわからないが、またしてもみのりに正座をさせられる放課後を送ることになる。

「はい正座ー」

　今度は古臭い体育館の体育用具室である。その出入り口には、わけもわからず見張り番をやらされている早さ苗なえの姿が見えた。

「お兄ちゃん、どしたの。まだなの、あたしと小林こばやし先輩のアッチッチはよ」

「すみません、まだです。もうちょっとお待ちください」

「待て待てって、ソバ屋の出前じゃないんだからさ。早くして欲しいんですけど！」

　崩くずれそうな跳び箱を、みのりは勢いよく蹴けり上げた。こいつ、こんなに凶暴だっただろうか、と智は怯おびえる。鐘かねノの音ねの空気が、彼女をそうさせているのかも知れない。

「で、今までお兄ちゃんが仕入れたネタ、出して」

「ネタ、ないんですけど」

「飛んでみ」

「はい？」

「いいから飛んでみ！」

「ひいっ」

　彼はわけもわからずその場で飛び跳はねる。ポケットの中で小銭がジャラジャラと音を立てた。

「あんじゃん」

「いや、これは小銭だもんで」

「いいから出す」

　どうして実の妹から小銭を巻き上げられなくてはならないのだろうか。三年になって、もうカツアゲなんてないと思っていたのだが（二年の頃ころから総長と一緒にいたせいで、そんなことなかったのだが）、まさかこんなことになろうとは。世の中ってスペシャル。

「っだよ、五六〇円て。今どきの小学生だってもっと持ってるよ！」

「は、はいっ！」

「という冗談はさておきまして」

　みのりは小銭を自分のピンク色の財布にしまいながら言った。冗談なのでは？

「あのね、お兄ちゃん。あたし本当に待ってるんだからね。なんもないの？　小林こばやし先輩の情報ってば」

　智ともの頭に真っ先に浮かんだのは、やはりあの手紙のことだ。しかし、もっと爽さわやかに妹に提示できるような情報がいいに決まっている。あんな重いネタ、ワイドショーでもモザイクなしでは取り扱わないだろう。

「なにその顔？　なんか隠してるでしょ？」

「ません。ません。ません。ません」

　その時彼の脳裏に、広大なサバンナの風景が広がった。追いかけるライオン、逃げ惑うインパラ。そして、それが記憶の取り違いだということに気づくと、今度は毒どくガスの顔が思い浮かんだ。

「あ！　そうだ。樹いつきってば、夜中に風ふ呂ろに入るらしいぜ。同室のやつが言ってた」

「ほっほっほっ。じゃあそのお風呂でネタ収集してらっしゃい。二人っきりなら会話も弾はずむでしょう。なんなら裸の付き合いっての？　背中の流しっこでもしてきなさい」

「わかりました。これでバッチリですな。ほっほっほっ」

　もはや今どき時代劇でも出てこないようなベタな悪わる巧だくみに、二人はほくそえんだ。

　そして、ドアの隙すき間まから漏れてくる笑い声に、早さ苗なえはただ怯おびえ、ただ体を震わせるのであった。



　そして誰だれもが寝静まる丑うし三みつ時どき。智はコッソリと部屋を抜け出した。

　樹と同室の毒ガスの情報によると、彼はこの時間帯に入浴しているらしい。

　折りしも、校舎での幽霊騒動があった直後である。智はほんの少しだけ幽霊に怯えながら、寮から徒歩三分ほどの場所に建っている風呂場へと向かった。

　夜よ露つゆで湿った葉が、サンダルの下でペシャリペシャリと嫌な音を立てる。

　月明かりだけが頼りの道を、懐中電灯もなしに彼は歩き続けた。

　しばらくすると、風呂場の電気が点ついているのが見えた。しかし、全すべてを照らすほどに明るいわけではない。ごく一部だけ、限られた空間だけを照らすほどの照明が浴場を浮かび上がらせていた。

　なるほど、これぐらいだったら遠くから見た限りではわからない。夜中にわざわざ風ふ呂ろ場まで見回りにくる職員もいないから、穴場と言えば穴場だ。

　木造の半露天風呂になっている脱衣所のドアをカラカラと開け、男物のシャツが脱いであることを確認してから智ともも洋服を脱いだ。

　中からは川の流れるような音が小さく聞こえてくる。それと同時に、誰だれかが薄暗い湯船で動く気配も感じる。

　智は確信に満ちた表情で、浴場へのドアを開けた。

「やー！」

　できるだけ爽さわやかに、あくまで自然に。そんなナチュラル志向の挨あい拶さつを心がけたが、夜中のお風呂にそれは似合わない。湯船に浸つかっていた樹いつきは、驚きの声をあげた。

「わあああ！　な、なんですか！　先輩、なんでここに!?」

「いや、ちょっと汗かいちゃってね。あんま大声出すなよ、先生くるからさ」

　樹は黙ったまま、湯船の一番奥へと逃げるように移動した。

　ふふ、しかしいくら逃げても無駄なのだよ樹くん。智はシャワーで体を流すと、ゆっくりと湯船に浸かる。

「う……思ったより熱い……」

　いつも複数で入っているために温くなっていたお湯は、今は沸点ギリギリまでに設定されているようだ。もちろんそれは彼の体感温度でしかない。実際は銭湯の一番風呂で、なじみのおじいさんが「カー！　熱いネー！」とか言ってる程度の温度だ。

「今日はよー、樹と仲良くなろうと思ってよー」

　そう言いながら、智は奥へ奥へと移動する彼をジリジリと追い詰める。乳白色の湯船が、二人の体を包み込んだ。

「あの、こういうの迷惑なんですけど」

　樹は肩まで湯に浸かりながら、非難の声を上げる。しかし、智にはそんなことなど関係ない。

「いーじゃねーかよー、男同士、裸の付き合いだ。はぁはぁ」

　既すでにのぼせぎみの智は、なんとか樹の近くまでいくと、空から元気を出してアッハッハと肩を叩たたいた。彼の体は思ったよりもスベスベしており、白く透き通った肌をしている。

「なんだお前、ずいぶん白いな。あれだぞ、カイワレ大根か」

「そんな言い方すると、カイワレ協会の人が怒りますよ」

「しらねーよ、カイワレー。俺おれ、くわねーもん」

　樹は智から逃げようと、後ろを向くと一瞬だけ立ち上がった。なだらかな曲線を描いた背中が、男だというのに妙に艶なまめかしい。高校生にしては狭い肩幅が、彼の華きや奢しやな体を象徴しているようだった。むきたての桃みたいなお尻しりが目の前で揺れているのを見ていると、智はなんだかヘソの下がムズムズするのを感じる。見ようによっては女の尻に見えないこともない。かと言って、男の体を見て反応してしまうのは切なすぎる。

「いかんいかん」

　と言いつつも、彼は樹の尻に釘くぎ付けになってしまった。年下の男の下半身に注目する男、藤ふじ本もと智とも。なかなか嫌なキャッチフレーズである。樹のお尻をよく見ていると、ほんの少しだけ産うぶ毛げが生えているのがわかった。彼は、からかい半分でそれを指摘する。

「お前、ケツに毛、生えてんぞ」

「生えてません！！」

　樹いつきはそう言って湯船に浸つかると、それっきり立ち上がろうとはしなかった。

「なんだお前、毛が気になんのか、毛が」

　アッハッハと繰り返し笑う智だが、樹は相変わらず肩まで深く湯の中に体を沈めている。この温度でその姿勢。よく耐えられるものだ。

　智は自分の限界を察し、立ち上がると湯船のふちに腰をかけた。

　夜風が体を冷やし、果てしなく心地よい。もしかしたら、樹はただ単にこれが目的なのではないかと思うほどの快感である。

「先輩、見えてますけど」

「いーじゃん、男同士なんだしさー。俺おれもさっきお前のケツ見たし」

　と言いつつ、タオルで股こ間かんだけは隠す智。

「俺はお前と背中流しっこするまで出ないからな」

「なんでですか。出てってください」

　樹は不満そうに頬ほおを膨らませた。その動きがかわいらしく、思わず彼はクゥと唇を噛かんだ。いるのだ。男のくせにカワイサアピールしちゃうやつが。

　樹は、そういう女々しい男の代表格である。智はビニール袋で包んだメモ帳に、こいつムカつく、でも男のくせにゴックンボディ、とひとまずメモする。

「大丈夫。今日のメモは防水加工」

「いいから帰ってください」

　なかなか樹は湯船から体を出さない。やはり、なにか秘密があるのではないか。

　しかし、正直なところ、秘密はあの手紙だけで十分ともいえる。あれ以上の隠しだまを出されても、智には受け止める自信がないのだ。

「あつい」

　樹はそっぽを向いて言った。

「ね！　ね！　ね！　熱いでしょ！　ほら、出て火ほ照てった体を冷やそうよ！」

「我慢します」

　強情である。既すでに樹いつきの顔は、さくらんぼのように赤くなっている。

「…………」

　そんな彼を見て、智ともは思った。あれだな、ちょっとカワイイな。さすが、みのりが惚ほれただけのことはある。男から見ても、なかなか愛くるしい。

　もしかして、男の自分でも彼のことを本当に好きになるかも知れない。そう智は感じた。思い込みのせいだろうか。一いつ旦たんそんなことを考えはじめると、妙に樹が気になってしまう。一緒にデートしているところを想像して、まんざらでもないかなとニタリ。

　ああ、なんだか自分が危険な領域に近づいている気がする智であった。

「な、なんですか、なにニヤニヤしてんすか」

　普段はクールを装っているが、こうしてやせ我慢している樹を見ると思わずいじめたくなってしまう。智は、意地悪そうに尋ねる。

「樹ちゃん。出ないの？」

「出ない」

「なんで？」

「…………」

　ぶくぶくぶくと、彼は鼻の辺りまで湯船に沈んだ。挑発的な態度である。こんなの全然熱くないからねー、という意思表示だ。しかし、それに乗せられるほど智はバカではなかった。苦しそうな樹を見ながら、彼は風でめくれたタオルをチョチョイと直す。

「あっはっはー、バッカで。俺おれはずっとここにいます。熱いのきみだけ。ど？」

「…………」

　寒い日のプールで唇を紫にしている男子を見たことはあったが、熱い風ふ呂ろで耳まで真っ赤にしているやつは見たことない。

「どっちにしろお前の負けだ樹！　出てこい！　んで裸の付き合いすんべ！」

　カラカラカラ。不意に乾いた音が響き、体にバスタオルを巻いただけの姿でみのりがスタスタスタと現れた。

「おじゃましまーす」

　呆気あつけに取られている二人を尻目に、彼女はパシャパシャとオケを使って体にお湯を何度かかける。

「あちあち」

　などと言いながら、みのりはサボンと湯船に浸つかった。

「ぷはー。いいお湯ですな」

　そして沈黙の六十秒後。ようやく、男子二人のスイッチが入った。

「なにしてんだこらー！　みのりー！」

「わああああああ！　みのりちゃんー！」

　半裸のままリラックスしていた智ともは、急いで湯船の中へと飛び込む。樹いつきはなんでこんなことになっているのかわからず、とりあえずさらに深く湯船の中へと潜った。ほとんど潜水である。

「だって、お兄ちゃんがしっかりしてくんないんだもん。きちゃったよ。あちー」

「あちーよ！　マジで！　お前、のぼせたらどうすんだ！」

「じゃあ出る」

　立ち上がると、水分を含んだタオルがみのりの体のラインをはっきりと浮き上がらせた。久しぶりに見た彼女の体は、出るとこはポヨヨンと出て、引っ込むところはキュッと引っ込んでいた。

「出るなこらー！」

　智は急いで彼女の頭を掴つかみ、ボコボコと底まで沈めた。最初はバタバタと暴れていたが、一分を過ぎた頃ころにようやく大人しくなった。智は様子を見ながら、ちょっとずつ、ちょっとずつ手を離す。その瞬間、海面に浮かび上がる巨大怪獣のように彼女は顔を出した。

「ぼこぼこぼこー！　なにすんのー！　出ろって言ったでしょ！」

「でも出るな！　つうか入ってくんな！」

　兄妹きようだいで言い争いをしている最中に、樹は二人から離れるように湯の中を泳ぐ。既すでにヘロヘロである。



    

  
    
      



    

  
    
      「樹いつき！　出るな！　お前の汚いもん、俺おれのみのりに見せたら殺す！」

　みのりは愛いとしの樹の悪口を言われ、必死で反論した。

「えー！　小林こばやし先輩のは汚くないもん。ねー、せーんぱいっ」

　樹はしばらく黙っていたが、半分お湯につかった口でポソリと言った。

「きたない」

「やっぱなー！」

　彼の言葉を聞き、智ともは立ち上がって力説を始めた。

「ほら！　汚いって！　あいつも男なんだから汚いんだよ！　男には乾いてる部分と湿ってる部分があるけどよ、なんちゅうか、こう、こことか」

「指さして見せるなボケ！」

　さっきの仕返しとばかりに、智はみのりの手によって海底深く沈められる。ありがとう僕らの藤ふじ本もと兄。さようなら、みんなの藤本兄。

「死ぬだろがー！」

　藤本兄・再び。

「お兄ちゃんが変なとこ見せるからでしょー！　もう変態！」

　こうして我慢大会が始まった。樹はどうやら裸を二人に見せたくないらしい。修学旅行の入浴時に、海水パンツをはくタイプだ。みのりは智の裸を見たくないので、彼を出したくない。智は、みのりに裸を見られたくないから出られないし、樹に彼女の裸を見せたくないので出させるわけにもいかない。奇妙でいびつなトライアングルがここに成立していたのだ。してないか。してないな。

　三人は見つめ合い、これからどうすんだろなーと考える。緊迫した空気、立ち昇る硫い黄おう臭を含んだ湯煙。

「ギブです」

　みのりは早速立ち上がろうとするが、すぐに智に頭を押さえつけられた。

「だからダメだって言ってんだろがよ！　禁止！　出るの禁止！」

　彼女はふてくされたような表情で、再び肩まで湯につかる。

　そして沈黙。緊迫した空気、立ち昇る硫黄臭。

「あ、俺おれギブ」

　今度は智が立ち上がろうとするが、咄とつ嗟さにみのりが足を持って湯船に引きずり込む。

「見たくないから！　本気で見たくないから！」

　彼は仕方なく胸の辺りまで湯につかる。その様子を、真っ赤な顔をして黙ったまま見ているのが樹だ。たまにブクブクブクと口から空気を出しているのを見て、みのりが「かわいー、小林先輩かわいー」と騒ぎ、智がそれを制する。かわいいっていうか、ヘルプコールみたいなものだと思う。

　三十分後。

　そして誰だれもいなくなった。湯船には、藤ふじ本もと兄妹きようだいがプカプカと浮きあがり、樹いつきは勝ち誇ほこった顔で牛乳を腰に手を当てて飲んでいた。どこから調達した牛乳かは不明だ。

「さて……どうすっかな」

　彼はパシャパシャと湯船に波紋をたてると、その通りにプカプカと動く二人を見ながら途方に暮れていた。



　智ともが目を覚ますと、そこは保健室だった。まだ日が昇る前、薄暗い部屋の中で樹がイスに座っているのが見えた。

「あ、気がつきましたか？」

　智は自分が置かれた状況に気づき、慌あわてて服を確かめる。すると、きちんと入浴前の洋服を着ていた。

「お前が着せてくれたんか」

　樹はまだのぼせているのか、頬ほおを染めて「はい」とだけ答えた。

「そうだ、みのりは!?　お前、みのりの裸見たんか!?」

「大丈夫です、安心してください。見てないです」

「そ、そうか……」

　智は安心してベッドに寝転がった。

「見ちゃいけないと思って放置です」

「よくねえだろ！」

　飛び起きた。

「嘘うそですよ。千種ちぐさ先生に頼んで救出してもらいました。今頃いまごろ女子寮で寝てます」

「そ、そうか……悪かったな、手間かけさして」

「いえいえ」

　樹は面白そうに笑った。普段の彼からは想像できない笑顔だった。

「なに笑ってんだよ」

　智はなぜか突っかかりたくなり、意味もなくふてくされる。

「いや、面白い兄妹だなって思って」

　彼は、なぜか顔が赤くなるのを感じた。まだのぼせているのだろうか？　それとも、みのりのことをバカにされたのが腹立たしかったのだろうか。しかし、不思議と嫌な気分はしない。

「俺おれもむちゃするけど、あいつもむちゃだよな。本当、女のくせになにしてんだか」

「そうですね。そっくりだと思いますけど」

　なにが？　と聞く前に、既すでに樹いつきは視線を逸そらして口笛を吹いていた。その姿が妙に滑こつ稽けいで、智ともは笑ってしまう。

「なに笑ってんすか。助けてあげたのに」

「まあな。悪い悪い」

　そうか、ちょっと楽しいと思っているんだ。智は自分の気持ちに気づいた。でも、どうして男と戯じやれているだけなのに楽しいのだろう。しかも、相手は自分の恋こい敵がたきだ。さらに、どこかで恋人を妊娠させた……。

「あれ、また怒った。難しいですね、先輩は怒ったり笑ったり」

「みのりに似たのかもな」

「逆じゃないですか。藤ふじ本もと先輩にみのりちゃんが似たんですよ、きっと」

　おかしそうに樹は笑った。智はいとも簡単に、その微びし笑ようにつられてしまう。おかしいな、どうしてこんなに笑ってしまうのだろう。

「そうだ。お前、姉ちゃんいたんだよな」

　その話題を出した途端、樹の表情はかたくなった。しまったと思ったが、もうさっきまでの笑顔が彼に戻ることはなかった。

「姉ちゃんの話はいいです。あんまり、家族の話はしたくないですね」

「なんで？　なんか悪いことでもあったの」

「……じゃ、俺おれ、帰りますから」

　樹はいつものように、ぶっきらぼうに保健室から出て行った。智は、その話題を出してしまったことを後悔した。だけど、どうしてこんなにも後悔しているのか自分では理解できなかった。もしかして、という考えはひとつだけあった。

　もしかして、樹の笑顔をもっと見ていたかったのではないか。もっと、ずっと彼の話を聞いていたかったのではないだろうか。

　しかし、彼の考えは掴つかみ取る前に、明け方の闇やみの中に消えてしまうのだった。



　数時間後。完全にフラフラの状態で三人は食堂に集まった。総長は不思議そうな顔をして三人を見比べていたが、まあなんかあったんだべや、と軽く納得するに留とどまった。

　みのりは一年生のクラスメイトのテーブルで、具合悪そうにうなだれている。樹も同じように、窓際の席で一人でうつむいている。

　智はそんな二人を見て、かわいらしいなと思った。自分もまったく同じ状況であると言うのに。

　……かわいらしいなと思った？　二人を見て？

　彼の中で、昨日からの疑問が大きく膨らんだ。みのりを見て愛らしいと思うことは今まで何度もあった。しかし、樹を見ても同じような感情に包まれてしまう。

　ふと視線を走らせると、双ふた葉ばと亜あ理り紗さがニヤニヤとした目つきで見ている。

　智ともは慌あわてて平静を装い、自分はストレートであります、となぜか軍人口調で考える。

「なあ智、ちょっといいべか？」

「あ!?　俺おれは普通だぞ！　変態じゃねえぞ！」

「な、なにがよ!?　なにがよ!?」

　総長に食ってかかった自分に、智は驚いた。こういうのって、なんか変ですよね。

「そうじゃなくてよ、例の肝試し大会のことなんだけどよ。ここだけの話、中止にしようかと思ってんだべや」

「中止に？」

　智の顔が曇る。どうして顔が曇ったのか、すぐに考えてしまう自分が怖かった。しかも、その答えがハッキリとわかってしまうのも。

「ああ、ほらよ、校舎であんなことがあったべや。だから、ちょっと危険だべってことに会議でなってよ」

「会議でなった？」

「ああ、俺の頭の中でな。俺会議でよ」

「はいはい」

「そんなわけでよ、樹いつきにも伝えておいてくれよ。実行委員、中止だってな。悪いな、協力できなくなってよ」

「いいよ、気にすんなよ。はは、あははは」

　自分の笑顔が、完全に作り物だということを智は自覚していた。

　肝試しが中止になり、樹と一緒にいられなくなるのが嫌なのだ。

「そうだ、堀田ほつた。ちょっとパイポくれるか？」

「あ？　ええけど、あんでだべ？」

　彼には、ハッカみたいにクールに装う必要があったのだった。



　朝食後、智は樹の部屋へと向かった。授業が始まる前に、肝試し大会の中止の旨むねを伝えなくてはならないからだ。総長と話し合った結果、今の状況で夜に出歩くのは危険だと判断した。まさか幽霊が本当にいるとは思わないが、現に男子が一人犠ぎ牲せいになっている。幽霊以外のなにかが潜んでいてもおかしくはないのだ。

「樹、入るぞー」

　引き戸を開けると、部屋の中心に樹は寝そべっていた。智が入ってきても起き上がる気配はなく、声だけで返事をする。

「あのな、それが先輩に対する態度か？」

「調子悪くてですね、ちょっとですけど」

「いいから立て。お前には朗報だ。肝試しが中止になった」

　樹いつきはそれを聞き、ゆっくりと上半身だけを起こした。

「別に嬉うれしくないですよ。ただ、俺おれはやりたくないってだけで。やりたいやつが勝手にやればいいじゃないですか」

「そうもいかねんだな。ま、色々あんだけどさ」

　智はそう言ってポケットからパイポを取り出す。

「わ、不良だ。タバコ」

「ちげーよ。禁煙パイポ。堀田ほつたからもらったの」

　銀紙でできたパッケージから、パイポを二本取り出すと、一本を樹に渡した。

「吸え。スースーすんぞ。ハッカだかんな」

　樹は黙ってそれを口にくわえた。人工的な緑の味が口の中いっぱいに広がる。

「昔、俺、タバコ吸ったことあるんですけどね」

　彼はパイポを指に挟みながら言った。智ともは、とくに意識することなくその話を聞く。

「不良に憧あこがれてたっていうか、悪くなりたくて。あー、ちょっと違うな。タバコってほら、十代にとっては反抗の象徴じゃないですか。ダメって言われてることをしてしまうってことが。だからね、マイセン買って、思いっきり吸い込んだんですよ」

「で、どしたの？」

「泣きました。むせて」

　樹はミント味と書かれたパイプを、タバコのように吸い込んで笑った。智ともにも似たような経験があったからつられて笑ってしまう。

　確かみのりが小学校の頃ころ、当時流は行やっていたテレビドラマの中でタバコの煙で輪を作るシーンがあったのだ。彼はそれを彼女にせがまれ、吸えもしないタバコを何度もふかした。肺に入れるとむせかえるので、口の中だけに煙を充満させ、なんとか輪を作ろうとした。しかし、何度やっても輪はできずに、期待に満ちた目で見ていたみのりは、いつの間にか近所の友達と遊びに行ってしまった。

　智はそれでも一人で輪を作り続けた。ようやく小さな輪ができたのを見たのは、みのりではなく父親だった。

　父親は彼を殴なぐりつけ、母親はそれを泣きながら止めていた。

　そんな母親の陰で、みのりがなにかを我慢しているような顔で立っていた。

　ようやく父親から解放された頃、みのりは智に抱きついて大声で泣き出した。まるで小さな台風がやってきたようだと彼は思った。

　ごめんなさいごめんなさいと何度も彼女は繰り返した。

　智は、大丈夫だよ、大丈夫だよと言って安心させようとする。しかし、なぜか涙が止まらなかった。口の中が切れて痛かったのもあるし、せっかくできた輪を彼女に見せてあげられなかった悔しさのせいでもあった。

「俺おれ、姉ちゃんがいるって前に言いましたよね？」

「ああ、言ってたな」

「大嫌いなんですよ」

　智ともは、樹いつきが自分のことを話し出したことに驚いた。しかし、その驚きは顔には出さず、わざとなんてことないふうに話を聞く。

「姉ちゃんばっかりかわいがられて、俺はいなくてもいい子供だったんです。望まれていない子供だったんです」

　子供、という言葉で智は手紙のことを思い出した。赤ちゃん。もうすぐ生まれる赤ちゃん。その子も、樹にとっては望んでいない子供なのだろうか。だから恋人からの手紙を、読みもせずに捨てているのだろうか。

「今日はやけに素直だよな」

　もしかして、彼は自分に心を開いてくれたのかもしれない。そう考えると、少し浮ついた気持ちになった。だが、樹の返事がその考えを打ち砕いた。

「ところで先輩、手紙持って帰ったでしょう？」

　樹は責める様子もなくそう言った。智は、ただ黙って頷うなずく。

「なんて書いてあったんですか？　俺、読んでないんですけど」

　チカチカと、何度か蛍光灯の灯あかりが点滅すると、それっきり薄暗くなってしまった。朝とは言え、森に囲まれた寮の中は雲の動きひとつで暗くら闇やみにもなる。

「赤ちゃんが生まれるって書いてあった」

　樹はなにも答えなかった。智は立ち上がり、部屋から出ていこうとする。

「読めなかったんですよ。ずっと。あの人からの手紙」

　背中越しに、樹の声が聞こえた。智には、いつもとは違う頼りない声に聞こえた。あるいは、以前からそうだったのかも知れない。ただ、智が樹のことを誤解していただけとも言える。

　彼は、いつも一人でいることが好きな、ふてくされた少年ではなかったのだ。

　彼は、一人でいることしかできない、孤独な男の子なのだ。

「とにかく、肝試しは中止だからな」

「わかりました。ちょっとだけ残念ですね」

「え？」

「先輩と……」

　樹がなにかを言おうとした途端、廊下から複数の男子が走ってくる音が聞こえた。

「中止はないっしょぉ～！」

「ねえだろー！」

「ないでごわすー！」

　そのまま三人は、智ともに突っ込むと、ごろごろと廊下の隅まで転がった。まさに衝撃映像。樹いつきは慌あわてて立ち上がり、事故現場へと向かった。

「藤ふじ本もと先輩！　大丈夫ですか！」

「大丈夫じゃねえよ！　バッチグーと一いち番ばん星ぼしと天てん神じんだぞ！　何キロあんだ！」

　三バカに埋もれながら、智は力の限り返事をする。

「はぁはぁ、藤本先輩、おいどん、肝試しでオナゴとチョイチョイできるかなって、それだけを楽しみにしていたでごわすよぉ！」

　まず天神が目を覚まし、意識が朦もう朧ろうとしている智に掴つかみかかった。次に一番星が頭を振りながら彼の胸元に顔を埋める。

「おおおおう、先輩、女とのチャンスを！　女と接触するチャンスをおぉおお！」

　バッチグーは相変わらず気絶したままだ。

「おいどん、マジ、オナゴとチョイチョイできなかったら先輩を殺すでごわすよ！」

「そうだ、いくら先輩だからって、肝試し中止は許さないですからね！」

　バッチグーは気絶したままだ。

「どうなんでごわすか！　やるでごわすか、中止でごわすか！　返答次第で、首の骨折るでごわすよ！」

「先輩、ハッキリしてください！」

　バッチグーは……。あれ？　バッチグー？　バッチグー？　死んでる!?

「う……うぅん……全身が痛いっしょぉ……」

　あ、生きてました。

「わ、わかったよ、肝試しはやるから、やるから」

　智が脅おどされながら返事をすると、ようやく二人は彼のことを離した。

「ふぅ、安心でごわす。だから藤本先輩って好きでごわすよ。そしたら、おいどんはプチ整形を自分で試してみるでごわすよー！」

「待て待て、俺が先だ！　俺が先だかんなー！」

　二人は叫さけびながら、ドタドタと廊下を走り去った。もちろんバッチグーを思い切り踏みつけて。

「ちょっと先輩、いいんですか、あんなこと言って」

　樹は腕組みをして智を見下ろしている。こうして下から見ると、まるで、みのりに叱しかられてるみたいだ。

「だってしょうがねえだろ、あそこまで言われたら」

　ちなみにバッチグーは気絶したままだ。

「総長になんて言うんですか？」

「そ、そうだな……堀田ほつたには……」

　バッチグーは……。あれ？　バッチグー？　バッチグー？　バッチグー！！



「そうか……バッチグーが死んだか……」

　総長は心底悲しそうな顔してパイプをくわえた。

「いや、大事なのはそこじゃなくてですね、肝試しを続行するかどうかなんですけど」

　智ともにより三年の寮にまで連れてこられた樹いつきは、仕方なく事情を説明する。

「一いち番ばん星ぼしと天てん神じん、もうあれは止められないですよ」

　それに智が付け加えた。

「だけどもよぉ、校舎であんなことがあったんだから、続行するわけにはいかねえだろがよ」

「大丈夫です、あたしが解決します」

「わあああああああ！」

　男子三人が驚いて声を上げる。いつの間にいたのだろう、みのりが智の後ろにチョコンと正座をしていた。

「あ、昨晩はお世話になりましたー、藤ふじ本もとみのりです。小林こばやしせんぱーいっ」

　目からハートマークを出しながら、彼女は樹に手を振る。智は必死になってみのりを押さえつけ、二人にばれないように小声で問いただした。

「みのり！　なんでここにいんだよ！」

「だってお兄ちゃん、いつになっても小林先輩と進展させてくんないんだもーん」

「だからって、勝手にここにくんなって言ってあんだろ！　ゾンビに見つかったら、ズンビィーパウダーふりかけられるぞ？」

「なにそれ、誰だれよゾンビって。いいじゃんねー、そーちょー」

「うん、いーよぉー」

　みのりが笑顔で近づくと、総長はデヘヘと顔を崩くずした。なんとわかりやすいことであろう。女子に免めん疫えきのない男子は、ヒャクパーこうなるものだ。

「小林先輩だって、いいよねー？」

「あ……。ああ」

　樹は視線を逸そらせて返事をした。その姿にみのりは、またもや胸キュンしたようだ。

「やだやだやだ、めっちゃめちゃピュア！」

「ちょっと、いいからこっちこい！」

　智はみのりを抱きかかえ、寮の廊下へと連れ出した。総長は、僕もいつか女の子を抱きかかえておうちに持って帰りたいな、と心に誓うのであった。

「なによ、離してよ！　離してってば！」

　廊下の一番隅までくると、智ともはようやく手を離した。みのりは捲めくれあがったスカートを手でパタパタと直しつつ、彼に向かい合う。

「なにすんの！　おパンツ見えたでしょ！　それにお兄ちゃん、全然協力的じゃない！」

「んなことねえよ！　樹いつきのこと調べたんだからな！」

「じゃあなに、なにがわかったの！」

　そこで智は黙ってしまう。樹にまとわりついて、唯一手に入れたのが、あの恋人からの手紙だ。しかも内容は、もうすぐ赤ちゃんが生まれるというショッキングなものである。これは、果たしてみのりに伝えてしまっていいのものであろうか。

「いや、よくねえぞ！」

「なにがよ！　わかんないわよ！　はしょりすぎよ！」

「とにかく、樹はみのりには向かない。だからダメ。禁止。樹、禁止！」

　みのりはなにか反論しようとしたが、唇を強く噛んで黙ってしまった。

　しばらくすると彼女は、パレードの後の風船のように頼りなくしぼんだ。

「お兄ちゃん、あたしの恋愛邪魔してるだけでしょう？」

　ようやく絞り出された言葉に、智は驚いた。

「だってさ、昔からそうじゃん。あたしが他ほかの男の子と仲良くしようとすると、すぐ意地悪してさ」

「意地悪なんてしてねえだろが」

「してるじゃない！　今回だってそうでしょ？　小林こばやし先輩のこと調べる調べるって言って、全然結果出てないじゃない。なに？　じゃあ、あの人のなにがわかったの？　答えてよ！　全然わかんないよ！」

「みのりにはわかんないことだってあんだよ、いいからあきらめろ！」

「お兄ちゃんだって気づいてるでしょ？　あたしに恋愛感情持ったってしょうがないって。そんなの意味ないって、わかってるでしょ!?」

　智の心は一瞬で凍りついた。皮膚の感覚さえなくなってしまったみたいだ。

「お兄ちゃん、あたしのこと好きって言ってくれるけど、それっておかしいよ。だって、お兄ちゃんが妹に恋愛感情持つなんて聞いたことないもん。それに、お兄ちゃんだってあたしのこと好きなままじゃダメだってわかってるくせに。それなのに、どうしてあたしのことを手放すことができないの!?」

「みのり……」

「あたしだってお兄ちゃんのこと好きだよ？　大好きだよ？　だけど、好きになってもしょうがないじゃん。どうすることもできないじゃん。だったら早く他の人を好きにならせてよ！　お兄ちゃんから解放してよ！　あたしお兄ちゃんのオモチャじゃないもん！　あたしはずっとお兄ちゃんのこと好きでいるお人形さんなんかじゃないもん！」

　冷たく凍りついた心に、大きなヒビの入る音が聞こえた。それは、彼自身がみのりの頬ほおを叩たたく音だった。

　彼女は、叩たたかれたことが夢の中での出来事だったみたいに、自分の頬ほおを手でおおった。

「みのり。俺おれは、お前のこと人形だなんて思ってないからな」

「嘘うそばっかり。だったら早くあたしを自由にしてよ！　邪魔しかしてないじゃん！　お兄ちゃんのバカ！」

　みのりはそう言うと、ドアを開けて寮から出ていってしまった。追いかけようとしたところを、不意に誰だれかに腕を掴つかまれる。振り向くと、そこにいるのは樹いつきだった。

「先輩、今は追いかけたらダメですよ」

　その言葉を聞いた瞬間、智ともの頭の中に手紙の文字が浮かび上がった。



　そうそう、お腹なかの子は元気に育っているみたいです。もうすぐ生まれると思いますよ。



「先輩？」

　気がつくと、智は樹を殴なぐっていた。なんでこんなやつに、大切なみのりを奪われなくてはならないのだ。なんでこんなやつに、どうこう言われなくてはならないのだ。

　その一方で彼の中には抑え切れない別の感情も確かに存在していた。

　それは……。

　樹は廊下に倒れこみ、そのまま動かなくなってしまった。

「智！　なにしてんだべや！」

　総長は慌あわてて走ってくると、大事そうに彼を抱きかかえた。樹の目はどこか遠くを向いており、意識がないことは確実だった。

「おい、お前が保健室まで運べや」

「なんで俺が!?」

「お前がやったんだろがよ！　ケジメつけろや！」

　いつになく強い調子で彼は言った。智は仕方なく、グッタリとした樹を背負って保健室まで運ぶことにした。



　授業の始まりを告げる鐘が大きな音で鳴り響いた。保健室に樹を運ぶと、千種ちぐさが驚いて彼を抱え込む。

「ちょっと、どうしたの？　ケンカ？」

「まぁ、そんな感じです」

「そんな感じじゃないでしょ！　ほら、ベッドに運んで！　手伝うの！」

　壁際のベッドに運ぼうとすると、そこではバッチグーがウンウンと唸うなりながら眠っていた。仕方なく、隣のベッドに樹いつきを寝かせる。

「彼ね、男子寮で拾ったのよ。グッタリしてたから。まあ、寝れば治ると思うけどね。さて、こっちの子はどうかしら？」

　千種ちぐさは樹の目にペンライトを当て、それらしい動きを何度かした。智ともにはそれが、お芝居の中のワンシーンみたいに見えた。

「あら……この子……って。やっぱり……なるほどね。この子ね」

　千種はカルテのような物を見ながら、フンフンと頷うなずいた。ベッドで寝息を立て始めてた樹の頭に氷ひょう嚢のうを乗せると、黙って立っている智の前のイスに座った。

「あなたも座ったら？」

　智は返事に聞こえなくもない息を漏らして、ゆっくりとイスに座る。

「なにが原因なの？」

「別になんでもないです」

「あ、出たわね、若い子特有の『別に』ね。まいったわね、そういうの。寝てる彼に話を聞くわけにもいかないしね」

　千種はベッドと智を見比べながら呟つぶやく。

「あ、そうだ。さっき、妹さんきたわよ？　お兄さんに叩たたかれたって」

「え!?　みのりが!?」

　智の反応があまりに大きかったのが面白かったのか、千種は少しだけ笑った。

「なに、自分で叩いたんでしょ？　それなのに驚いたりして。そうだ、彼女……みのりちゃん？　言ってたわよ」

「なんてですか？」

「ごめんなさい、って」

　智は、胸の奥が痛むのを感じた。消しゴムの中に埋め込まれたシャーペンの芯しんみたいに、ややこしい種類の痛みだった。

「あとね、絶対やり返してやるって」

「あはは。あいつらしいです」

「みのりちゃんに、小林こばやしくん。二人もいっぺんにね。なんで叩いたりしたの？　なにかあったの？」

　智は黙っているつもりだったけれど、なぜか言葉がボロボロとこぼれ出してきた。どうしてかわからないが、プリンターの用紙みたいに、次から次へと考えが印刷されて飛び出てきてしまう。

「みのりのやつ、俺おれが恋愛を邪魔してるって言うんです。俺があいつのこと好きだから」千種はボールペンのノック部分を軽く唇で挟んだ。以前のように、繰り返しノックしたりはしていない。

「そうなの？　妹さんのこと好きなのはいいことなんじゃないの？」

「自分でもちょっと度を越してるって思うんですよね。だから、いつか離れなくちゃって思うんですけど。でも、なかなかできなくて。俺おれ、あいつのこと邪魔してるんですかね」

「うーん。彼女がそう言うんなら、そうなんじゃないの？」

　真っ白な世界で、ぼんやりと黒いライトがひとつだけ点ついた気がした。明るいんだか暗いんだかわかったものじゃない。

「藤ふじ本もとくんは、彼女以外の女の子と仲良くする気ある？」

「別にないです。俺はみのりだけいればいいから」

「別に、ね。それって彼女に依存してるってこと？」

「依存じゃないです。俺が守ってやらなきゃって思って」

「女の子は怖い？」

「別に怖くないですけど」

「なにか言われるの、怖くない？　傷つけられるんじゃないかなって思ってない？」

「思ってないですけど」

「自分に嘘うそついてない？　本当に怖くない？」

「怖くないです」

「嘘」



    

  
    
      



    

  
    
      　千種ちぐさははっきりと、智ともの目を見て言った。

「嘘うそ」

　もう一度。さっきとまったく同じ調子で言った。

「なんで嘘だってわかるんですか！　そんなの俺おれの気持ちだから、先生にだってわかるわけないじゃないですか！」

「わかる」

「なんでですか!?」

「わたしだって、怖いもん。男の人」

　ずっと真剣な顔をしていた千種が、ふっと表情を崩くずした。

「男の子はね、女の子のことが怖いものなの。女の子は、男の子が怖いの。それが男の子、女の子」

　だけど、わたしはもう女の子じゃないけどね、と言って彼女は笑った。智は、なんと答えればいいのかわからなかった。

「怖いものなのよ。だって、ただの他人じゃない。安心できる理由の方がないわよ。だけどね、そういうふうに傷つけあって、近づいて、また離れて、繰り返して繰り返して繰り返して、やっとわかりあえるものなの。だから、最初から距離を飛び越えることなんてできないの」

「それとみのりがどう関係あるんですか」

「あなたはみのりちゃんが相手だと、安心することができるのよ。だって小さい頃ころからずっと一緒でしょ？　それに兄妹きようだいだから、あの子はあなたのこと裏切らない。だから、ずっと彼女と一緒にいたいと思う。傷つけないし、傷つけられもしない。これが依存。だけど、あなたも彼女も、ずっとそうしてるわけにもいかないって気づき始めたのね。だからバランスが崩れてきたのよ」

「でも、好きじゃいけないんですかね。やっぱり。その、だってみのりは妹だし、俺おれはあいつの兄貴だし……」

「その前に考えてみて。みのりちゃんは女の子。きみは男の子。どう、わかった？」

　千種は回転イスをクルッと回して、窓を開けた。どこかのクラスが体育をやっているのだろう、遠くから声が聞こえる。

　智はその掛け声を聞きながら、千種の言った意味を考えようとする。しかし、なにをどう組み合わせればいいのかわからないパズルのようだった。気持ちは心の中で広がり、かき集めようとすると散らばっていく。

「わかんないでしょ？　わたしだってわかんないもん。もう何年も女やってんのにさ。大変よね、男の子も女の子も。あ、それとあなたね……」

　千種は立ち上がると、智の目を見つめて言った。

「恋してるんじゃない？　あなた、恋してる男の子の目になってるもの。相手が誰だれか知らないけどね。自覚、ある？」

　智ともには、それがなにを意味するかわかっていた。しかし、どうしても認めたくないと思う自分がいる。だが、千種ちぐさに見透かされてしまっては、もう言い逃れすらできない。

「たぶん……恋してると思います」

「やっぱりね……」

　ベッドの軋きしむ音が聞こえた。智は反射的に音の方を見る。樹いつきが起き上がろうとしているのがわかった。彼はベッドに近づき、樹を寝かしつけようとする。

　樹の顔は少しだけ腫はれていた。ふと自分の右手を見ると、赤黒く変色していた。人を本気で殴なぐると、自分も傷つくということを思い出す。

「先輩、みのりちゃんは、先輩のこと嫌いなわけじゃないですよ」

　樹は唇の端を切っていた。口を開けると、ほんの少し血が滲にじんだ。

「ただ、先輩のことが心配だっただけなんじゃないかなって思うんです。いつまでも妹にこだわってる先輩が、心配だったんですよ」

　智は黙って彼の話を聞いた。樹からは、いつかの香りがした。きっと、彼のシャンプーの香りなのではないかと、場違いなことを智は考えていた。

「ずっと先輩のことばっか考えてたんですよ。離れたらどうなるだろう、じゃあ今度はこうしたらどうだろうって。だからあんなになってんですよ。先輩、ずっとみのりちゃんのこと考えてたんですよね？　みのりちゃんだって同じだったんですよ」

　樹の頬ほおに、黙って智は手を置いた。殴なぐった部分が、熱く火ほ照てっているのがわかる。樹は智の手に自分の手を重ねた。

　ゆっくりと体温が染しみ込み、溶けていくような感覚を味わう。

「みのりちゃんも、どうすればいいのかわかんないんですよ。きっと」

　彼の顔は、よくできた彫刻のようだった。無駄がなく、洗練されていた。樹からは暴力のにおいはしなかった。こんな相手に本気になってしまったのかと思うと、情けなくなってくる。

　世の中には、痛みを与える人間と、痛みを奪う人間の二種類がいるのだと彼は思った。自分は、痛みを与えることしかできない。樹にも、みのりにも、ただ傷を植えつけることしかできないのだ。目の前の彼は、こうして自分の痛みを癒いやしてくれる。取り払ってくれる。奪ってくれる。

「先輩、またそうやって悲しそうな顔する」

　樹は無理に笑顔を作った。手の平で、彼の表情の移り変わりを知った。

「笑ってくださいよ。ね」

　笑っている姿を見て、みのりが樹に惚ほれるのもわかるような気がした。見ているとどこか安心する、不思議な微笑ほほえみだった。大きな瞳ひとみに吸い込まれてしまいそうな錯覚にさえ陥おちいる。一ひと目め惚ぼれをしたと彼女は言っていたが、ここまでのことを瞬時に見抜いていたとしたら、妹もなかなか見る目があるというものである。

「あ、ちょっと笑いましたね。はは」

　みのりが樹いつきを好きなこと、彼は気づいているのだろうか。そりゃ気づくか、あれだけ大げさにアピールしたのだから、わからないことはないだろう。

　だとしたら、樹は自分が智にどう見られていると思っているのだろう。

　愛している妹を奪うかも知れない存在。自分が危険分子であることを理解しているのだろうか。だとしたら、どうしてこんなにも優しい笑顔を作ることができるのだろう。あの手紙に書いてあったように、赤ちゃんを作って放っておいているような人間に、そんな表情が生み出せるのだろうか。

　智ともは、自分の中にある感情を押し殺そうとした。そのために、わざとみのりの話題を出した。

「樹。みのりはお前のことが好きなんだってさ。だから、仲良くしてやってくれよ」

「仲良くって？　どういう？」

　わざと聞いているのだろうか？　今の彼には判断できなかった。

「付き合うってことじゃないかな。もう高校生なんだし。お友達から始めましょうって事もないかもな。わかんないけどさ」

　樹は智の手に自分の手を重ねたまま、しばらく黙り込んだ。瞬まばたきの度に、長いまつ毛が大きく上下する。まるで魔法のようにそれは繰り返された。

「できません」

　彼ははっきりとした調子で言った。不思議と智は、その事実を素直に受け入れることにした。本当は、みのりが彼に受け入れられなかったことに安心していた。

「みのり、いいやつだぜ。ちょっとうるさいとこもあるけど、兄想おもいだし」

　そう言いながらも、押し殺そうとしていた感情が湧わき出てくる。樹に対しての気持ちに嘘うそがつけなくなる。

「兄想い？　確かに。でも、俺おれはみのりちゃんのお兄さんじゃないし」

　いつまでも二人の手は重なり合っていた。永遠にこの状態が続けばいいと智は考えた。

「俺はダメです。兄弟愛とか、そういうの苦手ですから。ほら、姉ちゃんのこと大嫌いだし」

　樹は表情を曇らせる。あ、だめだ、もっと笑っていて欲しい。智は心の底からそう感じた。ずっと笑顔を見せていて欲しい。

　その時、ようやく彼は気づいた。樹からしていたのは、香水でもシャンプーの香りでもなかった。これは、樹自身から発する、彼の香りだった。とても甘く、どこまでも届いて行きそうな、上品なシロップのような感じだった。

　智ともは、自分の気持ちを抑えきれないことがわかった。

　はっきりと自覚したのだ。

　俺おれは、樹いつきに恋をしてしまった、と。



　その夜、二人目の犠牲者が出る。



    

  
    
      


おとこのこおんなのこ





　三年生寮、総長と智の部屋に、樹が難しそうな顔をして座っている。総長は重苦しい表情で、昨晩あったことを報告する。

「肝試しはやっぱり中止だべ。また犠牲者が出た」

　樹は眉まゆをひそめると、智の方を見た。彼はその視線に特別な意味が含まれていないことをわかっていながら、つい目を逸そらしてしまう。

「前回と同じで、一年の男子が襲われた。症状もまったく一緒、極度のショック状態により、なにも話すことができねえ。まったく、原因はなんなんだか……」

「本当に幽霊なんですかね。前に総長が言ってた」

　樹は作り話の怪談を、半ば本気で信じているようだった。心なしか、怯おびえているように見える。唇が小さく震えていた。

「いや、あれは俺がでっちあげた嘘うそだ。肝試しに怪談はつき物だからな。でもよ、こういう考え方もあるやな」

　総長は１・５リットルのコーラをグビッと飲んだ。よほど真剣に話しているのだろう、今日はゲップを出す気配すら見せない。

「俺おれの言ったことが、マジになっちまったんだ。言葉には魂たましいが宿る。言こと霊だまって言ってな。口から出た言葉は、真実になるんだべ」

　樹いつきは小さく「言霊……」と口の中で反復した。どうやら総長の話を信じかけているようだ。しかし、智ともはまったく別の可能性を考えていた。

　いくら山奥の古い学校とはいえ、幽霊だなんてばかげている。きっと、他ほかになにか原因があるのだろう。

「どっちにしろ肝試しは中止だ。この状況が変わらない限り、夜中に生徒を外に出すわけにはいかねえ」

　さすが総長、第一に考えるのは生徒のことだ。

「男はいいけど女がな。やっぱ女はな、少ないからな。減るとまずいしな」

　さすがではなかったようだが、一応生徒のことを心配していることには変わりはない。

　その時、部屋の引き戸が勢いよく開け放たれ、舌たらずな声が響いた。

「であえー！」

　部屋の引き戸を開けたのは、みのりだった。なぜか頭にハチマキ、手にホウキ、下半身はジャージという姿をしている。

「恐おそれ山ざん、恐るに足りず！」

　自分で考えた戦国武将っぽいフレーズを繰り返しながら、彼女は室内にズカズカと入ってくる。

「幽霊退治。やるでしょ？　お兄ちゃんもやるでしょ？」

　呆気あつけに取られている三人を尻目に、みのりは一人でヤル気満々である。よく見ればハチマキには「必勝」という文字が毛筆で書かれていた。

「だって男子、幽霊にやられたんでしょ？　だったらイっとこうよ！　これ以上犠牲者が出る前に、幽霊を退治しちゃおうよ！　……あ、その前にちょっといいですか」

　ポコン、と大きな音がした。彼女が智の頭をホウキの柄つかで引ひっ叩ぱたく音だった。

「あいだー！！！！」

　音の印象より、だいぶ痛かったようだ。智は畳の上を転がりまくる。

「よし、これであいこね、あいこ」

　みのりは、ハチマキをしたままの姿で、えへへと笑った。昨日叩かれた仕返しが今の一撃だったのだろう。しかしみのりよ、よく見て欲しい。ホウキの柄からネジが一本飛び出ているのを。そして、その部分がちょうど智のデコに突き刺さったのを。

「もう～。お兄ちゃんてば、大げさ！」

　額から血を流している智を見て、総長と樹は、あんまり大げさでもないなと思っていた。

「つうか、なんでお前がここにいんだ！　幽霊退治なんて危険だろが！」

「いいの！　肝試し中止の方がダメだもん。お兄ちゃんがいつまで経たってもパッとしないからね。肝試しで小林こばやし先輩とペア組んで、きゃー！　とか、いやーん！　とか言いつつ、さりげなく胸とかムギュって触らせるんだもん！　きっとゾッコンになりますな！」

　ゾッコンにさせたい本人の前で、そこまで作戦をばらすのはどうかと思うが、みのりは笑顔でホウキを振り回して興奮している。樹いつきは手を顔の前で横に振り、いや、なんねえから、ゾッコンになんねえから、と無言で否定した。

「でも確かに俺おれたちで真相を探らなくちゃいけねえな……」

　総長はパイポを深く吸い、ハッカの息を吐き出しながら言った。

「保健室での草薙ゾンビの態度。俺は気に入んねえな。ことなかれ主義っつかよ、もみ消そうとしやがって……。あいつらが頼りにならんだったら、俺らでやるしかねえべよ」

「そうだよね！　さすが総長！　あたし惚ほれちゃうかも！」

　総長は顔を赤くしながら、オゲオゲと繰り返す。

「よーし、そうと決まったら鐘かねノの音ね幽霊バスターズ、今夜出動です！」

　みのりはホウキを高く掲げ、意気揚々と宣言した。総長もそれにならって拳こぶしを振り上げる。智ともは呆あきれていたが、みのりを危険に晒さらすわけにはいかないと参加を表明した。樹は心底嫌そうな顔をしつつも、話の流れ上逃げられないことを察知し「おぉ～」と頼りない声を上げる。

「よし、それじゃあ今夜の一時に、男子寮の前に集合！　おやつは五〇〇円まで！」

　みのりは遠足かなにかのように言った。冗談にも聞こえるが、本当におやつを持ってきそうなところが恐ろしい。

「じゃあ解散！　各自、作戦実行までに体調を整えるように！　んじゃ！」

　部屋から出て、廊下をズンズン歩くみのりを智は慌あわてて捕まえる。

「おい、みのり。勝手過ぎるぞマジで」

　みのりは頬ほおを膨らますと、魔法使いのようにホウキにまたがって反論した。

「だってさ、お兄ちゃん本当に頼りにならないんだもん。それに、なんだか、ちょっと様子おかしいしさ」

　ズバリ核心を突かれ、智は言葉に詰まってしまう。

「なんだか、あたしのことよりも、もっと大事なことがありそう。でも、それはそれでいいんだけどね。妹離れ、ようやくできそう？」

　彼女の言葉を聞いて連想したのは、やはり樹の笑顔だった。妹のみのりよりも、どうしてか樹の方に気持ちがいってしまう。やはりこれは、恋という気持ちなのではないだろうか。彼のことを考えると、胸がドキドキする。

「……できそうだけど、前途多難そう」

　みのりは意外な返答をした智を見て、嬉うれしそうな顔をした。彼が少しずつ成長しているように感じたのだ。

「そっか。あたし、応援するからね。お兄ちゃんより全然頼りになるんだから！」

　もちろん、彼女の恋のライバルが自分だとは口が裂けても言えなかった。ああ、男相手にこんな気持ちになることがあるのだろうか。

「んじゃね、お兄ちゃん」

　みのりはそう言うと、ホウキにまたがったまま小走りで寮を出て行った。

　いつか兄が自分から離れていくのは知っていた。ずっと妹だけを好きでいることなどできないのだ。どんなに愛したとしても、二人に幸せな未来など存在しない。だからこそ、早く他ほかの誰だれかを好きになって欲しかった。

　しかし、実際に智ともが誰かに好意を持っているとなると、みのりの心は酷ひどく痛んだ。もう、あたしだけのお兄ちゃんじゃないんだと考えると、心がしわくちゃになった。

　彼女が智と距離を取っていたのは、みのり自身が本気にならないためでもあった。いつでも優しいお兄ちゃん、いつでも自分だけを好きでいてくれるお兄ちゃん。だけど、彼に頼っていてはだめだ。いつかは離れなくてはならないのだから。

　みのりが去った後の部屋では、樹いつきが難しい顔をしていた。智は気になって声をかける。

「どうしたんだよ。なにかマズイことでもあんのか？」

「……いや……その……ちょっといいですか？」

　彼は智の手を引くと、寮の裏手まで連れ込んだ。智は、胸が高鳴っていることに気づき、落ち着くんだ、落ち着くんだと自分に言い聞かせる。

「あの、ですね……実はですね……」

　樹は何度か言いかけたが、結局はなにも言わなかった。

「すんません、なんでもないです！　んじゃ、今夜！」

　と言って走り去ってしまった。それからの智は、一日中落ち着かなかった。

　なんなんだ、もしかして自分になにか打ち明けることがあったのだろうか。や、やっぱり、その、俺も同じ気持ちでした！　とかそういう系統の話なのだろうか。

　いや、いくらなんでもそんなに上う手まくいくとは思えない。

　そもそも、樹は自分の気持ちなど知らないのだ。



　千種ちぐさはマグカップに入れたコーヒーを啜すすりながら、頭を悩ませていた。男子校に試験編入してくる女子のメンタルケアのために派遣された自分であったが、まさか男子生徒の方から相談を受けるとは思わなかった。

　しかも、その内容がまた厄やつ介かいである。

「で、男の子のことを好きになった、と」

　彼女の目の前では智が小さくなってイスに座っている。どうしてか、この新任の教師になら自分の気持ちを素直に言える気がした。彼は保健室の前を何度か素通りしたが、千種に呼び止められ中に入った。

「どうしたの、藤ふじ本もとくん。なにか悩みでもあるの？　また妹さんのこと？」

「いいえ……やっぱり好きな人ができたみたいんなんですけど」

「あら。よかったじゃない。どんな子なの？」

　男です。そう言った時、千種ちぐさの顔は凍りついた。あまりに突然のことに、どう返答すればいいのかわからなかったのだ。彼女は心を落ち着かせるために濃いインスタントコーヒーを入れ、必要以上の深呼吸を繰り返してから彼と向き合った。

「どんな子なの？」

「それが……父親なんです」

　千種は持っていたマグカップを落とした。平静を装っていたつもりだったが、ここまでくると手に負えない。しかし智ともは、千種が誤解していることに気づき、慌あわてて訂正する。

「ち、違いますよ？　自分の父親が好きなわけじゃなくてですね。好きになった男に、もうすぐ子供が生まれるっていう……」

　どっちにしろややこしい話である。雑ぞう巾きんで床を拭ふきながら、彼女はどう答えればいいのか悩み続けた。

「そ、そうなの。じゃあ、その彼には恋人がいるってこと？」

「は、はい。たぶん。恋人からの手紙を読んでしまったんです。そこに赤ちゃんが生まれるって書いてあって……。それで俺おれ、どうしたらいいのか……」

　どうしたらいいのかわからないのは千種の方である。同性愛というだけでも難しいのに、さらに相手に恋人がいるとなると。しかも、子供まで生まれるというではないか。

「ぶっちゃけ、無理じゃない？」

　千種は思い切って心のままを言ってみた。

　智はショックを受けてムンクの叫さけびのような顔になる。

「だって考えてごらんなさい。恋人、いるんでしょう？　それだけで難しいもの」

「そ、そうなんですけど……」

「だったらねぇ……無理でしょ？」

　智の顔は、今度はムンクの悲しみのような顔になった。そんな絵、あるか知らないが。

「だけどね、気持ちを伝えることはできるでしょう。その後のことはわからないけど、まずは相手に自分が好きなことを知ってもらわなくちゃね。とくに、今回のケースはそういう方法がいいんじゃないかしら。普通の恋愛とはちょっと違うからね」

「そ、そうなんですか……」

　本来ならば生徒同士の恋愛を禁止しなければならない立場に千種はいた。メンタルケアと同時に、不純異性交遊の監視もしているのだ。男女交際は禁止であるという立場を崩くずさなかった彼女であったが、男同士の交際についてはどう対処すればいいのかわからなかった。ひとまず無下に否定してしまっては、彼の人格形成にさえ影響を及ぼしてしまうかもしれない。ここはひとつ大目に見てあげよう、というのが結論だ。

「俺おれ、頑張ります！」

　智ともは拳こぶしを握り締めると、そのまま走って保健室から出て行ってしまった。千種ちぐさはとりあえずもう一杯だけコーヒーを飲んでから、色々と考えることにした。



　一度意識しだしてしまうと、心の中で大きく膨れ上がってしまうものである。智の場合もそうだった。幽霊退治にでかけるまでの時間、ずっと彼は樹いつきのことばかり考えていた。自分はおかしいのだろうかという不安は、既すでにほとんどなくなっている。

　いいじゃないか、好きになったのが男だとしても、そんなことは関係ない。

　だけど、みのりになんて言えばいいのだろう。同じ人を好きになりました、か？　別に彼女に報告する義務もないが、秘密のままにしておくのも心苦しい。

　彼の苦悩は夜中まで続き、不安定な心のままに約束の時間はやってきた。

　男子寮の前には、懐中電灯を持ったみのりと樹が既すでに到着していた。みのりと樹は、Ｔシャツにハーフパンツという軽装だった。智と総長も懐中電灯を片手に同じような格好をしており、まるでキャンプにでも行くような感じだ。

「みなさん、よく集まってくださいました。あたしが鐘かねノの音ねバスターズの隊長、藤ふじ本もとみのりです。我が隊はこれから校舎へと向かい、二手に別れて探たん索さくを開始します。Ａチームはあたしと小林こばやし先輩です。Ｂチームはそれ以外。んじゃ、出発！」

　薄暗い道を四人は校舎に向かって歩き出した。辺りは静まり返り、昼間の印象とはずいぶんと違う。しかもこれから幽霊がいるかも知れない場所へと向かうのである。

　なぜか楽しそうにしているみのり以外は、緊張した表情で歩き続けた。

　細い山道を抜けると、校舎の建っている土地へと出る。今夜は月明かりが頼りなく、ほとんどなにも見えない。四人はそれぞれに持っている懐中電灯のスイッチを入れ、昇降口の前に集まった。

「Ａチームは外で待機。Ｂチームは決死の潜入です」

　みのりの作戦に、智と総長は速攻で抗議を開始した。

「あんでだべ！　おかしいべや！　あ!?　お前らも中、いけや！」

「みのりが外で待機は構わない。だがな、樹と一緒にいるのは許さん！　よ、よからぬことがあるといかんからな！」

　少し言い訳めいた反論であったが、みのりは仕方なく四人一緒に潜入することを承知した。彼女は樹の後ろに隠れるようにして歩き、必要以上に近づいたりしている。

「あの、みのりちゃん。あんまり近づかないで欲しいんだけど……」

「やん！　大丈夫ですよ、小林先輩。あたしはいつだってＯＫです！」

「そうじゃなくてさ……」

　その様子を見ていて、智ともは自分が嫉しつ妬としているのがわかった。

　鐘かねノの音ね幽霊バスターズは、総長が先頭になり、その後を智、樹いつき、みのりが続いた。

「でも堀田ほつた。なんで夜中の校舎に一年が歩き回ってたんだろな」

「なんでも、怪談話が全校生徒に浸透して、勝手に肝試しやってたらしいんだべや」

「……お前のせいじゃねえかよ」

「うっせ」

　ブツブツと罵ののしり合いながら、一向は校舎の中を進む。木造建築の校舎の方は、特に異常はなかった。

「よし、今度は新校舎だべや」

　新校舎とは、木造の旧校舎に併設された建物のことである。旧校舎には教室や職員室、保健室などがあり、新校舎は放送室や理科室、美術室などを備えている。

　総長が新校舎のドアを開けると、中から涼しい風が吹いてきた。木造建築の旧校舎とは異なり、コンクリートで造られた新校舎は冷たく、どこか重苦しい印象がある。

「なにか出そうだね……」

　みのりがポツリと呟つぶやいた。三人は、それに反論することができなかった。確かに、この暗くら闇やみの奥には、なにかが潜んでいるような気配がするのだ。どこかで三人を見つめ、隙すきがあれば襲ってきそうな、恐ろしい得体の知れないなにかが。

　風が強く吹き、雲が夜空をおおった。今まで頼りない光を降らしていた月は完全に隠れ、世界は暗闇に包まれた。

「よし、智、今度はお前が先だ」

　総長は智の後ろに隠れると、彼のことを突き飛ばす。

「うわあああああ！」

　智は勢いよく校舎の廊下を駆け抜けると、そのまま前のめりに倒れこんだ。懐中電灯は激しい音を立てて落ち、その衝撃で壊れてしまったようだ。辺りは完全な闇となり、なにも見えなくなってしまった。

「こら！　堀田！　てめぇ、押すんじゃねえよ！」

　彼は力の限り叫さけんだ。廊下に自分の声だけが反響する。誰だれからの返事もない。

「お……おい、冗談はやめろよ……。堀田！　堀田！」

　彼の声はむなしく闇に吸い込まれるだけで、それっきり消え去ってしまう。

「樹！　みのり！　返事しろ！　趣味わりいぞ！」

　いくら叫び続けても、智の声以外なんの音も聞こえてこない。

「マジかよ……」

　手探りで懐中電灯を探すが、どこにも見当たらない。四つんばいのまま暗闇の中を進んでいく。本人は出口に向かっているつもりだが、本当にこの方向であっているのかすらわからない。なにも見えないと、距離感さえまったく掴つかめないのだ。いくら進んでも、どこにも辿たどり着けないような気持ちになってくる。

　自分だけが世界と切り離され、どこか別の場所にきてしまったような孤独を感じる。

　はっきり言って、ビビっているのだ。

「堀田ぁ～、樹ぃ～、みのりぃ～」

　赤ん坊のようにゆっくりと進み、酔っ払いのような情けない声を出す。どっちにしろ、誰だれからも反応がないことに変化はない。怖い。怖い。怖い。

　その時、不意に智の手がなにかを掴んだ。

「ぎゃああああああ！」

「おわああああああ！」

　彼が叫さけぶと、同じようになにかは叫んだ。それは樹いつきだった。

「樹か!?　いるならなんで返事しねえんだよ！」

「ふ、藤ふじ本もと先輩……。す、すみません、その……声が出せなくて……」

　樹は今までに聞いたことのない、心細そうな声で返事をした。

「他ほかの二人は？」

「先輩が総長に押されて突っ込んだ時に、旧校舎で物音がして……。総長、ダッシュで行きました。なぜかみのりちゃんも連れてかれました」

「なんでみのりまで？　まあ、堀田ほつたと一緒にいれば安全だからいいけどよ」

「……わかんない。咄とつ嗟さに手を掴んで走っていったんです。誰でもよかったんだと思いますけど」

　なにも見えない世界で、樹の声だけが聞こえる。すぐ近くに、彼の体温を感じた。

「お前はなんでここにいんのよ？　入り口んとこじゃなかったの？」

「いや……驚いて懐中電灯落として……。とりあえず先輩を助けようと思って、こっち来たら……迷いました」

　十メートルもない距離なのだが、あまりの暗さに方向感覚さえ失ってしまったのだろう。樹は不安そうに言った。

「あの……今朝、先輩に言おうとして言えなかったことがあったじゃないですか……」

「あ、ああ。あったな」

　なぜ今、この時にその話題なのだろう。しかし樹は続けた。

「実はですね……その……」

　なにか大切なことかも知れない。智ともはゴクリと唾つばを飲み込む。

「実は俺おれ……怖がりなんです」

　肩透かしを食ったような言葉に、彼はため息をついた。

「なんだよ、それだけかよ。俺おれはてっきり……」

「てっきり？」

　なんでもない。そう智ともが言おうとした瞬間、強い風が吹き、窓枠がガタガタと激しい音を立てた。

「わあああああああ！」

　樹いつきは暗くら闇やみの中で飛び上がり、そのまま智に抱きついた。

「な、抱きつくな！　こら！」

　本当は嬉うれしいくせに。

「ごめんなさい、すんません、ちょっとだけ、抱きつかせてください！」

「いいけど！」

　切り替え早いな。樹はブルブルと震えながら、彼の体をきつく抱いた。智は、樹から例の甘い香りがしていることに気づく。

「お前、いいにおいするよな」

「え？」

　言ってから、しまったと思った。普通これは、男に対して言う言葉ではない。しかし、後悔しても遅い。こうなったら……。

「樹、ちょっと大事な話がある」

「なんですか、こんな時に」

　窓の外では、風の音が悪魔の笑い声のように響いている。こんな場所で言うことではないが、千種ちぐさに言われた「気持ちを伝える」という言葉が頭の中でグルグルと回る。

「藤ふじ本もと先輩？」

「あのな……変な話かも知れないが聞いてくれ」

「わああああああああ！」

　不意に樹は悲鳴を上げて、さらに強く智を抱きしめた。

「なんか、今、後ろを誰だれかが通ったんですけど……」

「嘘うそつけよ！　嘘つけよ！　てか、嘘って言ってくれ！」

「嘘じゃないんです！　マジです！　マジっ！」

　慌あわてて智は、手を伸ばして懐中電灯を探した。その時、激しい痛みが手に走る。

　痺しびれるような感覚が手のひらに広がった。きっと、壊れた懐中電灯の破片が手に突き刺さってしまったのだろう。

「どうしたんですか、藤本先輩。わ、このヌルヌルしてるのって、血じゃないですか！」

　樹は廊下に滴したたり落ちた血に気づいたようだ。

「大丈夫、手をちょっと怪け我がしただけ」

「ちょっとって、めちゃめちゃ血が出てるじゃないですか！　なんでこんな小さな動きしかしてないのに怪け我がすんすか！　もう！」

　樹いつきはしばらくなにかを考えていたが、踏ん切りがついたのか智ともから少し離れた。

「ちょっと待ってくださいね……」

　樹のいる場所から、シュルシュルと長い布がほどかれるような音がする。目を凝こらしても、それがなんの音かはわからない。目が慣れさえすればある程度は見えるはずだが、完全な暗くら闇やみの中ではそれも期待できないらしい。

「じゃあ先輩、手、出してください」

　智は黙って手を差し出した。その手に、包帯のような物が巻きつけられる。

「応急処置ですからね。後で手当て受けてください」

　丁てい寧ねいに傷口が塞ふさがっていく。樹の柔らかい手が触れるたびに、呼吸が乱れそうになるのを感じた。

「ありがとう……。でも、なんで包帯なんて持ってんの」

「……準備がいいんです」

　そう樹は言うが、集合場所で見た時は懐中電灯以外になにも持っていないように思えた。どこかに隠していたのだろうか。

「わっ」

　その時、目の前が真っ白な世界に塗り替えられた。二人はなにが起こったのかわからなかったが、しばらくすると廊下の電気が点ついたということに気づく。

　チリチリと蛍光灯の音だけが小さく響く廊下に、二人は向かい合って座っていた。

　暗かった時はどこまでも続く広大な世界に放り込まれたように感じたが、一いつ旦たん明るくなってしまえばなんてことはない。ただの廊下だ。

「電気……点きましたね」

「本当だな……。誰だれが点けたんだろう」

　まだ明かりに目がなれていないせいで、樹の顔がぼやけて見える。電気が点いたことで安心した彼の顔は、とても穏おだやかに見えた。今まで見たことのなかった樹の表情を、智はまたひとつ見つけた。視線を顔からおろすと、彼のシャツが血で真っ赤になっているのが見えた。包帯を巻きつける時についたものだろう。

「うわ、ごめん。シャツ、血だらけだな」

「ああ、気にすることないですよ」

　樹は少し慌あわてた様子で答えた。智がその変化には気づかなかったのは、それよりも不自然な点を見つけたからだ。

「あれ？　お前、なんか胸の部分が膨らんでねえか？」

「は!?　そ、そんなわけないじゃないですか！　やだな、あはは」

「そうかな。気のせいかな……」

　頭を振って、まだ明るさになれていないせいだと自分に言い聞かす。しかし、そこでまた彼は気づいてしまった。樹いつきのシャツから包帯のようなものがはみ出ていたのだ。

「お前、包帯出てんぞ。怪け我がしてんのか？」

「え!?　いや、違いますって！　健康です！」

「じゃそれ、取ってやる」

　智ともが包帯の端を掴つかみ、グイッと引っ張った。

「わ！　ちょ、ちょっと！」

　その途端、樹の体に異変が起こった。彼のシャツの中で、なにかが膨らんだのだ。樹は慌あわてて手で胸の前をおおった。

「うわごめん、なんか、変なことした？　俺おれ、変なことした!?」

「いや……いいんですけど……」

　どうやら包帯は、彼の胸の部分に巻かれていたようだ。引っ張った途端にそれがほどけ、押さえつけられていた胸が解放された。

「お前、結構太ってたのか？　胸、あるな」

「あはは……そう、ですね」

「……おかしくねえ？　その膨らみ方」

「おかしくないですよ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　樹いつきはさっきから、智ともと絶対に目を合わせない。まるでなんでもないですよ、というふうに余よ所そを見ている。さすがの智も、これはおかしいと気づく。

「樹……。手、どけてみ」

「嫌です」

「なんで」

「……あ、おばけだ……」

「嘘うそつけ」

　智は樹の手を掴つかみ、胸の前からどかせる。観念したのか、彼は抵抗すらしなかった。

　樹の胸は、シャツの中で大きく膨らんでいる。

「……樹。お前」

　彼は真っ赤になり、今にも泣きそうな顔をしていた。

「女だったのかよ」



「あんだえー！　バットじゃねえじゃんよー！」

　総長は物音が聞こえた瞬間にみのりを掴み、そのままブンブンと振り回しながら旧校舎へと走り出した。彼が間違いに気づくまでの間、彼女が口から泡を吹きながらグデングデンの状態になっていたのは悲しいことである。

「バカ！　バットなんて最初からなかったでしょ！」

　ようやく総長から解放されたみのりは、大声で抗議した。

「だってよ、ケンカの時にはバットだかんよ。マジごめん。すまん」

「まったくもう、小林こばやし先輩のとこに戻る！」

　そう言って引き返そうとしたが、誰だれもいない廊下を一人で歩くのは無理なようだ。

「ねぇ総長、一緒にあっちまで行こう？」

「ダメだべ。音がしたべや、音がよ」

「ねぇ～ん、総長っ」

「ダメだべ。音がよ、音がしたんだべよ」

　みのりはありったけのお色気を振りまいて彼を説得しようとしたが、とき既すでに遅し。

　総長の目は普段とは違う、マジモンの鋭するどい輝きを帯びていた。

「やば……この人マジじゃん……」

　彼女は怯おびえながらも、彼しか頼る人物がいないという現実を受け入れ、総長に近寄った。ちょっとだけ距離を置いたのは、またバットと間違えて掴まれないようにである。

「音がよ、音がよ、音がしたんだべよ……。ひひひひひ」

　完全に戦闘モードに入った総長は、意味もなく壁を殴なぐっている。

「怖いよぉ……全部が怖いよぉ……」

　その時、廊下の隅でなにかが動いた。遠くからでしか確認できないが、女の人影が倒れこむように見えた。

「うお！　見つけたぞ幽霊！　殴なぐったらどんな感触じゃコラ！」

　総長が無意識で伸ばした手を、さっと避けるみのり。どうやら今度は大丈夫だったようである。彼は全力で走り出し、その人影に飛び掛ろうとする。

「ちょ、ちょっと止やめなさい、堀田ほつたくん！」

　人影はそう叫さけんだ。総長は目を凝こらして廊下にしりもちをついている影を見る。

「ち、千種ちぐさ先生！」

　それは飯いい野の千種であった。大きな胸を持て余し気味にして廊下に座り込んでいる。彼女を見た総長は、思わず叫んでしまった。

「だ、大丈夫ですか！」

「大丈夫よ、ありがとう」

「そのおっぱい、大丈夫ですか！」

「だからなんなの！」

　後ろから置いてけぼりをくったみのりがトタトタと走ってくる。

「はぁはぁ……あれ、千種先生じゃないですか。なんでこんなところに？」

「もしかしてあれだべか！　犯人は千種先生だったのか！」

　疑いをかけられた千種は、必死になって否定する。

「ち、違います！　さすがに二人連続で倒れているのが校舎で発見されたでしょう？　だから、先生たちが見回りをしてたんです」

「おっぱいまわり？」

「言ってません」

　千種は総長の頭をゲンコで殴ると、廊下に落ちていた懐中電灯を拾う。

「あなたたちこそ、こんなところでなにしてるの？　外出は禁止でしょう？」

「か、鐘かねノの音ねバスターズ隊長、藤ふじ本もとみのりであります！」

　必死になって敬礼するみのりを手で押しのけ、総長は千種に質問する。

「ええからええから。で、先生。なんか見たんですか？」

「見たのよ、さっき髪の長い女の人の影を……」

　みのりはそれを聞いて、サッと総長の陰に隠れた。

「ほ、本当ですか？　やばいなぁ……。帰る。鐘ノ音バスターズ解散」

「鐘ノ音バスターズ再結成」

　総長はみのりを睨にらみつけ、脅おどすような調子で言った。

「は、はい……。再結成です……」

「で、千種先生。影はどこに行ったんですか？」

「その教室に入っていたんだけど……」

　千種ちぐさが指差したのは、目の前にある一年生の教室だった。扉が半分だけ閉まっている。

「よし、俺おれが入って確かめてみんべか」

「堀田ほつたくん、慎重にね。相手はなにするかわからないから」

「そうですよ、総長、あたしまで呪のろわれたら困りますからね」

「オゲオゲ、慎重にな、慎重に」

　総長はそう言うと、ドアが壊れんばかりの蹴けりを放った。

「オラオラオララ！　鐘かねノの音ね学がく園えん総長堀田健けん一いち参上！　ハンパしてっと殺すぞ！　あ!?　あ!?　あ!?　出てこいボケ！」

　頭を抱え込んでいる千種とみのりに、総長は笑顔で言った。

「こんな感じですかね」

「全然違うけど、もういい。堀田くんになにかを期待するのはやめました」

　呆あきれながらも、なんとか答えた千種の言葉を聞いて総長は顔を赤くした。

「そ、そんなぁ……。千種先生、それは言い過ぎっすよぉ」

　みのりはその様子を見て、冷静に言い放つ。

「褒ほめてないから」

「え！　ま、まあいいべや。ほんじゃ、中に入るべか」

　総長はなぜかドアをもう一度思い切り蹴飛ばしてから、教室の中へと入った。

　窓が開けっ放しになっていたようだ。冷たい外からの風が、カーテンを音もなく揺らしている。教室の中に変わった様子はない。懐中電灯で全体を調べてから、総長は電気を点つけた。

「あんだべ。あんもねえよ。蹴って損した」

「そ、そうね。でも、なにもなくてよかったじゃない。もしなにか……」

　千種の顔が凍りついた。総長はその異変を察知して、周囲を睨にらみつける。

　ゴゴゴゴ……ゴゴゴ……。

　それは地鳴りのような音だった。教室の中に響き渡る。

「先生、これ、なんの音ですか？」

　みのりに抱きつかれた千種は、彼女の頭を何度か撫なでて安心させようとした。

「大丈夫よ、堀田くんがいるから。頭はちょっとあれだけど、強いから」

「そうですね。ちょっとあれだけど、強いですもんね」

「堀田くん！　ちょっとあれだけど頑張ってね！」

　総長はどこから音が聞こえてるのかを注意深く探った。そして教室の後ろ、一番奥にあるロッカーの中から響いてくることを突き止める。

「悪魔だよ！　悪魔！　総長、捨て身で頑張って！　むしろ死んで！」

　みのりの無責任な応援を背に、総長はロッカーへと近づく。スチール製のドアが、ビリビリと低音で震えていた。本当に、悪魔かなにかの叫さけび声に聞こえる。

「ええい、開けるぞオラ！」

　総長はロッカーのドアを開いた。

「うぎゃああああ、悪魔だ！」

　あの強気な総長が、ロッカーの中を見た瞬間にその場から跳はね退のいた。

「千種ちぐさ先生、みのり、逃げてくれや！　悪魔がいる！」

　総長は床に倒れながら忠告するが、二人は恐怖で逃げることもできない。

「俺おれ、こんなにおぞましいもん……初めて見たべや……」

　その時、ロッカーの中でなにかが動いたかと思うと、座り込んでいる総長の上に直立不動の状態で倒れてきた。

「ぎゃー！　殺されるー！！」

　総長は涙声で叫さけんだが、千種はその物体に見覚えがあることに気づく。

「は……春はる乃のさん？」

　千種の陰に隠れていたみのりも、その言葉を聞くと顔の半分だけ出して覗のぞいた。

「あ、本当だ。春乃先輩だ……」

　亜あ理り紗さは総長の体に倒れこみながら、気持ちよさそうに眠っている。彼女の鼻からは、グゴゴゴオという常識外れの大イビキが響いてきていた。



　その頃ころ、新校舎の廊下では、智ともと樹いつきがチカチカと点滅する蛍光灯の下で顔を見合わせていた。

「なんで女なんだよ。おかしくねえ？　だって男子校じゃん。いや、確かに女子も編入してきたけど、その前からずっといるじゃん？　なんで？　なんで？」

「あの……内緒にしてもらえますか？　すみません、本当に」

　樹の声があまりに心細かったので、彼はそれ以上なにも言えなくなってしまった。

「わかった」

　智は低くそう答えると、静まり返った廊下の壁にもたれかかる。

　女である樹が、男子校である鐘かねノの音ねに入学してきたのはなぜだろう。きっと理由があるのだろうが、それを問いただすのは今はできそうにない。

「……それにしても」

　それにしても、よかった。安心した。智は、自分がストレートであることを確認し、心底ホッとする。男が好きでも構わないのだが、やっぱりどっちかというと女の子を好きになりたいものだ。樹が女の子だったということがわかり、自分が変ではないということを実感した彼は、涙を流してしまうほど嬉うれしかった。

「どうしたんですか、急にそんな笑顔で……」

　樹いつきは不思議そうな顔で智ともを見ていた。なぜ笑顔。しかも満面の笑顔。が、次の瞬間、智の顔は泣き出しそうになった。そう、風ふ呂ろ場で全裸を見られたことを思い出したのだ。

　男同士だとばかり思っていたからこそ、裸を見せてもなんともなかった。しかし、こうなってしまった今、智は激しく後悔していた。恥ずかしい。恥ずかしすぎる。

　タオル、何度も風でめくれてたっけな……。思い出す度に、死にたくなるのだった。

「はいはい、そろそろいいか？」

　誰だれもいないはずの廊下に声が響いた。それは、草くさ薙なぎの声だった。いつの間にか彼は廊下の壁に寄りかかり、火のついていないタバコをくわえていた。

「智くん、樹ちゃん。ちょっとこっちおいで」

　智は、樹のことが心配になった。あの草薙に、女であることがバレてしまったからだ。草薙はタバコに火をつけると、意地悪そうにニヤッと笑った。



　深夜の保健室。亜あ理り紗さはみんなに囲まれながら、不思議そうな顔をしている。肌が透けてしまいそうなネグリジェが、どこまでも真まっ直すぐな意味で迷惑である。

「はれれれ？　なんで亜理紗、保健室にいるの？」

　草薙は、窓の近くで眠そうにアクビをした。鐘かねノの音ねバスターズは並んでベッドに座らされている。千種ちぐさは亜理紗の正面に座り、穏おだやかな調子で言った。

「春はる乃のさん。あなた、夢遊病の気があるって言われたことない？」

　亜理紗は人差し指を頬ほおにあて、うにゅにゅ？　と言いながら考えている。

「あー！　ありまするありまする！　夜中になるとお風ふ呂ろ場のお掃除するのねって、ママさんに言われたことありまするー！　そのこと、亜理紗覚えてないンだよね」

「やっぱり……。草薙先生。髪の長い幽霊の正体は彼女ですね」

　草薙は千種に近づき、その続きを促す。

「最近、生徒たちの間で幽霊の話が流は行やっていたそうです。その話を聞いた春はる乃のさんは、睡眠中に無意識で校舎に移動し、肝試しをしている生徒を襲った……と」

「彼女が生徒を襲う理由は？」

　草薙に言われ、千種は優しい笑顔で亜理紗に問いただした。

「春乃さん。今、一番興味のあることってなーに？」

　亜理紗は嬉うれしそうな顔で、わざわざ手まで挙げて返事をする。

「はい！　キッスです！　亜理紗、早くファーストキッスしたいのだ！」

　草薙は保健室の机に置いてあるノートをパラパラとめくった。

「あぁ……。入院してる生徒の証言と合うな。突然、髪の長い女に襲われてキスされた、と。やけにベットリしてたけれど、あれはなんですか？　と。知らねっつの」

「亜あ理り紗さの寝汗かも！」

　彼女は悪びれる様子もなくそう言うと、肩をすくませ「キャハ」と笑った。それを見た千種ちぐさは、手を叩たたきながら立ち上がる。

「はいはい、わかりました。もういいです。春はる乃のさん、もう帰っていいですよ。鐘かねノの音ねバスターズのみんな帰っていいわよ。協力してくれるのはありがたいけど、今後は先生方の許可を取ってね」

「あ、ちょっと待ってください」

　草くさ薙なぎは軽く手をあげ、彼女を制した。

「藤ふじ本もと智ともと小こば林やし樹いつきは残れ。あとは帰っていいぞ」

「えー！　あたしも残る！」

　みのりは背筋を伸ばして発言したが、草薙に完全に無視されてしまった。

「じゃあ、亜理紗帰るね！　レム睡眠！　ノンレム睡眠！」

「はいはい、知識はいいから。知識は」

　亜理紗は千種に背中を押され、保健室から出ていった。みのりは草薙にわからないように舌を出すと、総長に連れられ同じように出ていく。残ったのは智と樹、そして草薙と千種の四人だけだ。智と樹がベッドからイスに移動すると、草薙はタバコに火を点つけた。

「小林樹は女子生徒である」

　そして、それだけ言って黙ってしまった。千種は驚いて声を上げる。

「藤本くん？　そうなの？」

「いや、そんなことないです」

　智は樹の顔を横目で見ながら、そう答えた。そうするのが一番だと思ったからだ。もし事実が学校にばれたら、退学処分になってしまうかも知れない。

「藤本、嘘うそつくな。お前は知ってるだろ。先生だって聞いてたんだぞ。それに、見た」

　真っ白い煙が保健室の中に充満する。まるで霧の中にいるようだ。しかし、智はそれ以上どう言っていいのかわからず、唇を噛かんで時間が経たつのを待った。

「いいんですよ、先輩」

　意外にも口を開いたのは樹だった。彼女は、それほど焦あせった様子もなくそう言った。

　智は仕方なく、黙ったまま頷うなずいた。千種はそれを確認すると、ボールペンの先を噛かむ。

「そう。藤本くん、知ってたのね」

　知っていた？　智はその言葉の意味がわからず顔を上げる。

「いや、千種先生。それは違います。さっき知ったんですよ。な、藤本」

　彼は黙ったまま頷く。草薙はなにかを読み上げるように続けた。

「小林樹。性別を偽いつわり鐘かねノの音ね学がく園えんに入学。同日、身体検査を拒否したことをキッカケに、教師たちによりその理由を追及される。結果、女性であることが発覚。そりゃバレるわな。身体検査拒否なんて不自然だもんな。で、だ。職員会議にかかり退学が決定するが、学園長の鶴つるの一声で在学することが決定した、と」

　その後を続けるように千種ちぐさが話し出した。

「生徒の減少により経営が難航していた鐘かねノの音ね学がく園えんは、共学化へと進んでいた。しかし、ずっと男子校を続けてきた鐘かねノの音ねは、どうすれば女子の受け入れができるかわからなかった。つまり、本格的に女子を受け入れる前にテストパターンが欲しかったってことね。どこがダメとか、どこがいいとか、そういう意見を生徒の立場で言ってくれるサンプルが欲しかった。小林くんは、そのサンプルとして在学することが許された。もちろん女子が一人だけいるってのはおかしいから、男子生徒としてね。どんな事情があるのか知らないけど、その方が小林こばやしくんにとっても好都合みたいだし。そして、教師だけが知っている、秘密の生徒の出来上がり」

「教師の協力がなければすぐバレるからな。深夜の風ふ呂ろは黙認、生理時の体育の見学も黙認、他ほかにも黙認、黙認、黙認。特別扱いできたんだもんな、小林こばやしくんはさ」

　草くさ薙なぎの嫌味ったらしい言葉に、千種は顔をしかめる。

「小林さんのレポートにより、女子の受け入れ態勢が整い、この度の女子試験編入となった……。そんなふうに貰もらった資料に書いてあったわ。まあ、うろ覚えだけどね」

　千種は樹いつきの顔を見ながらそう言った。樹は、なにも言わずに黙っている。草薙は智ともの肩に手を置き、念を押すように告げる。

「だから藤本くんは、この事実を誰だれにも言わないように。もしバレた場合、退学になるのは小林くん。まぁ、困るのはきみじゃないから、言っても良いっちゃ良いんだけど、彼女がかわいそうだからね。黙っておいてね」

　智は教師二人の説明を、ずっと黙って聞いていた。そして、最後までなにも言わなかった。

　保健室から男子寮への帰り道、二人は黙ったまま歩いていた。智は、どうして樹が自分に秘密を打ち明けてくれなかったのかと思った。しかし、考えてみれば彼女と会話し始めたのだって最近のことである。ほとんど他人の智に黙っていたのは当然と言えば当然だ。

「あの、でも先輩。今まで通りでいいですからね。男として扱ってください」

　二年の男子寮の前で、樹はそう言った。智は黙ったまま頷うなずくと、そのまま奥にある三年の寮まで歩き始めた。

　樹はなにか声をかけようと思ったが、なぜかそれができなかった。



　夜が明け、朝がやってきた。土曜日ということもあり、実家が近い生徒たちは短い帰省を楽しんでいる。

　智は昼過ぎまでグッスリ眠り、ようやく目を覚ますと置手紙が枕まくら元にあることに気づいた。彼は、頭の悪そうなその手紙を音読する。

「デア智とも。堀田ほつたＤＥＡＴＨ。土日を使って学校とは関係ない方の集会に行くので、部屋を空あけるのでＲ。肝試しの件はセンコーからＯＫ出たので夜露死苦。樹いつきと一緒に場所を選んでおいてくれ。校舎は例の件があったので使用不可。他ほかの場所を探してくれ。フロム、鐘かねノの音ねバスターズ真リーダー堀田カッコイイ超スーパーＺ様ヨリ。そしてＰＳ愛羅武勇」

　幽霊騒動が解決した今、もともと行事などを受け入れやすい鐘ノ音は肝試しを開催することを認めたようだ。しかし、彼は気が進まなかった。樹いつきと一緒に行動できることは嬉うれしいが、どう接していいかわからない。今まで通りにしろと言われても、やはり気になってしまう。それに、まだ全すべてが解決したわけではない。

「赤ちゃん……か」

　智はポケットから、樹の部屋から拾ってきた手紙を読み返す。樹が女であることはわかったが、それならこの手紙の意味はなんなのだろう。

　しかも彼女は、この手紙を一切読まずに捨てていた。なにか理由があるのだろうか。

「しょうがねえ、行くか……」

　智は重い腰を上げ、樹の部屋へと向かった。

　二年の寮に着くと、彼は妙に緊張している自分に気づいた。樹の部屋には何度か来たが、今までに味わったことのない感覚だ。

「おい、入るぞ」

　以前なら問答無用で引き戸を開けていたが、今日は丁てい寧ねいにノックまでしてから入った。

　部屋の中では樹が寝転がって本を読んでいた。毒どくガスはどこかに出かけているようで、押入れは開け放たれていた。

「あ、おはようございます」

　彼女は起き上がると、あぐらを組んで智と向かい合った。

「今日も胸に包帯巻いてんのか？」

「そうですね。いっつもですよ」

「痛くないの？」

「慣れました。それで、なんですか？　いいですよ、そういう話は」

　智は総長の手紙を彼女に渡した。手紙を読んでいる最中、彼はずっと樹のことを観察していた。今までなにも感じなかったが、よく考えてみれば女子と二人きりということなのだ。ハーフパンツから伸びた細い足も、薄いＴシャツから出た白い腕も、全すべてが気になってしまう。

「あー。やるんですね、肝試し」

　樹は手紙を返し、ゆっくりと立ち上がった。ただそれだけの動作なのだが、じっと彼女のことを見ていた智は酷ひどく焦あせる。

「な！　なんだよ！　なにすんだよ！」

「え？　行くんでしょ？　場所、探しに」

「ああ……そ、そうだったな」

「そういうのはさっさと決めた方がいいんですよ。面倒だし」

　彼女はさっさと部屋から出て行く。智ともはその様子を目で追っていたが、これではいかんと立ち上がり、後を追った。

　樹いつきは素足にサンダルを履はくと、迷わず寮の裏手の山へと向かった。智はその後を無言で歩く。しばらくすると、雨の降るような音が聞こえ始めた。森を抜けると、総長との思い出の場所である小川に出た。そこは、ちゃんと彼女と会話した初めての場所でもあった。

「気持ちいいですね、こういう場所って」

　樹はそう言って、サンダルのままで川の中を歩いた。一番深い場所でも膝ひざが浸つかる程度の深さしかないので、ハーフパンツをはいた彼女は気持ちよさそうに進む。

　智はあえて、丸太で作ったような橋の上を歩いた。二人は小川を越え、今度は獣けもの道みちのようなところを通る。

　樹にはどこか目的地があるようだ。背の低い草を踏みつけながら、彼女は歩き続けた。素足でこんな場所を通ったら、足に切り傷がつかないのだろうか。そもそも、こんな人気のないところを男と二人きりで歩くことに抵抗はないのだろうか。

　智は、樹のことを今までと同じ目で見ることができなくなっていた。

「はい、着きましたよ」

　彼女はそう言って立ち止まった。足ばかりを見ていた智は、急に立ち止まった樹にぶつかりそうになりながら、なんとか顔を上げる。

「な、なんだこれ……」

　目の前には、薄暗い洞どう窟くつのような物があった。よく見ると入り口に木材が打ち付けてあり、人の手が加わえられているのがわかる。

「炭坑ですよ。昔、ここでは石炭が取れたんです。今は廃はい坑こうになってますけどね。ここなら肝試しにピッタリじゃないですか？」

　確かに肝試しには丁度良い。外から見ても、中はどうなっているかわからない。

「入ってみますか？」

「だって真っ暗じゃんかよ」

　樹はポケットから小さなマグライトを取り出すと、そのスイッチを入れた。

「準備いいでしょ？」

　彼女は慣れた様子で奥へと向かっていく。智も同じように内部へと向かった。

　一歩足を踏み入れると、ひんやりとした空気が全身を包む。通路は人が二人並ぶといっぱいになるほどの広さだった。しかし、予想以上に奥行きはあるらしく、歩いても歩いても穴は続いていた。ぱらぱらと天井から土が落ちてくるたびに、智ともはビクッと体を震わせる。樹いつきはそれを見てクスクスと笑った。

「なんだよ。お前だって怖がりじゃなかったのかよ」

「ここはよく来ますからね。もう慣れました」

　こんな人気のない廃はい坑こうに一人でくるとは、なんて物好きなのだろうか。智が振り返ると、入り口は小さな光としてしか確認できない。

「ここがホールみたいになってるんです」

　彼女に言われて見てみると、確かにそこだけが広場のようなスペースになっていた。

「ここに物を置いて、取って帰ってくる。ね、肝試しにピッタリでしょ？」

　そう言って樹はライトのスイッチを切った。辺りは一瞬で真っ暗になる。

「わ！　なにすんだよ！」

「しっ。落ち着きませんか？　ほら、じっとしてください……」

　彼女に言われるがままに、智は黙った。こんな状態では、言うことをきくしかない。

　どこかで水滴の落ちる音が聞こえる。沈黙と暗くら闇やみが混ざり合って、全身に負担をかける。時間も方向も、全すべてがゼロになり、感覚がリセットされた。

「ここでね、ぼんやりするのが好きなんです」

　樹の声が、洞どう窟くつの中で反響した。彼女の声だけが、この世界の全すべてとなる。

「ぼんやりね、考えるんです。天井、落ちてこないかなって」

「わああああ！」

　不吉な発言に、智は思わず叫さけんでしまった。自分を脅おどかすためだけにそんなことを言ったのかと思ったが、そうではないらしい。樹はずっと黙ったまま、考え込んでいる。

「天井が落ちてきて、こっから出られなくなったらなーって。それで全部終わりで……いいなって。もう、なにも考えなくてもいいし、なにも怯おびえなくていい。誰だれにも置いていかれなくていいし、一人だと思って悲しくなることもない。だから、ここでおしまいになればいいなって」

　カチッと音がして、世界が戻る。樹は無理やりに作ったような笑顔をしていた。

「なんてね」

　わざとふざけた調子で言ったが、まるで真実味がなかった。智は、ずっと疑問に思っていたことを彼女に問いかける。

「なあ樹。あの手紙のことなんだけどさ」

　樹は黙ったまま天井を見上げた。落ちてくればいいのに、と思っているのだろうか。

「赤ちゃんが生まれるって。お前が男だと思ってたからさ、恋人からの手紙だと思ってたんだけど。そうじゃないだろ？　それで考えたんだけどさ」

　ゴクリ、と唾つばを飲む音が聞こえた。智は、それが自分から発された音なのか、樹のものなのかさえわからなかった。

「あれって、姉ちゃんからの手紙なんじゃないのか？　前に嫌いだって言ってただろ？　だから読まないで捨ててたんだろ？　そうだよな。そうじゃなかったら、あんな手紙意味わかんないもんな。町まち田だ桜さくらって名前。姉ちゃんなら小林こばやしじゃなきゃおかしいと思ってたんだけど、結婚すれば苗みよ字うじ変わるもんな。そんな当たり前のことに気づかなかったなんてな。あれ、結婚した姉ちゃんからの手紙なんだろ？」

　その時もう一度カチッと音がして、この小さな世界に夜がまた訪れた。

「だからなんだって言うんですか」

　闇やみよりも冷たい樹いつきの声が響く。

「先輩には関係ないじゃないですか」

　彼女の気配が動くのがわかった。入り口へと向かっている。

　しばらくして、小さな光に影が差した。樹が外に出ていったのだろう。

　智ともは暗くら闇やみの中で一人、水滴の音をずっと聞いていた。



　その日を境に、樹の態度は変わった。あるいは最初に態度を変えてしまったのは、智の方だったのかも知れない。廊下ですれ違っても、彼女は挨あい拶さつすらしなくなっていた。

　肝試しの場所を決めてから、二人が実行委員として行動を共にすることもなくなった。

　智は、総長からのリクエストを交えながら、肝試しに参加するメンバーを揃そろえた。

　一年からは美み南なみ早さ苗なえ、朽くつ木き若わか葉ば、藤ふじ本もとみのり。二年は千ち歳とせみどり、朽くつ木き双ふた葉ば、高たか崎さき祐ゆう介すけ、バッチグー、一いち番ばん星ぼし、天神。そして小こば林やし樹いつき。三年からは総長と智の二人。

「これって、女子との交流とかじゃなくて、ただ単に彼女欲しいってだけじゃねえかよ」

　寮の部屋の中で、リクエストカードと書かれたノートの切れ端を見つめながら、智はため息をついた。

　最初に実行委員になろうと思ったのは、樹のことを知るためだけだった。

　みのりが惚ほれた男がどんなやつか調べてやろうと思っていたが、次第に彼女にひかれていった。同性愛かと思って慌あわてたが、後で樹が女だということがわかった。

　それで全すべては丸く収まるかと思えたが、彼女はなにか大きな問題を抱えているようだった。いつも一人でいたのは、他ほかの男子に自分が女であるということを知られたくないためだけではなかったのだろう。

　彼女は一人で、いつもなにかを考えていたのではないだろうか。

　だからこそ、色々なことに対して無関心でいたのかもしれない。

　あの廃はい坑こうの中で、彼女はこのまま終わってしまいたいと言った。

　冗談やなにかではなく、とてもシリアスにその言葉は響いた。

　暗闇の中で、なにも見えない状態で樹は確かにそう言った。しかし、彼女が向かったのは炭坑の奥底ではなく、光の差す方だった。本当に終わってしまいたいのなら、方法なんていくらでもあるのだ。

　だが、彼女は何度も通ったあの暗くら闇やみの中から、最後には必ず光へと向かって歩き出していたはずだ。

「どうにかなんねえかなぁ……色々と」

　色々と、という部分が欲張りだが、智ともはそう呟つぶやいて畳の上に寝転がった。



　総長の指定した肝試しの日は訪れた。リクエストカードのメンバーと共に、引率として千種ちぐさがやってきた。智はみんなを廃はい坑こうまで案内すると、用意したペアを決めるクジ引きを取り出す。

「なんで肝試しをペアでやる必要があんのよ」

　双ふた葉ばは不満そうに言ったが、千種に説得されて渋々クジを引く。そのクジでさえ、総長の指示でトリックが仕組まれていた。それぞれの男子が希望した女子とカップルになるように細工されていたのだ。

　早さ苗なえに興味を示したのは天てん神じんだった。巨体を揺らしながら、鼻息を荒くした。若わか葉ばとのペアを希望したのは、意外にも総長だった。サボテンを常に持っているところが気に入ったらしい。人間、なにをどう思うか不思議なものである。

　双葉の強気なところが気に入ったと言うのは一いち番ばん星ぼしだ。バッチグーは、生徒でもないのに千種とペアになりたいと懇願こんがんしてきた。彼女が引率として参加しているのには、そんな理由もあるのだ。みのりと樹いつきのペアは、当然みのりによる直じき訴その結果である。彼女は樹が女だということはまだ知らないはずだ。

　祐介とみどりは、周りの生徒との付き合いで参加しているようだった。余り物をカップリングしただけだったのだが、みどりは意外にも喜んでいた。もしかしたら、祐介に気があるのかも知れない。

　智の相手はというと……。智は脅おどかし役に最初から決定していた。洞どう窟くつの中の広くなっているスペースに隠れ、カップルが訪れたら大声を出して脅かす。

　それぞれが文句を言ったり喜んだりしながら、結果の決まっていたクジ引きは終わった。双葉と千種は最後まで嫌がっていたが、なぜか早苗が「まぁまぁ、大人なんですし」と意外な貫かん禄ろくを見せて納得させてしまった。美み南なみ早苗、なかなかあなどれない生徒である。

「えーでは、鐘かねノの音ね肝試し、始めたいと思います！」

　ここからは総長がその場を仕切る。智は、さり気なくフェードアウトし、廃はい坑こうの中へと姿を消した。ポケットからマグライトを取り出し、足元を確かめるようにして奥へと進む。ここに入る前に少し霧雨が降っていたのが気になったが、それくらいの天候の方が肝試しに向いていると言えば向いているかもしれない。

　月明かりの弱い夜、薄暗い山奥へ移動し、さらに、不気味な炭坑の中での肝試しとなれば嫌でも盛り上がるだろう。

　智ともは炭坑の奥まで来ると、それらしく作ったお札ふだをペアの数だけ置いた。

　近くの壁には身を隠すのにちょうどいい窪くぼみがあり、彼はそこに身を潜める。

　今頃外では、総長がこのお札を持って帰るルールを説明しているだろう。トップのペアが来る前にと、彼はマグライトのスイッチを切った。

　明かりが消えると、あっという間に暗くら闇やみの息苦しさを感じる。前に樹いつきと来たのは昼だったが、今日は夜だ。入り口の方を向いても、太陽の光は確認できない。

　彼はほんの少しだけ恐怖を感じていたが、すぐに誰だれかがやってくるだろうと気を紛まぎらわした。

「ぎゃー！　ぎゃー！」

　最初の叫さけび声は天てん神じんだった。遠くから小さな明かりが小さく近づいてくるのがわかる。どうやら、天神の怖がりっぷりを見て、逆に早さ苗なえの方は気持ちが落ち着いたらしい。

　彼女は天神に「大丈夫ですからね」と繰り返しながら、率先して奥へと向かっている。

「おおおお、おいどん、マジ怖いでごわすよ！　帰りたいでごわす！」

「だから、大丈夫ですって。もうすぐお札ありますから。ね」

「早苗ちゃん、手、握っていいでごわすか？」

「ダメです」

　スキンシップはサックリと否定しながらも、二人は智の近くへやってきた。彼はここぞのタイミングで飛び出し、マグライトのスイッチをチカチカしながら二人を脅おどかす。

「ウゴゲゴハー！　おばけだぞー！」

　我ながら幼稚な脅かし文句である。普通おばけは、自分でおばけだぞーとは言わないであろう。

「どえええええええびるびるびるびる！」

　しかし、そんなおざなりな脅おどかしでありながら、天神はあきらかに口からなんか出しながら卒倒してしまった。早苗は困り果てた顔をして、グッタリとした彼を指差す。

「あ……。どうしましょう？」

　もちろん、智が運ぶしかなかった。

　彼は山のように大きな天神を外まで運び出し、そのまま何食わぬ顔で中へと戻った。

　お陰で、中で智が脅かすことが参加者にバレてしまった。

　そうなると逆に、中には智がいるという安心感からか、誰だれも怖がりはしなくなってしまった。若わか葉ばと総長のペアは、まるでなんでもないように歩いてくる。

「おう、怖いか？」

「いいえ」

「だな」

　などと、肝試しとは思えない会話が聞こえてくる。智ともが驚かそうと飛び出しても、若わか葉ばは「あ、お疲れ様です。代わりましょうか？」と笑顔で聞いてくるのだ。

　二人は最短記録で炭坑から出て行ってしまった。

　次にきたのは双ふた葉ばと一いち番ばん星ぼしのペアである。

「だ、大丈夫。中には藤ふじ本もと先輩がいんでしょ。怖くない、怖くない」

　双葉は強気な態度とは裏腹に、完全に腰が引けていた。どうやら、案外怖がりのようだ。一番星は率先して彼女の前を歩く。

「あはは、双葉ちゃんてば怖がりだな。そんなところがかわいいんだから」

「うるさい！　話しかけないで！　今、集中してんだから！」

「ふふ、こんな暗い場所で二人きりなんて……いいムードだね」

　肝試しにムードもなにもあったものではないと思うが、一番それらしいカップリングに智はホッとしていた。しかし、そんな気持ちも双葉の一言で裏切られる。

「あー！　もうダメだ！　怖い！　若葉！　若葉！」

「はい、お姉さまっ」

　双葉が若葉を呼んだ瞬間、外から彼女はダッシュでやってきた。

「あのね、怖いから一緒にきて」

「もちろんです」

「あのね、怖いから歌って」

「もちろんです。ラララ～♪　太陽キラキラー海はザブザブーお魚さん丸焼き～♪」

　こうして、若葉は大声で歌いながらお札ふだを取って帰っていった。一番星は必死で双葉に話しかけようとしていたが、若葉の歌に邪魔されて会話すらできなかったらしい。

　もちろん智も、小学生のようにノビノビと歌う彼女を脅おどかしても無駄だと悟り、なにもせずに三人を見送った。

　千種ちぐさとバッチグーのペアは、入り口付近からビンタの音が聞こえて、それっきりになった。きっと、なにか悪さをしたのだろう。

　祐介ゆうすけとみどりも、妙だった。みどりは「わー、真っ暗ー！」と楽しそうに叫さけびながら、タタタと奥へと走ってきた。

　そして、驚かす間もなくお札を拾い上げると「はい、祐介くんへのプレゼントです！」と言って笑顔で戻って行った。もしかすると肝試しの意味さえ知らないのかもしれない。

　最後に残ったのは、みのりと樹いつきのペアだ。二人はそれほど怖がる様子もなく、奥へとやってきた。二人は智の目の前辺りで立ち止まった。

　みのりが最初に歩くのを止やめ、樹がそれに気づいて彼女を待った。しかし、みのりはそのままの姿で立ち止まっている。

「どうしたの。お札ふだ、そこにあるよ」

　樹いつきは不審に思い、彼女に声をかける。すると、みのりは小さく呟つぶやいた。

「小林こばやし先輩、付き合ってください」

　智ともは呆気あつけに取られた。まさか、こんな場所で告白するなんて。

　確かに辺りには誰だれもいないが、みのりは智がここにいることは知っているはずだ。だとしたら、わざと彼に聞こえるように言っているのかもしれない。

「どうしたの、急に。ほら、お札あるから」

「ダメですか？　あたしじゃダメですか？」

　みのりは吸い込まれるように、樹の胸に抱きついた。

「あたしね、ちゃんと好きな人を作らなくちゃいけないんです。それで、お兄ちゃんを安心させてあげなくちゃいけないんです。それに、あたしだって、いつまでもこのままじゃいけないんです」

　樹には、彼女の言ってることがあまり理解できなかった。だが、その決心のようなものは感じ取られた。

「うん。だけど、俺おれにみのりちゃんは勿もつ体たい無いよ。だから、他ほかの誰かと一緒になるといいと思うよ。さ、離れて」

　しかし、みのりは樹から離れるばかりか、さらに強く抱きつく。

「本当のことを言うと、あたし男の人が怖いんです。小さい頃ころからお兄ちゃんと仲良くしてて、それでいいって思ってた。だって、あたしはお兄ちゃんのこと大好きだし、お兄ちゃんだってあたしのこと好きでいてくれてるから。だけどね、それじゃダメなの。だって、あたしとお兄ちゃんとは、ずっと一緒にいることなんてできないんだもん。結婚もできないし、家族でいることしかできない。だったらお兄ちゃん、いつかあたしを置いていっちゃうでしょう？　その日が来るのが怖くて、あたし、ずっと、毎晩泣いてたんですよ？　だから離れなくちゃって思って、お兄ちゃんに鐘かねノの音ねに行ってもらったんだけど……。あたしからお兄ちゃんが離れた途端に、色々な男の人が声をかけてきて。みんな変なことばっかり言うし、すぐ触ろうとするし、お酒飲まそうとするし。それっきり、男の人がダメになったの。でもね、小林先輩だけは違うんです」

　みのりは思いつめた様子で樹の顔を見上げた。

「先輩だけは、他の男の人みたいに嫌な感じがしないの。お兄ちゃんと同じで、とっても優しい感じしかしないの。だから、あたし、他の男の人とは付き合えないの。小林先輩じゃないと、ダメなんだと思う」

「……ダメなんだよ、俺、女だし」

　樹は、ごく自然に、呼吸をするように言った。みのりは、彼女の言っている意味がわからなかったようだ。

「え？　なんでそんな嘘うそつくんですか？」

「いや、本当。触ってごらん」

　みのりの手を取ると、樹いつきは自分の胸に当てた。きっとみのりは、包帯の向こうに息づいている、小さな膨らみに驚いているのだろう。

「……なんで……うそ……」

　その時だった。耳を裂くような轟ごう音おんがしたかと思うと、恐ろしいほどの息苦しさが三人を襲った。明かりはライトの光だけだったので、最初はなにが起こったのかわからなかった。しばらくして、それは天井が崩くずれ落ちたせいだということがわかった。土煙が狭い穴の中でいっぱいになり、呼吸することを邪魔したのだ。

「大丈夫か！」

　智ともは慌あわてて二人に駆け寄るが、幸い怪け我がはしていないようだった。しかし、ライトで出口の方向を照らしても、冷たい土の山しか見えない。

　三人は、廃はい坑こうの中に生き埋めになってしまった。

「おい！　誰だれか！　聞こえるか！」

　出口であるはずの方向の壁を叩たたいても、なんの返答もない。土は声を全すべて吸い込み、外に届けてはくれないようだ。

「はは、なにも、こんな時に崩れなくても」

　樹は四方を囲った土の山を手で触りながら、誰に言うでもなく呟つぶやいた。

「と、とりあえず座るんだ。いいか、酸素がなくならないように、少しでも動いたらダメだかんな」

　そう言うと、智はまず自分がとその場に座った。みのりも真ま似ねて、彼と同じようにその場に腰を下ろす。彼女はそれほど慌ててはおらず、自分の身に起こったことをすんなりと受け入れているように思える。

「お兄ちゃん。動かない方がいいって、それ、どっからの知識？」

「漫画。なんかな、若い男女が洞どう窟くつに閉じ込められんの。パパ通に載ってた」

「で、その後どうなんの」

「エッチなことしてた」

「動いたらダメなんじゃないの!?　ねえ!?」

「知らねえよ！　知らねえってば！」

　樹はそんな二人のやり取りを見ていて、思わず吹き出してしまった。こんな状況にあるのに、まるでじゃれているようにさえ見える。

「本当、仲いいですよね、二人とも」

　彼女も二人と同じように地面に座ると、いきなり大きく深呼吸をした。

「おい！　吸うな！　死ぬべ！」

「大丈夫、どうせ助からないと思いますし。遅かれ早かれ、ですからね」

　智ともが止めるのも聞かずに、彼女はさらに息を吸う。みのりもそれを見て、慌あわてて深呼吸を繰り返し始めた。

「なんでお前まで！」

「だってあたしだけ吸わないの損じゃん！　スーハー！　スーハー！」

「じゃあ俺おれも！　スーハー！」

　こうして三人は、酸素消費しちゃいけねえっつってんのに、無駄に深呼吸をするのであった。

「あ……」

　不意にみのりが地面に倒れこんだ。智は慌てて彼女の元に近寄る。

「おい、みのり！　大丈夫か！　もう酸欠か!?」

「ううん。過呼吸」

「吸いすぎるからだろ！　適度に深呼吸しとけ、適度に」

　二人のやり取りを、樹いつきは嬉うれしそうに見ている。

「あんまり話すと、疲れますよ」

　そう言うと、手に持っていたマグライトのスイッチをオフにした。それを合図にしたように、自然と三人は黙り込む。

　耳を澄ましても、どこからもなにも聞こえてはこない。ただ、三人の小さな呼吸だけがひっそりと繰り返される。

　他ほかの生徒たちは、外でなにをしているのだろうか。天井が崩くずれたことに気づき、警察を呼んでいるかもしれない。いや、こういう場合は消防署だろうか。

　どっちにしろ、この山奥にくるにはそれなりの時間がかかるだろう。

「なあ樹。なんでお前、鐘かねノの音ねにきたんだ？」

　やや唐突気味に智ともが口を開いた。しかし、この状況においては、なにをもって唐突かという概念すら曖あい昧まいだ。樹のいる方向から、小さな音がする。地面に寝そべったような、そんな音だった。

「俺はね、いらない子供だったんですよ」

　暗くら闇やみの中に、彼女の声だけが響く。

「俺には姉ちゃんがいるって、言いましたよね？」

「大嫌いだっていう、あれだろ？」

　智のシャツが、何者かに引っ張られる。きっとみのりが、どういうこと？　という意味で掴つかんでいるのだろう。

「うちの親は、男の子を欲しがってたんですよ。だけど、生まれたのは女の子だった。それが姉ちゃんなんですけどね。まあ、最初の子だから、かわいがって育てられたんです。それで、母さんは次の子供を妊娠した」

「それが小林こばやし先輩？」

　みのりの声がすぐ近くから聞こえた。

「そう。両親は、次こそ男の子だって期待してたみたいですよ。男の子用の洋服買って、男の子用の絵本買って。名前だって男の子用に樹いつきって用意して」

「だけど女の子が生まれてきた……」

　智ともは暗くら闇やみに向かって言った。それに対しての返事はなかった。

「だから俺おれ、小さい頃ころから男の子として育てられたんです。名前もそのままだしね。最初はわかんなかった。だって、気づかないでしょう、子供なんですからね。でも、ある時に、おかしいなって思ったんです。一緒に遊んでる友達も、考えてることも、着ている服も、全部姉ちゃんと違うんです。姉ちゃんはお人形さんみたいな服を着て、それからピアノを習って。俺とはまるで逆だなって思ったんです。だから、父さんに言ったんです。俺にも姉ちゃんみたいな服買ってくれって」

「それって当たり前だと思う。女の子だもんね」

　みのりは慰なぐさめるように言った。しかし、樹は苦笑しているようだった。

「その時、父さんは悲しそうな顔をしたんです。そうだよな、お前は女の子だから当たり前だよなって。その顔見たら、なんだか申し訳なくなって……。それから俺、無理してでも男みたいに振舞うようにしたんです。そうした方が、父さんも母さんも喜ぶから」

「小林先輩、かわいそう……」

　智のシャツを掴つかんでいた、みのりの手に力が入った。

「最初はまあいいやって思ってたんですけど、そのうちどうしても馴な染じめなくなってきて。そりゃそうですよ、生理だって始まるんですからね。姉ちゃんはあんなに女の子らしいのに、なんで俺はスカートもはかしてくれないんだろうって。それで、ある日、姉ちゃんの部屋に忍び込んで、スカートを勝手に盗んだんです。それで自分の部屋に持ってかえって、こっそりはいたんですよね。なんだか、スースーして変だなって笑っちゃいましたよ」

　天井から土がポロポロと落ちてくる。もしもう一度崩くずれたら、樹が言うように本当におしまいだ。

「その夜に、姉ちゃんがスカートがなくなったって言って泣き出して。父さんは、お前がやったのか？　って言いました。すごく悲しそうな顔でね。やっぱり無理させてたんだなって。すまなかったなって。俺、どう言えばいいのかわかんなくて。ただ申し訳なくて、両親の期待に応こたえられなかった自分が、すごく情けなくて……。それから、ちゃんと男らしくしようって思ったんです。両親が喜ぶようにしようって」

　次第に彼女は涙声になってきた。暗闇の中で聞いていると、今までの樹のイメージが溶けて消えていく。

　そこには、ただ真っ白な、一人の女の子しか存在していないように思える。

「その後、姉ちゃんが部屋にきて、あんたがやったのって言うんです。俺おれ、怖かったけど、うんって言って。そしたら姉ちゃん、ごめんねって言って、スカートを何枚かくれたんです。俺、なんかすげえ悪いことしたなって思って。だけど姉ちゃんもそう思ったみたいで、何度もごめんねごめんねって言うんです。あなたは女の子なんだから、無理しなくてもいいのよ、って。女の子らしい格好をしたければ、すればいいのよって言うんです。それからたまに女の子の服をくれるようになったんですけど、俺には全然似合わないんですよね。だってそうでしょ、ずっと男の子の服ばっかり着てたんですもん。髪の毛だって姉ちゃんはロングで、俺はボサボサのショートですよ。似合うわけないんです。だけど、ずっと、ずっと洋服をくれるんです」

「いい姉さんじゃないかよ」

「だけど……それが段々嫌になってきて。だって、自分に似合わない服ばっかり持ってくるんですよ。そんなの耐えられないじゃないですか。それから姉ちゃんのことがどんどん嫌いになってきて。俺は男みたいに育って、両親に喜んでもらおうって頑張ってるのに、姉ちゃんだけが俺のこと邪魔して。それで、どうしても耐えられなくなった日に、俺、姉ちゃんの前で、貰もらった洋服を全部ハサミで切っちゃったんです。それからですね、姉ちゃんが俺を避けるようになったのは。もしかしたら、俺が避けてただけかも知れないけど」

「お姉さんも、小林こばやし先輩も、どっちも悪くないのに……」

　みのりは鼻声で呟つぶやく。

「それである日、俺は鐘かねノの音ねのパンフレット見つけたんです。全寮制の男子校。ここに行けば、男らしくなれるんじゃないかって。両親は、もっと喜んでくれるんじゃないかって。まあ、一番の理由は姉ちゃんと毎日顔を合わせるのも辛つらかったってことなんですけどね。それでここに来たんですけど、すぐバレちゃって。退学になると思ってたんですけどね。でも、そうはならなかった。この後は、前に千種ちぐさ先生が言ってた通りです。なんだかここにきてから、家に帰るのが嫌だなってことしか考えなくなちゃって。姉ちゃんにどんな顔すればいいのかわかんないし、結局は俺は男にはなれないし。両親もガッカリするだけだしね」

　最後まで樹いつきは泣かなかった。その代わりに、みのりがグスグスと泣いていた。

「小林先輩は、頑張りすぎなんだよ。お父さんとお母さんの期待に応こたえようと、無理しすぎちゃったんだよ」

「どうすればいいのかわかんないんですよ。だって、もう二年も連絡とってないんだよ？　手紙だって全部読まないで捨ててるし。それに、今さら顔見せる度胸もないしね」

「でもねでもね。きっと、会っちゃえば、なんてことないと思うよ？　ね、お兄ちゃん」

「え？　あ、まぁな。あの手紙の様子から見ると、相当お前のこと心配してるぞ？」

「そうだよ。だって、心配してなきゃ手紙なんて出さないでしょ？　ほら、お兄ちゃんから手紙はあたしにくるけど、あたしからはお兄ちゃんに滅めつ多たに出さないし！」

　へへへ、と樹いつきは笑った。少し泣いた後のような笑い方だった。

「あのね、あたしは思うの。どんな兄弟だってね、どんだけケンカしたってね、仲悪くたってね、ごめんねって言えば許してくれると思うの。だってそうじゃない？　ね、お兄ちゃん？」

「その通り。だって、家族なんだぜ？　そんなの当たり前だよ」

「あたし、はっきり言ってお兄ちゃんのこと大嫌い。でも大好き。それと同じ。子供の頃ころ、寝る前にキスしてくれたこと、すっごく嬉うれしかったって覚えてる」

「いや、みのりさん。それ内緒でお願いします」

「お兄ちゃんがアイス買ってくれたこと覚えてる。お兄ちゃんが自転車の後ろに乗せて走ってくれたこと覚えてる。お兄ちゃんが野球のルール教えてくれたの覚えてる。お兄ちゃんが好きだよって言ってくれたの覚えてる。お兄ちゃんが手をつないでくれたの覚えてる。お兄ちゃんのこと、いっぱいいっぱい覚えてる。それと同じ。きっと同じ。絶対同じ。だから、お兄ちゃんがあたしのこと本当に好きでいてくれてるってわかった時、離れなくちゃって思った。悲しかったけど、そうしなくちゃって思った。あたしも好きな人つくんなきゃって思った。そうして、なんていうかね、やりくりしていくんだよ。だからね、その、上う手まく言えないけど、先輩のお姉さんも、色々なこと覚えてるし、やりくりしなくちゃって思ってるし、思ってるし、思ってるし、思ってるし……、思います！」

　そう言うとみのりは大声で泣き出し、智ともに抱きついた。彼は子供の頃によくしてあげたように、彼女の頭を何回か撫なでた。暗くら闇やみの中でも、みのりの髪はとても柔らかかった。

　辺りは静まり返る。誰だれの声もしない。水滴の音もしない。風の音もしない。

　智は手探りでマグライトを探し、スイッチを入れる。

　樹は、顔を両手でおおって、泣いていた。

「樹。ここから出ようぜ。そんで、姉ちゃんに会いに行こう」

　指の隙すき間まから涙が溢あふれ、彼女の頬ほおを伝った。

「無理だよ。だって俺おれ、一人だもん。親からはいらない子供だって思われてるし、姉ちゃんからは嫌われてるし、鐘かねノの音ねでだって一人だし。俺には誰もいないんだ。俺はこのままずっと、ずっとこうして暗闇の中で消えていくのを待ってるんだ」

　智は黙ったまま樹に近づくと、思い切り抱きしめた。暗闇に紛まぎれて、二人が溶け合ってしまうかと思うほど、力いっぱい抱きしめる。

「なに言ってんだよ。俺がいるじゃねえか」

　耳元で、彼はそっと呟つぶやいた。

「あたしだっているもん！」

　みのりも二人に重なるように抱きついてくる。

　二人の力は、樹いつきを押しつぶしてしまうほど強い。

「一人じゃねえよ、俺おれがいるよ。みのりだっているよ。一人きりだなんて思ってんの、お前だけだよ。姉ちゃんだっていんだろ？　父ちゃんだって母ちゃんだって、お前のこと心配してるに決まってる。だからそんなこと言うなよ！」

「あたしもここにいるよ！　いるもん！　いるってば！」

　樹は、恐る恐る手を広げる。そして、ゆっくりと二人の体を抱きしめた。

「本当に俺は一人じゃないの？」

　彼女は確かめるように呟つぶやく。

「一人じゃねえよ！」

「ないですっ！」

　三人はお互いの涙でぐしょぐしょになっていた。なんでこんなに涙が出るんだろう。バカみたいだな、と冷静な自分が思っていた。だけど、どうしてか泣いてしまうのだ。

「ありがとう……」

　樹は涙の裏に隠すように、そっと言った。

　その時、大きな音がして辺りが真っ白になった。

「大丈夫か！」



    

  
    
      



    

  
    
      　誰だれの声かわからなかった。だけどそれは、確かに誰かの声だった。光の中から、誰かの声が聞こえた。三人は抱きしめあったまま、目を細める。とてもたくさんの影が、スコップを持ち、バケツを持ち、泥だらけになって暗くら闇やみを覗のぞき込んでいた。



「おう、無事だべや！　お前ら、安心しろや！　うおおおお、よかったでごわすぅー！

助かったっしょ！　どうなることかと思ったよ。

やれやれだな。　心配したのよ、怪け我がはない？。

ふぅ、もうシャベル置いていい？　ビックリしちゃったのダ！

余計な心配させんじゃねーぞ。　よかったです……。

あぅ、驚いたよぉ。　はぁはぁ……穴掘りって結構しんどいのね」



　一度にたくさんの声が聞こえた。一度にたくさんのことを考えた。

「智とも！」

「みのりちゃん！」

「樹いつき！」

　みんなが彼女の名前を呼んだ。

　何度も何度も名前を呼んだ。

　きっとその時、彼女は一人でないことを確信したのだろう。

「ありがとう」

　彼女はもう一度だけ、繰り返した。



　　　　＊



　よく晴れた日曜日。智と樹は鐘かねノの音ねからバスで出発した。

　樹はＴシャツとハーフパンツという、女の子らしいとは言えない格好をしている。ただ、彼女はこの日のために長髪のカツラを用意していた。

　樹なりに、少しは女っぽく見えた方がいいだろうということらしい。

「それ、どっから持ってきたの」

「毒どくガスが持ってました。なんでか知らないけど」

「あいつ、女装癖あんのか……？」

　鐘ノ音からバスで山を降り、そのまま都心行きのバスに乗り換えた。

　どこまでも退屈な風景が続き、なかなか進まない秒針が時計の中で揺れている。

　二人がけの席の窓側に樹は座ると、ガラスに映った自分をあきることなく見ている。

「似合ってますか？　変じゃないですか？」

　智ともは返答に困った。それは、あまりにかわいすぎるからだ。

　どこからどう見ても女の子だし、どこからどう見ても美少女だ。

　だけど、なにかが違う。

「それ、取ろうぜ」

　智はそう言うと、樹いつきの頭に乗っていたカツラを手で取ろうとする。

　彼女は慌あわてて抵抗したが、ヘアピンだらけの髪の毛が半分以上露出した時点であきらめてしまった。

「なにすんですか。せっかく女っぽくしようとしたのに」

「ダメ。全然ダメ。確かに女っぽいけど、お前らしくない」

「俺おれらしく？」

「そう。お前は男の子？　女の子？　どっちでもいいの。その前に、樹は樹でしょ」

　樹は智の言葉を聞きながら、ヘアピンを手で一本一本抜いた。ボサボサになった髪の毛を、手ぐしでなんとか形を整える。

「これ、俺らしいですか？」

　そういう樹は、いつもの樹に戻っていた。ボーイッシュな、あの樹だ。

「そう。それでいいんだよ。無理しなくていいの。そのままでいいの」

　智は背もたれに体を預け、大きく伸びをした。彼女もそれを真ま似ね、おまけにアクビまで付け足した。

「リラックスね。リラックス」

「はい……。でも、よかったんですかね」

「なにが？」

「みのりちゃん、置いてきちゃって」

「いいのいいの、うるさいだけ、うるさいだけ」

　智は誰かが置いていった漫画雑誌を網棚の上から取ると、それを眺め始めた。

　樹は、久しぶりに鐘ノ音の外に出たな、と思っていた。今まで男の子の中に混じってずっと暮らしていたが、こうして二人きりで外に出かけると、まるでデートみたいだ。

　樹は、口に出して言ってみることにした。

「デートみたいですね」

「え？」

「なんでもないです」

「なんだよ……感じわりぃ」

　窓の外の風景が、次第に緑から灰色に変化してくる。目的の場所が近づく度に、樹は曇り空のような気持ちになる。ちょっとしたことで雨が降り出しそうで、彼女は目の辺りを強くこすった。

　病院に着くと、樹いつきはすぐに帰りたいと言い出した。真っ白い建物の前で、智ともに向かって泣き出しそうな顔を何度もする。

「ごめんなさい、お腹なか痛いです」

「嘘うそつけ。さ、行くぞ」

　嫌がる彼女の手を引き、受付で部屋を聞く。何人もの人とすれ違い、エレベーターで移動し、ようやく桜さくらの部屋の前に到着した。それでも樹は唇を噛かんだまま、ずっと下を向いている。

「どうした。行かないのか？」

「だって、俺おれ。姉ちゃんの前でハサミで洋服……切っちゃったんですよ？」

「怒ってないよ。安心しろって」

「それからずっと避けてた。姉ちゃん、俺のことずっと避けてた」

「気のせい。負い目があると、そういうふうに考えがちになるから」

「本当に？　本当に？」

「本当だってば」

　樹は覚悟したのか、ドアに手をかけた。が、すぐに離れて智の方を見た。

「俺、って言うの止やめた方がいいかな？　わたし？　あたし？　あたい？」

「あのな、自分のままでいいから。変に気取るな」



    

  
    
      



    

  
    
      「……どうしよう。謝っても許してくれなかったどうしよう」

　その時、ゆっくりとドアが横にスライドした。痺しびれを切らした智ともが、勝手に開けてしまったのだ。

「さ、お前のタイミングで行け」

「タイミングもなにもないじゃないですか……」

　狭い個室の中には、ベッドがひとつだけ置いてあった。そこには髪の長い女性が一人、上半身だけを起こした姿勢で赤ちゃんを抱いていた。彼女の顔は、樹いつきにそっくりだった。バスの中で見た、カツラをつけた樹を写真に撮ったら、こんなふうになるだろう。

「失礼シマスッ」

　樹はロボットのようにギクシャクした動きで中に入って行った。智も、それに続いて室内へと入る。二人がベッドに近づくと、桜さくらはにっこりと笑った。

「姉ちゃん……」

　樹はＴシャツの裾すそをキツく掴つかみながら、言葉を外へ押し出そうとしている。

　彼女の頭の中で、様々なことが瞬時に蘇よみがえった。洋服を盗んだこと。目の前で桜から貰もらった服を切り刻んだこと。桜の悲しそうな顔。自分のことを怖がるようになってしまった桜。視線を逸そらして、自分を避ける桜。一人ぼっちだと感じた毎日。置いていかれてしまったような寂しさを感じた毎日。

「姉ちゃん、あの……」

　桜は樹の瞳ひとみをじっと見ている。彼女がなにかを言い出すのを、ずっと待っている。

　樹は、そんな桜の視線に耐えられなくなりそうだった。なにか変なことを言われたらどうしよう。謝っても許してくれなかったらどうしよう。

　できることなら逃げ出したかった。今すぐ消えてなくなりたかった。

　後ろを振り返ると、智が黙って樹のことを見ていた。なぜか、少しだけ安心した。

　炭坑の中で彼に言われた言葉が頭の中で蘇よみがえった。一人じゃない。

「ごめんなさい」

　かすれた声で、樹は言った。やだな、かわいくなかったな、と彼女は思った。もっとちゃんとした声で謝れたらよかったのに。それなのに、こんな変な声になってしまって。

　それが原因で許してくれなかったらどうしよう。どうしよう。どうしよう。

「お帰りなさい」

　チリン、と風鈴が鳴った。樹は、逸そらしていた視線を桜に合わせる。

　すると彼女は、もう一度、ゆっくりと繰り返した。

「お帰りなさい、樹」

　心の中の雨雲が、全部吹き飛んでいくのがわかった。それと同時に涙が溢あふれてきた。樹は桜の胸に飛び込むと、大声で泣いた。

「こらこら、樹いつき。赤ちゃんがびっくりしちゃうでしょう？」

　樹の泣き声に驚いて、眠っていた赤ちゃんが同じように泣き出した。桜さくらは、二人を前に、嬉うれしそうな顔をしていた。

「姉ちゃんごめん、姉ちゃん、ごめん！　ごめん！」

「なに泣いてるの。どうしたの？　樹は悪いことなんてなにもしてないでしょう？」

「したよ！　俺おれ、姉ちゃんの服、切ったし、無視したりとか」

「あはは。そんなこともあったわね。でも、覚えてる？」

「え？」

「一緒に買い物行ったこと、覚えてる？　一緒にテレビ見たこと覚えてる？　一緒におままごとしたこと覚えてる？　一緒に眠ったの覚えてる？　一緒に本を読んだの覚えてる？　一緒にイタズラしたの、覚えてる？　私に赤ちゃんが生まれたら、名前をつけてくれるって言ったの覚えてる？」

　樹の心の奥底で、忘れていた、あるいは忘れようとしていたイメージが一気に膨れ上がった。それはとてもカラフルだった。どうしてこんな大切なこと、忘れようとしていたのだろうか。

「覚えてる……。姉ちゃん、覚えてる。でも、俺、いらない子なんだって……」

「バカだね、樹は。世の中に、いらない子なんて一人もいないんだよ。パパとママね、樹にかわいそうなことしたって反省してたよ。あの人たち、ちょっと考え方が古いからね。あなたからちゃんと言ってあげなさい。あたしは悲しかったんだって。あたしは辛つらかったんだって。そうすれば、ちゃんとごめんねって言ってくれるよ。さっきの樹みたいにね」

　樹はなにも言えずに、ただ泣き続けた。

　智ともはその光景を見て思った。

　こんな素敵な兄妹きようだいになれたらいいな、と。





　　　　＊



　病院から帰ってしばらく経たち、樹の元に手紙が届いた。彼女は、今まで一度も開けたことのなかった桜からの手紙を、震える手で封を切った。

　彼女は寮の部屋で一人その手紙を読んだが、とても自分が一人でいるとは思えなかった。樹はその夜、みんなに隠れて少しだけ泣いた。



　　　　＊



樹いつきへ



　この前は久しぶりに会えて、とても嬉うれしかったです。元気そうでなによりだったし、ちっとも変わってない樹を見て安心しました。

　一緒にいたのはボーイフレンドだったんでしょうか？　私は、それだけはハッキリさせて欲しいと思います。なんてね。

　赤ちゃんはとても元気です。男の子、女の子、どっちでもよかったんですが、樹みたいにとてもかわいい女の子に育っていますよ。

　ほら、名前を決めてくれるっていつか言っていましたよね。けれど、やっぱり責任をもって決めてくれなかったので、私たちで決めました。

「真ま樹き」

　です。あなたみたいに素敵な女の子になるように、樹という漢字を入れました。

　どんなふうに育つかわからないけど、私には彼女が希望にしか思えません。これから大変な時代になるだろうけど、愛情をたっぷりと受けて育って欲しいと思います。

　真樹は、家族の一員になりました。樹と同じ、大切な家族です。

　大切な、私の家族です。



町まち田だ　桜さくら　



    

  
    
      


エピローグ





　みのりは全身をびしょ濡ぬれにしながら、きゃあきゃあと騒いでいる。

　その相手をしているのは、同じく水浸みずびたしになっている樹いつきだ。

　三人は森の奥にある小川に遊びにきていた。そろそろ試験編入も終わる。その思い出作りと言ったところだろうか。

　しかし、三人の表情からは、そんな悲しげな色は窺うかがえない。ただ純粋に楽しみ、遊んでいるように見える。

「小林こばやし先輩！　冷たいですって！」

「みのりちゃん、まだまだ甘いよ本当。へへへ」

　樹は嬉うれしそうに笑って、みのりに水をかけた。二人は川の中に膝ひざまで浸つかり、必死の攻防を繰り返している。智ともは少し離れた橋の上から、その様子を見ていた。

「いいなぁ……女の子が水に濡れるのって……」

　少し不ふ謹慎きんしんなことも考えているようだが、このポカポカ陽気に免じて許してやることにしよう。

「ひぃ、完敗ですよ、まったく」

　みのりは樹に勝つことをあきらめたのか、彼のいるところまでやってきて弱音を吐いた。智はバッグに入っているタオルを一枚投げる。

「なんか、あたしのど渇いちゃったな。お兄ちゃん、なんかない？」

「ねえよ。あれだ、食堂に自動販売機あるから飲み物買ってこい」

「なんであたしが!?　女の子だよ!?」

　智は、みのりに顔を近づけると、得意げに言った。

「鐘ノ音ではな、三年は神。二年は人間。一年は……ゴミだ」

「ゴミじゃないもん！」

「いいから買ってこい。先輩のめーれー」

「こんな時だけ先輩ぶって！　つうか、ぶりやがって！」

　少し離れた場所から、樹の声が聞こえる。

「俺おれもノド渇いたー！」

「はいはーい、みのり、買ってきまーす！」

　みのりは智のポケットから勝手に財布を抜き取ると、川から勢いよく飛び出る。

「おい、それ、俺の金！」

「そんじゃーねー！　待っててねー！」

　それから彼女は、裸足はだしのままで食堂の方へと走り去っていった。

　途中で転びそうになっているみのりを見て、智ともと樹いつきは笑う。

　樹は川から上がり、智の座っている橋までやってきた。

「いいですか？　座って」

「うん、いいよ」

　彼女は頭を振って水滴を撒まき散ちらすと、にひひと笑って横に座った。

「あのさ、俺おれ、言い忘れてたんだけどさ」

「なんですか？」

　智は空を見上げ、なんてことないことを言うふうに告げる。

「俺、お前のこと好きだった」

「え？」

　樹は持っていたサンダルを水面に落とした。穏おだやかな川の流れに乗って、サンダルはゆっくりと流されていく。

「たぶん言ってなかったと思うけど、そういうことだったのを思い出した」

「いつから？」

「お前が男の頃ころから」

　プッと彼女は吹き出す。サンダルは、すぐ近くで浅瀬に乗り上げていた。

「なんでまた？」

「わかんない。なんか、いいなって思った。そんだけ。いいじゃん」

　樹はニヤニヤとしながら、わざと彼の顔を覗のぞき込む。

「で、どうしろと？」

「いや、どうもしなくていい。お前も今、大変だろうし。そのうち、ね」

「そのうちどうしろと？」

「知らん」

　樹は、またひとつ問題を抱えてしまった。それは、恋愛に関する問題だ。

　ただ、結局のところ樹の問題は全すべて解決したわけではないのだ。

　男だと偽いつわってこの学校にいなければならないのは以前と変わらないわけだし、そこにまた問題が増えたところで、なんてことないのかもしれない。

　そもそも、なんの問題もない人生なんて存在しないのだ。

　暗くら闇やみの中で終わりを待つのだったら、光の方向へ歩き出したほうが話が早い。

「どうしよっかな」

　樹は舌を出して笑った。智は、酷ひどく恥ずかしい気持ちになる。

「みのりちゃんにも告白されてるし」

「なに!?　あいつ、まだあきらめてなかったのか！」

「はい。女でもいいって。先輩と同じで、なかなか心が広いんですよ。きっと」

　いつまでも責められては困ると、智ともは反撃を開始する。

「と、ところでお前なぁ、ちゃんと姉ちゃんに手紙書いたのか？」

　彼女は痛いところを突かれたとばかりに、顔をしかめる。

「書いてますよ。書いてます。下書きの段階で失敗。なんかねー。どうもね」

「時間かかってもいいから、ちゃんと書くんだぞ？」

「わかってますって。たぶん、今日の夜には出せますよ」

「本当かよ……」

　森の木々が揺れ、風が吹く。緑の間から、みのりが走ってくるのがわかった。

「はーい、ジュース買ってまいりましたー！」

　みのりは樹いつきによく冷えたジュースを渡した。智には、微妙に温ぬるいやつ。

「なんで温いのよ、これ」

「嫌がらせ。でも大丈夫、胸の間であっためた」

　智は、一瞬の間の後に缶に頬ほおずりする。

「嘘うそだよ。バカだね本当」

　樹はそんな二人の会話を笑いながら聞いていた。自分たち姉妹も、いつかこんなふうになれるのだろうか。彼女はプルタブを起こすと、よく冷えたジュースを一気に飲んだ。

　炭酸が何度も何度も、彼女の中で大きく弾はじけた。





　桜さくら姉ちゃんへ



　この前はどうもでした。

　色々とごめん、って思ってます。反省してる。

　真ま樹きちゃん、元気に育つといいね。

　手紙は慣れてないから、なにを書けばいいのやらです。

　なので、このへんで終わりにしますよ。

　また書くから待っててください。

　って感じで。えーと。またね。

　　Ｐ．Ｓ．

　　好きな人ができそうです。



樹　



    

  
    
      


あとがき





　あとがきで言い訳する作家は嫌いだ、と某出版社の編集長さまが言っておられました。

　という書き始めでなんなのですが、言い訳させてください。ごめんなさい。

　この作品は、ＰＣゲーム『グリーングリーン』（GROOVER）の企画段階で（様々な都合により）お蔵入りとなってしまったキャラクター小こば林やし樹いつきに焦点を当てて書く予定でした。しかし、執筆中に各キャラクターが意思を持ち、勝手に動き出したのです。いやこれマジで。

　やだなにこれ夏の魔法かしらんとか、そんなことを思いました。あるいは飲みすぎ。

　みのりは勝手に「あたしが解決する！」とか言い出すし、千種ちぐさは色々と智ともに説教しだすし、しまいにゃ樹まで好き勝手なことを言い出しました。こんな経験、初めてです。驚きました。

　プロット（お話の簡単なあらすじのようなもの）組んでおいてこんなこと言うのもなんなのですが、そのせいで、関係者各位のみなさまには本当にご迷惑をおかけしました。ぺこり（かわいさ）。

　小説を読んでいると、あとがきで「キャラクターが勝手に話を進める」などと書いてあるものがありまして「は？　正直なに言ってんだべや」とタバコ吹かしながらナメてかかってたんですが、いやこれ、ありますよ。その奇跡、きみにも起こるよ！　という感じです。それが良いか悪いかつったら圧倒的に悪いと思うのですが（だって最初にできるって言ったのと違うのができてんじゃん！）、だって動くんだもん、しゃべるんだもん、しょうがないじゃん、なのです。あはん（おいろけ）。

　そしてこのあとがきを読み返すと全然反省していないように思えますが、本当に反省しております。というか、いつもあとがき書く時に「こんなんでいいんですか」と担当さんに聞くのですが「いいんじゃないですか」とおっしゃるので、クレームは担当さんまで送ってください。ちなみに僕が脚本を書かせて頂いたグリグリのＣＤドラマでみのりと同名のキャラが出てきますが、まったくの別物なのであります。



　というわけで、執筆にあたり、ＭＦ文庫ＪのＭ様とＫ様には感謝しても、もう、ね、ほんとにありがとございます。それとGROOVERのみなさんとグリグリプロデューサーのＴ氏。もちろんイラストのくろたま商会さま、う、ええと、土下座します。そして今回は解説になんと中条なかじよう比ひ紗さ也や先生が！　ああ、ありがとうございます。

　みなさまの愛に支えられて生きております。桑くわ島しまでございました。



    

  
    
      


いとしさと、せつなさと、男臭さと。



　やられた……またしてもやられた。

　桑くわ島しま氏の作品だと分かっていたのに、してやられた。イントロからして分かっていたのに、冒頭の底抜けにおバカでライトな彼らの学園ライフに惑まどわされて、すっかり妹に恋するお兄ちゃんの学園ラブコメだと思ってしまった。

　しかし読み進むうちに、ソレは私の中でいつの間にかせつない恋物語へと変へん貌ぼうしていた。なぜなら桑島氏のお話は、私にとってとてもせつなさが染しみ込こむ感じで、いたいけな彼ら登場人物がなんとも愛いとおしくなるからだ。智ともの苦悩、みのりの苦悩、樹いつきの傷。お互いが思いあうことで癒いやされてゆく彼らを見守る中で、読んでいる自分自身、温かい気持ちになっているのに気づく。

　そして読み終わって、はたと「しまった……やられた」と思うのであります。



　ところで、私も自分の作品で男子高（男子寮）が舞台の漫画を描いているのですが、このお話の男子寮はスーパーリアルで非常に興味深い。だって私は、歩くとジュワッと液体が染み出てくる畳を知らないし、剣道の小こ手ての香りのする溢あふれんばかりの漢おとこ臭しゆうなど経験外である。……スーパーリアル恐るべし。

　私の漫画にも一応それらしきモノ（男子）は登場するが、そんなものこのお話に比べれば、ほんのちょびっとにすぎない。スパイス程度かもしれない。少女漫画を顧かえりみず、２～３度せっかく男子高なのだからその手のリアルさを出そうと、腹筋を描いてみたりして男おとこ臭くささを表現してはみるものの、賛否両論の結果に終わってしまったのだった。

　今も昔も、女の子（少女漫画）にとって、男臭さはさほど重要ではないのかもしれない。それでも諦あきらめの悪い私は細々と男臭さの「お」の字でもと、そこそこに散りばめてみて、なんとなく活路を見い出しもしました。……カッコイイと男臭いは紙一重だなと。バランス配分さえ目測を見誤らなければ、多少の男臭さはカッコイイになるようです。



　……なんだか話が一方向に傾いてしまいましたが、遅ればせながら桑島氏について少し。

　知っておられる方も沢山いらっしゃると思いますが、桑島氏は『グリーングリーン』等のゲームを始め数々のドラマＣＤのシナリオも手掛ける多才なお方です。そして、膨大な仕事をこなす忙しい方です。そんなお忙しい中、共通の友人知人を通じて私のオフィシャルＨＰに素敵に楽しいショートストーリーを寄稿して下さる太っ腹な方でもあります。もう足を向けて眠れません。たとえ向いていても、笑って許して下さりそうですが。

　そんな桑島氏の次回作を心待ちにして。

中なか条じよう　比ひ紗さ也や



    

  
    
      

　著者

　桑島由一（くわしま・よしかづ）
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